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文化部活動の地域移行に関する

実践研究事例集

～令和４年度地域部活動推進事業及び地域文化倶楽部（仮称）創設支援事業より～
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中学校等（義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程、特別支援学校中等部を

含む。）の文化部活動は、これまで生徒の文化芸術等に親しむ機会を確保し、生徒の自主的

・主体的な参加による活動を通じて、達成感の獲得、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵

養等に資するとともに、自主性の育成にも寄与するものとして、大きな役割を担ってきました。

また、学校教育の一環として、人間関係の構築や自己肯定感の向上などの教育的意義だ

けでなく、問題行動の発生抑制、学校への信頼感・一体感の醸成等にも大きく貢献してきまし

た。

一方で、深刻な少子化の進行により、中学校等の生徒数の減少が加速化し、部活動は持

続可能性という面で厳しさを増すとともに、活動経験のない教員が指導せざるをえなかったり、

休日も含めた指導が求められたりするなど、教師にとって大きな業務負担となっています。

学校における部活動に関する厳しい状況は、中央教育審議会や国会等においても指摘され

てきており、文化庁においても、「文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」（平成30

年12月。以下「ガイドライン」という。）も踏まえ、 「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革に

ついて」（令和２年９月）において、「令和５年度以降、 休日の部活動の段階的な地域移

行を図るとともに、休日の部活動の指導を望まない教師が 休日の部活動に従事しないこととす

る」と示したところです。

こうした状況を受け、令和３年度から、文化庁の委託事業「地域部活動推進事業」及び

「地域文化倶楽部（仮称）創設支援事業」を実施し、子供たちが身近な地域で学校の文化

部活動に代わり得る継続的で質の高い多様な文化芸術活動の機会を確保できるよう、学校や

地域が地域の文化施設や文化芸術団体、芸術系教育機関等との連携により、文化部活動

の地域移行に向けた体制構築や持続可能な文化芸術活動の環境整備を行うためのモデル事

業を実施してきました。

また、令和４年２月からは、有識者による「文化部活動の地域移行に関する検討会議」を

設置し、地域における子供たちの質の高い文化芸術活動の整備方策等の具体策が議論され、

令和４年８月９日に提言が取りまとめられました。

これを踏まえ、文化庁としては、学校部活動の適正な運営や効率的・効果的な活動の在り

方とともに、新たな地域クラブ活動を整備するために必要な対応について示した、「学校部活動

及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」を同年12月に策定・公

表しました。本ガイドラインでは、令和５年度から７年度までを「改革推進期間」として位置づけ、

休日の部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行について、地域の実情等に応じて可能な

限り早期の実現を目指すこととしています。

各地方公共団体や学校・文化芸術団体等において、部活動の地域移行に向けて取り組ん

でいる方々や、これから取り組もうとしている方々の参考となることを目的として、 令和４年度

「文化部活動の地域移行に関する実践研究事例」を作成しました。本事例集を、各地域から

提出された成果報告書（文化庁HPに掲載）や参考資料と併せてご活用いただくことで、今後

の皆さんの取組の一助となることを願っています。

１．はじめに
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２．事業の概要

令和４年度 地域文化倶楽部（仮称）の創設に向けた実践研究について

事業の趣旨

事業

内容

推進

主体

学校における働き方改革を推進するとともに、子供たちが継続的で

質の高い多様な文化芸術活動の機会を確保できるよう、文化部

活動の地域移行に向けた体制構築や持続可能な文化芸術活動

の環境整備を行うため、地域部活動・合同部活動推進事業及び

地域文化倶楽部（仮称）創設支援事業を実施する。

地域の実情を踏まえ、地域人材の確保や費用負担の在り方、運

営団体の確保などの課題に総合的に取り組むために、全国各地の

拠点校（地域）において実践研究を実施する。

休日の部活動の地

域移行

地域文化倶楽部

等

少子化の進展等に対応するために、地域の実情を踏まえ、都市・

過疎地域における合同部活動やICT 活用による文化倶楽部活動

機会の充実に向けた実践研究を実施する。

都道府県教育委員会、指定都市教育委員会
休日の部活動の地

域移行

地域文化倶楽部

等
地域の文化施設や文化芸術団体、芸術系教育機関等

期間 令和４年４月～令和５年３月
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〈運営形態別のイメージ〉

類型例

区分 運営例
運営形態 参考例

文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等

運
営
型

市
区
町
村
運
営
型

そ
の
他

（ア）

地域団体・

人材活用型

（イ）

任意団体等設立型

（ウ）

地域文化芸術団体

等運営型

（エ）

地域スポーツ団体等

運営型

（オ）

施設運営・管理者

運営型

（カ）
その他の類型

市区町村（教委等）が、地域の

団体（地域の楽団等の文化芸

術団体）や地域の指導者と連携

し、運営する形で実施

市区町村（教委等）が任意団

体（一般社団法人や協議会等

含む）等を創設し、任意団体が

運営する形として実施

地域の文化芸術団体等が運営す

る形で実施

体育・スポーツ団体等が地域文化

クラブを運営する形として実施

民間の文化・スポーツ施設運営・

管理者（会社）が運営する形と

して実施

学校と関係する団体（保護者会

等）や地域学校協働本部が運営

する形として実施

No.1   秋田県大館市
No.9   新潟県胎内市
No.20 兵庫県加古川市
No.28  長崎県雲仙市

No.7    東京都渋谷区
No.23   岡山県赤磐市
No.32 鹿児島県与論町

No.10  富山県小矢部市
No.13 福井県敦賀市
No.16 静岡県掛川市
No.25 徳島県徳島市

No.3  栃木県佐野市
No.5   埼玉県白岡市
No.21 奈良県生駒市

（市教委と連携）

No.22 島根県雲南市

No.6  千葉県夷隅郡
 大多喜町

No.11 富山県朝日町
No.17 静岡県浜松市
No.18 愛知県豊田市

〈見えてきた課題〉

（A）

指導者の確保

・質の確保

（B）

活動場所

（C）

受益者負担

財源確保

・専門性を有する指導者、吹奏楽のパート毎の指導者の継続的な確保

・受け皿団体の確保

・顧問と地域指導者の連携や指導方針の共通認識

・生徒、楽器の移動の方法（保護者による送迎、バス借り上げ）

・施設使用料の発生

・保護者負担の適正な金額の設定、保護者の理解

・指導者等に対する適正な謝金単価の設定

・運営経費、指導者謝金、施設使用料の財源確保

学校以外

学校利用
・校舎、会場の解施錠のための、顧問対応の発生

・学校施設の利用、管理方法の明確化

３．実践研究の概要

地域部活動推進事業
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取組事例紹介（地域部活動推進事業）

No.1

・市内９中学校で４人の専門講師（全体合奏・管楽
器・木管楽器・打楽器の指導者）を共有し、市内で同
じ指導を受けられる体制づくり。

・市吹奏楽連盟からの指導者の推薦・紹介。

・中学校での指導経験のない地域の見守り指導者が、
運営に関わりながら専門講師の指導方法を学ぶなど、
将来的な地域指導者を育成する。

・部活動指導員から、中学生への接し方、セクハラ防止
等について日頃気をつけていることを話す機会を設けた。

・顧問による鍵の解施錠による管理。（顧問、副顧問
２名体制での待機・対応から、１名が他業務を行いな
がらの待機となった。）

・関係団体の会議等へ参加、地域移行に向けた説明を
行うことにより、学校や顧問、関係団体の意識改革。

（ア）（運営主体）市教育委員会

活動場所：各中学校
参 加 者 ：市内９中学校 １５９名
指 導 者 ：地域の指導者、吹奏楽指導経験者、演奏家 ４名

≪指導者の量・質の確保≫

≪普及・啓発≫

≪費用負担≫

吹奏楽秋田県大館市

≪施設・鍵の管理≫

・参加生徒 500～1,000円/回
⇒ 専門講師の謝金が発生したことにより、
時間内で集中した取組の実施となった。

No.9

・指導経験の豊富な顧問と経験の少ない顧問のい
る吹奏楽部を連携し、外部指導者や外部指導資源
の活用による部活動指導に係る教員の負担軽減。

・地域の外部指導者がコーディネーターとなり、県内外
の指導者を有機的に結び付け、生徒のニーズに合っ
た質の高い指導を展開。

・地域の外部指導者、インターネット上のサポート動
画（愛知県吹奏楽連盟制作）、県外（埼玉及び
千葉）の指導者からのリモート指導（動画のやりとり
による指導）を組み合わせ、顧問の負担軽減及び地
域移行に向けた外部人材との連携体制を構築。

文化活動に積極的な地域の公益的な団体と連携し、
自衛隊音楽隊のコンサートへの参加や、チャリティ募金
による寄付を財源に、市内小中学生を対象として吹
奏楽講習会を実施。

（ア）（運営主体）市教育委員会

活動場所：中条中学校、黒川中学校音楽室 
参 加 者 ：中条中 ３０名、黒川中 ８名
指 導 者 ：地域指導者 １名、リモートによる県外指導者 ２名

≪教員の負担軽減≫

≪費用負担・財源確保≫

吹奏楽新潟県胎内市

≪関係団体との連携、世代間交流≫
・生徒会費等からの部活動予算
（中条中）7,000円、（黒川中）5,000円

・公益的な地域団体からの寄付金

⇒合同練習のため、市バスや借上げバス、楽器
運搬用トラックを利用

活 動 日 ：平日週４日、休日週１日
活動回数：週１回（３時間）

活 動 日 ：土曜日または日曜日
活動回数：講師派遣型 各校2回

地域合同型 ４回

≪指導者の量・質の確保≫

（Ａ）

（Ａ）

P14

P22
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No.32

９つのうち６つの部活動の指導者がその経験がなく、
専門的な指導ができていない状況にあることから、 令
和２年度末に、中学校、町教育委員会、地域の ス
ポーツ・文化芸術団体等によって組織した「与論町地
域部活動推進協議会」を立ち上げ、地域移行を推
進している。

・SNSによる広報やオンライン説明会を実施。町民の
間でも吹奏楽を地域で支えようという意識が高まり、
これまで外部指導者であった１名に加え、地域指導者
５名を追加で任用することができた。

・地域指導者６名は、平日は部活動指導員、休日は
地域指導者として、継続的な指導を実施している。

・顧問教諭と地域指導者が協議する機会を年に複数
回設けることにより、指導方針の共通理解を進めた。

（イ）（運営主体）地域部活動推進協議会

活動場所：与論中学校吹奏楽部教室
参 加 者 ：与論中学校 １７名
活 動 日 ：主に土曜日 ３時間（年間３７回）

≪指導者の量・質の確保≫

≪普及・啓発≫

≪費用負担≫

吹奏楽鹿児島県与論町

≪平日と休日の一貫指導≫

・保護者負担 約50,000円/年

≪課題≫

・部費  2,000円/月

・地域部活動推進協議会から、休日の部活動
の地域移行を周知する文書を家庭に配布し、
理解を求めた。

指 導 者 ：音楽教室指導者   １名
 兼職許可を受けた教員 ２名
 地域の音楽経験者 ５名

No.20

・加古川市立別府中学校（R4）の実践研究を基に、
淡路市立北淡中学校（R3拠点校）とも連携し、

①教員の働き方改革
②地域指導者の確保
③活動場所の確保
④教員（顧問）以外による大会等への引率
⑤教員（顧問）と地域指導者等の連携
⑥地域指導者等への研修の実施
⑦費用負担のあり方 等について検証した。

休日の活動は、顧問は原則参加なし。
大会等の引率・指揮も地域指導者が担った。
⇒地域指導者が単独で引率する場合は、事前に保護
者説明会等を行い、了承を得た。

音楽室のみ校内セキュリティを別回路とし、単独での
開錠を可能としたことにより、地域の指導者に会場の
開錠・施錠やセキュリティのセット・解除を依頼できた。

（ア）（運営主体）県・市教育委員会

活動場所：別府中学校音楽室  活 動 日 ：休日
参 加 者 ：別府中学校 ２２名  活動回数：週１回（３時間）
指 導 者 ：地域の吹奏楽経験者 １名

≪教員の働き方改革≫

≪普及・啓発≫

≪指導者の確保≫

吹奏楽兵庫県加古川市

≪活動場所の確保・鍵の管理≫

・オンラインミーティングを活用した指導ができるよ
う、環境整備に取り組んだ。

・専門家会議で整理した課題について検証を
行い、実証事例をリーフレットにまとめ、周知・啓
発を行った。

・ICTを活用し、他校との交流や合同練習等
場所を問わず効果的な練習が実施できた。

（Ｂ）

（Ａ）

P45

P33
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・NPO浜松生涯音楽協議会が指導者の養成・質の
確保のための認定研修を行っている。同法人より指
導者を派遣したため、技術指導も含め、生徒に対して
適切な指導を進めることができた。

・校長の許可を経て、生徒が所属する中学校校舎を
使用した。活動場所が学校施設であったため、スペア
の鍵を借り、学校施設内に入った。

・小学校器楽部において、今後縮小・廃止の決まって
いるため、金管楽器の体験会を実施した。

（カ）（運営主体）吹奏楽部保護者会

活動場所：可美中学校音楽室
参 加 者 ：２０名

≪指導者の量・質の確保≫

≪課題≫

吹奏楽静岡県浜松市

・活動内容や事務連絡のほとんどが指導者に委ねら
れたため、指導者の負担が大きくなった。

・技術指導に関し、部活動と地域クラブ活動の指導
者の指導方針に差異が生じたため、生徒に困惑を
与えてしまう場面があった。

指 導 者 ：NPO浜松生涯音楽協議会 １名
活動回数：月2～３回（２２回）

No.13

・社会人吹奏楽団の協力・連携、楽譜や楽器を共有。

・学校施設の開放により、学校の音楽室や教室を活用。
⇒会場準備等のため、顧問・副顧問が交代で担当して
おり、教員が学校に来なくてもいい仕組みづくり、もしくは
手当の支給を検討する。

・地域クラブ活動を行う日は、原則、学校部活動を行わ
ない。

・アプリ活用により、生徒の欠席連絡等、保護者との
円滑な連絡体制を構築。

・合同部活動のため、各学校を経由する借上げバスを
運行し、保護者の送迎負担を軽減。

入団費 1,000円/年（保険料として）
活動費 2,000円/月（バス借り上げ代として）

（ウ）（運営主体）市民ジュニア吹奏楽団

活動場所：市内４中学校
参 加 者 ：６３名
（気比中６名、角鹿中２３名、松陵中１７名、栗野中１７名）
指 導 者 ：主に県内の楽器指導者（７～８名）

≪教員の負担軽減≫

吹奏楽（合同部活動）福井県敦賀市

≪費用負担≫

活 動 日：土曜日
活動回数：月２回

満足している

43%
まあ満足して

いる

47%

あまり満足して

いない

10%

【図１】地域部活動の満足度（生徒）

0 1 2 3 4 5 6 7 8

楽器の演奏についてわからないことを

質問できる

学校単独では依頼できない楽器別の

指導者から指導を受けることができる

他校の生徒と交流を深められる

【図２】地域部活動のよいところ（顧問・副顧問）

【図１】地域クラブ活動の満足度〇地域クラブ活動に参加した生徒の
９０％が、満足していると回答
【図１】
・外部指導者から専門性の高い
技術指導
・他校の吹奏楽部員と一緒に練
習すること

〇地域クラブ活動によって、他校生徒
との交流や深まり、専門的な指導を
受けられるよさを学校部活動顧問が
実感

≪活動場所等の確保≫

≪活動場所等の確保≫

≪関係団体との連携、世代間交流≫

（Ｃ）

（Ａ）・（Ｂ）

No.17

P26

P30
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取組事例紹介（地域文化俱楽部（仮称）創設支援事業）

（公財）せたがや文化財団 東京都

・演劇部が存在しない学校の生徒に演劇活動の機会
の提供。（区立中学校29校のうち８校のみ演劇部が
存在。さらに減少する恐れも大きく、地域の受け皿となる
必要性を認識）

・不登校の生徒の居場所としての、シェルター機能の
提供が可能となった。

・学識経験者、区立中学校長・教員、保護者代表、
区職員等で構成される「世田谷区立中学校部活動地
域移行に係る検討委員会」への参画。

・令和４年度実施スキームをもとに、引き続き地域移行
のパイロット事業として展開する方向で検討されている。

活動場所：世田谷パブリックシアター稽古場
 世田谷区立砧中学校ランチルーム

参 加 者 ：世田谷区内中学校他 ５９名
指 導 者 ：団体選抜の指導者 ワークショップ進行役３名、演出プランニング支援１名

≪部活動にない活動機会の提供≫

≪指導体制の工夫≫

≪費用負担≫

演劇No.20

≪部活動地域移行に係る検討会議への参画≫

・初夏 500円 ・夏 8,000円

活動回数 ：初夏（１日）、夏（２コース各３日）
 秋（１６日）※ワークショップ型

・夏 1,500円

・１名の主任進行役に加え、サブの進行役を配し、
きめ細かな指導をおこなう体制を整えた。

・実際の進行では、コーディネーターも積極的に
ワークショップに参加し、一人一人の生徒に目が届
くように配慮。

NPO法人掛川文化クラブ 静岡県

・楽器はすべて貸出。

・市内の小学校・中学校の楽器調査を実施し、使用
できそうな楽器を修理、地域の団体より譲り受けるな
どして、管楽器・弦楽器を用意した。

・保管庫がないため、生徒が自ら運搬をするが、大型
楽器については担当役員が毎練習日に自家用車に
て運搬をしている。

活動場所：掛川市生涯学習センター
 城東中学校音楽室等   

参 加 者 ：掛川市内小学生33名、中学生６名
指 導 者 ：地域の吹奏楽経験者（ボランティア）18名、弦楽指導者２名、大学生２名、教員１名

≪楽器の調達・運搬・保管≫

≪資金調達方法等≫

≪費用負担≫

合唱、弦楽、吹奏楽No.31

≪学校の校舎利用≫

活動日：毎週水・土
時 間 ：２時間

・ヤマハミュージックジャパンとの共催で講習会を２
回実施し、その経費の50％をヤマハが負担。

・企業の賛助会員を募集し、まだ数社のみ。今後
は市民サポーター制度を導入して市民が子供たち
の活動を支える工夫を検討している。

・指導員（NPO役員）が学校の別棟の練習会場
のカギを管理し、開閉を行う。

→しかし、現在学校を外部の団体が使用するには、
セキュリティ等の課題があり、なかなか前に進んでいな
いのが現状。

・会費 1,000円×10カ月

P84

P95
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（公財）守山市文化体育振興事業団 滋賀県

・「もっとうまくなりたい。専門のトレーナーの指導を
受けたい。学校や学年の違う人と交流したい。」
このような思いを持つ中高生を対象に、学校の
部活動では味わえない、専門的な指導ができた。

・指導者に元教員を配置し、技術面の指導だけ
でなく、青少年育成の観点をもって指導。

・なるべく生徒の自主性に任せ、生徒が自ら考
え行動できるように指導。

・普段は違う学校に通い、週に１回程度しか集
まらないが、一つのチームとして結束力が高められ
るような指導方法を取り入れている。

活動場所：守山市市民文化会館
参 加 者 ：中学生38名、高校生19名
指 導 者 ：音大卒13名、教員OB（元吹奏楽顧問）2名

≪子どものニーズに応じた指導の提供≫

≪楽器の貸し出し≫

≪費用負担≫

吹奏楽No.36

≪指導の工夫≫

・会費 5,000円／月
（指導料、保険・消耗品代すべて含む）

活 動 日 ：毎週土曜日
活動時間：３時間

・あらかじめ教育委員会と協議のうえ、各学校の楽
器を持ち出し可能としてもらった。

・大型楽器や持ち出しできない楽器は、市民吹奏楽
団所有の楽器や市所有の楽器を無償でレンタル。
（社会教育活動は無償で使用できる規定がある。）

観音寺マーチングバンド 香川県

・指導者には資格を持っている方や高校以上
で音楽関係の部活動などの実績があることな
ど内規を設定。

・指導者の養成は、スポットでOBの方などに来
てもらうよう働きかけ、指導者を目指すきっかけ
作りをした。

活動場所：観音寺市立大野原小学校体育館   
参 加 者 ：中学生26名、小学生48名
指 導 者 ：元小学校教員3名、その人脈からの経験者13名

≪指導者の質の確保≫

≪課題への提案（移動手段、楽器の確保）≫

マーチングバンドNo.52

≪教員業務の軽減≫

活 動 日 ：毎週月火木金土
活動時間：10時間／週

・放課後市内から練習会場への移動手段がなく、家族が
送迎できる児童・生徒しか入部できないため、市運営の乗
り合いバスなどの融通など協力をいただきたい。

・教員の調整での実績はあるが、部活動の縮小や活動休
止の部から、楽器の貸し借りのシステムがあるとよい。

・練習時の教員方の人数を減らし、その代わり
安全見守りとして年間シフトを組んで保護者に
練習に立ち会ってもらうよう企画・運用した。

・保護者会やイベント時の窓口など、教員から
サポート隊事務局へ順次業務を移管している。

→しかし、部員が所属する学校にバンド担当の
先生が全くいないという状況は、しばらくは難し
いと考えている。

P100

P116
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３．事例

地域部活動推進事業一覧

都道府県 市区町村 運営主体 指導者属性 学校数 生徒数 活動場所 活動種別

1 秋田県 大館市 教育委員会
吹奏楽団員

吹奏楽連盟
9 159

中学校音楽室

ほか体育館、教室
吹奏楽

2 茨城県 東海村 芸術団体 吹奏楽団員 1 40 中学校音楽室他 吹奏楽

3 栃木県 佐野市 スポーツ団体 経験者 1 21 中学校音楽室 吹奏楽

4 群馬県 千代田町 教育委員会 経験者 1 28 中学校音楽室 吹奏楽

5 埼玉県 白岡市 教育委員会 企業 4 16

生涯学習センター

コミュニティセンター

保健福祉総合センター

吹奏楽

プログラミング

6 千葉県 大多喜町 学校後援会
退職教員

兼職兼業教員
1 18 中学校音楽室 吹奏楽

7 東京都 渋谷区 企業 専門指導者 7 42 専門学校 料理・スイーツ

8 神奈川県 秦野市 教育委員会
経験者

兼職兼業教員
1 35 中学校音楽室 吹奏楽

9 新潟県 胎内市 教育委員会 外部指導者 2 46 中学校音楽室 吹奏楽

10 富山県 小矢部市 芸術団体 吹奏楽団 1 13 中学校体育館 吹奏楽

11 富山県 朝日町 地域学校協働本部
外部指導員

兼職兼業教員
1 15 中学校音楽室 吹奏楽

12 石川県 金沢市 教育委員会 外部指導者 1
合唱 20

華道 38
中学校 合唱、華道

13 福井県 敦賀市 芸術団体 吹奏楽団員 4 63 中学校 吹奏楽

14 山梨県 三郷町 芸術団体 吹奏楽団員 1 30
中学校音楽室

生涯学習センター
吹奏楽

15 岐阜県 安八町 教育委員会 兼職兼業教員 2 47 中学校音楽室ほか 吹奏楽

16 静岡県 掛川市 芸術団体
元ICT支援員

大学生団体
5 16 生涯学習センター プログラミング

17 静岡県 浜松市 保護者会 認定指導者 1 20 中学校音楽室 吹奏楽

18 愛知県 豊田市 地域学校協働本部
専門講師

経験者
5 － 各学校 吹奏楽

19 三重県 名張市 教育委員会
専門学校教授・学生

専門指導者
1

コンピ  10

茶道 8

中学校

大学工業高専

コンピュータ

茶道

20 兵庫県 加古川市 教育委員会 指導経験者 1 22 中学校音楽室 吹奏楽

21 奈良県 生駒市 スポーツ団体 スポーツ団体 1 6 中学校・公民館 吹奏楽

22 島根県 雲南市 施設管理者
吹奏楽団員

専門指導者
6 120 文化ホール 吹奏楽

23 岡山県 赤磐市 任意団体
経験者

地域おこし協力隊
1 33 中学校

吹奏楽

美術部

24 山口県 周南市 教育委員会
経験者

兼職兼業教員
1 26 中学校音楽室 吹奏楽

25 徳島県 徳島市 芸術団体

専門指導者

吹奏楽団員

合唱連盟 ほか

3 79
学校音楽室等

校区内専門施設

伝統芸能

オーケストラ

合唱

26 香川県 さぬき市 教育委員会 経験者 3 93 各中学校 吹奏楽

27 福岡県 中間市 任意団体 専門指導者 4 73 高等学校 吹奏楽

28 長崎県 雲仙市 教育委員会

兼職兼業教員

外部指導者

経験者

5 29
千々石中学校体育館

ほか
吹奏楽

29 熊本県 南関町 教育委員会 退職教員 1 177 中学校音楽室 吹奏楽

30 大分県 大分市 県吹奏楽連盟
外部指導者

兼職兼業教員
1 23 中学校音楽室 吹奏楽

31 宮崎県 延岡市 教育委員会 経験者 1 29 中学校音楽室 吹奏楽

32 鹿児島県 与論町 任意団体

音楽教室指導者

経験者

兼職兼業教員

1 17 吹奏楽部教室 吹奏楽

33 沖縄県 浦添市 芸術団体 吹奏楽団員 1 27 中学校音楽室 吹奏楽
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地域文化倶楽部（仮称）創設支援事業一覧

都道府県 市区町村 申請団体名 地域クラブ名・実施団体名 活動種別

1 北海道 当別町 当別まちづくり株式会社 当別まちづくり株式会社 美術

2 秋田県 秋田市
一般社団法人全国邦楽器組合連合会

（有限会社 梅屋）

秋田市日本伝統音楽筝曲クラブチー

ム おウチで琴俱楽部
日本音楽（琴）

3 福島県 西会津町
西会津アーティスト・イン・スクール実行委

員会

西会津アーティスト・イン・スクール実行

委員会
芸術

4 福島県 喜多方市 学びファシリテーション 学びファシリテーション
美術（版画、漆工芸、ボ

ディペイント、写真ほか）

5 茨城県 取手市
特定非営利活動法人 取手文化倶楽部

アフタースクール・ミュージカル

特定非営利活動法人

取手文化倶楽部

ミュージカル（バレエダンス、

合唱、ヴォーカル、演劇）

6 群馬県 渋川市 渋川子ども若者未来創造プロジェクト 渋川子ども若者未来創造プロジェクト 演劇（ミュージカル）

7 埼玉県 さいたま市
一般社団法人

さいたまスーパーシニアバンド
ときがわ子ども音楽俱楽部 吹奏楽

8 埼玉県 新座市 有限会社東京演劇アンサンブル
東京演劇アンサンブル

「野火止演劇クラブ」
演劇・ミュージカル

9 千葉県 柏市 Kashiwa Special Sounds Kashiwa Special Sounds 吹奏楽

10 東京都 港区ほか 一般社団法人日本伝統文化の会

一般社団法人日本伝統文化の会

東京都港区邦楽邦舞連盟

地唄箏曲美緒野会

琴

11 東京都 杉並区 株式会社オフィス ワン・ツー 株式会社オフィス ワン・ツー 演劇

12 東京都 文京区
東京大学

アート・クロスロード実行委員会

東京大学

アート・クロスロード実行委員会
芸術

13 東京都 練馬区ほか 東京邦楽器商工業協同組合 東京邦楽器商工業協同組合 邦楽器（琴、三味線）

14 東京都 新宿区
公益社団法人

日本芸術実演家団体協議会
芸能花伝舎クラブ 日本舞踊、三味線、落語

15 東京都 足立区
みらい創造堂 代表企業ヤオキン商事株

式会社（申請者：足立区役所）

あだちっこくらぶ デジタルミュージック

部
音楽

16
東京都 文京区 一般財団法人

民族衣裳文化普及協会

一般財団法人

民族衣裳文化普及協会
着物（歴史、着付）

愛知県 名古屋市

17 東京都 青梅市 おそきウィンドアンサンブル青樹 おそきウィンドアンサンブル青樹 吹奏楽

18 東京都 江東区 社団法人江東すみだ大道芸協会 社団法人江東すみだ大道芸協会 芸能（伝統芸能を含む）

19 東京都 多摩市ほか
特定非営利活動法人

シアタープランニングネットワーク

特定非営利活動法人

シアタープランニングネットワーク
演劇（ミュージカル）

20 東京都 世田谷区 公益財団法人せたがや文化財団 公益財団法人せたがや文化財団 演劇

21 東京都 港区 一般社団法人玉の緒会 玉の緒会 三味線、筝、日本舞踊

22 東京都 練馬区 一般社団法人プレイキッズシアター
こがねい子ども創作舞台プロジェクト実

行委員会
演劇

23 東京都 渋谷区 ミラレソ株式会社 澁谷ジュニアジャズクラブ 音楽（ジャズ）

24 東京都 八王子市 有限会社 劇団風の子
劇団風の子

高尾山演劇俱楽部
演劇

25 東京都 新宿区 有限会社青年劇場 秋田雨雀・土方与志記念青年劇場 演劇

26 神奈川県 茅ヶ崎市 C.C.C.THEATER C.C.C.THEATER 演劇、ミュージカル

27 神奈川県 横浜市 一般社団法人横浜若葉町計画 一般社団法人横浜若葉町計画 演劇、舞台芸術

28 神奈川県 小田原市 小田原こども舞台芸術クラブ 小田原こども舞台芸術クラブ 能楽

29 長野県 上田市 一般社団法人シアター＆アーツうえだ 一般社団法人シアター＆アーツうえだ
演劇、音楽、工作、ダンス、

料理、冒険ほか
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都道府県 市区町村 申請団体 地域クラブ名・実施団体名 活動種別

30 岐阜県 可児市
公益財団法人

可児市文化芸術振興財団

可児市文化創造センターala

アーラまち元気部

劇場運営・ワークショッ

プ

31 静岡県 掛川市 特定非営利活動法人 掛川文化クラブ 特定非営利活動法人 掛川文化クラブ 合唱、弦楽、吹奏楽

32 静岡県 掛川市
特定非営利活動法人

日本地域部活動文化部推進本部

特定非営利活動法人

日本地域部活動文化部推進本部

地域移行・ネット番組

配信ほか

33 静岡県 浜松市
公益社団法人教育演劇研究協会

（劇団たんぽぽ）
はままつ演劇クラブ 演劇

34 愛知県 名古屋市 有限会社総合劇集団俳優館 有限会社総合劇集団俳優館 演劇（ミュージカル）

35 三重県 津市
一般社団法人全国邦楽器組合連合会

（三味恒）
ジュニア和楽器楽団 筝

36 滋賀県 守山市
公益財団法人

守山市文化体育振興事業団

もりやまルシオールアカデミー文化部門

ルシオールユースウインドオーケストラ
吹奏楽

37 滋賀県 大津市 大津芸能倶楽部プロジェクト 大津芸能倶楽部プロジェクト

落語、常磐津（三味

線）、芝居（コン

ト）

38 滋賀県 長浜市
公益財団法人

長浜文化スポーツ振興事業団

公益財団法人

長浜文化スポーツ振興事業団
吹奏楽

39 京都府 京都市 一般社団法人アーツシード京都 一般社団法人アーツシード京都 演劇、音楽

40 京都府 京都市 一般社団法人千總文化研究所 きもの科学部 きもの科学

41 大阪府 堺市 堺シティオペラ一般社団法人 堺シティオペラ一般社団法人
総合文化芸術

（音楽、演劇ほか）

42 大阪府 豊中市
公益財団法人

日本センチュリー交響楽団

公益財団法人

日本センチュリー交響楽団
音楽（ヴァイオリン）

43 大阪府 和泉市 特定非営利活動法人ユグドラシル 特定非営利活動法人ユグドラシル 吹奏楽

44 兵庫県 富岡市 一般社団法人江原河畔劇場 たじま児童劇団 演劇

45 兵庫県 西宮市 株式会社Global Entertaiment-JAPAN 株式会社Global Entertaiment-JAPAN
ミュージカル、ジャグリン

グ、タップダンス

46 兵庫県 宝塚市ほか わくわく音楽会実行員会 わくわく音楽会実行員会 合唱

47 兵庫県 神戸市 特定非営利活動法人DANCE BOX 特定非営利活動法人ダンスボックス
舞台芸術、アート、

映画

48 兵庫県 尼崎市 特定非営利活動法人 やんちゃんこ 特定非営利活動法人 やんちゃんこ 演劇

49 兵庫県 多可町 多可町 多可町播州歌舞伎クラブ 歌舞伎

50 島根県 江津町 一般社団法人石見音楽文化振興会 一般社団法人石見音楽文化振興会 吹奏楽

51 広島県 三原市 一般財団法人 みはら文化芸術財団 一般財団法人 みはら文化芸術財団 美術、舞台

52 香川県 観音寺市 観音寺マーチングバンド「Humming Wind」 観音寺マーチングバンド「Humming Wind」マーチングバンド

53 高知県 高知市 株式会社千クリエイティブカンパニー KOCHI中高生ミュージカル「SKY」 演劇（ミュージカル）

54 熊本県
大津町

菊陽町
大津少年少女合唱団 大津少年少女合唱団

合唱

ミュージカル

55 宮崎県 宮崎市
特定非営利活動法人

MIYAZAKI C-DANCE CENTER

特定非営利活動法人

MIYAZAKI C-DANCE CENTER

メタバース

コンテンポラリーダンス

56 沖縄県 那覇市
特定非営利活動法人

地域サポートわかさ

特定非営利活動法人

地域サポートわかさ
美術

57 沖縄県 那覇市 一般社団法人 琉球フィルハーモニック ジュニアジャズオーケストラおきなわ 音楽（ジャズ）
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地域部活動推進事業
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秋田県大館市No.1

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_02.pdf

主な活動種別

吹奏楽

・地域合同型では、基礎的な指導を、市内の

全吹奏楽部の生徒が受けることができ、今

後予想される複数校の合同、顧問の異動が

あっても生徒が混乱なく活動を継続できる基

盤ができた。

・顧問だけではなく、様々な指導者、社会人か

ら指導を受けることができ、技術面だけでは

なく社会性も育つ。

・顧問の指導だけではなく、専門的な指導を

受ける機会が保障され、生徒のレベルや意識

が大きく変わった。

・地域部活動では専門講師の謝金が発生す

ることが逆に、短い時間内で集中して活動す

ることにつながった。

・１校に１人の指導者確保は難しいことから

全中学校で４人の専門講師を共有し（合

奏・管楽器・木管楽器・打楽器の指導）、

市内が同じ指導を受けられる体制とした。

・中学校での指導経験のない見守り指導者に、

部活動指導員から、中学生への接し方、セ

クハラ防止等について日頃気をつけていること

について話していただく機会を設けた。

・顧問全員での情報交換では、部活動指導

員を活用している顧問から、メリット、課題、

配慮や工夫を伝えてもらい、現状や課題を

共有した。

・地区吹奏楽連盟の協力が、スムーズな運営

につながった。

・休日練習の地域移行では、各中学校の顧

問と外部指導者との連携、役割分担の明

確化が必要である。部活動の運営方針、練

習内容、生徒への配慮などについて当初に

共通理解の場を設ける。

・指導者不足が課題であることから、市内９

校に複数の指導者を目的に応じて派遣する

か、または、社会人吹奏楽団がチームとして

対応する体制を構築し、より多くの関係者が

広く活動に関わるようにする。指導だけではな

く、大人と一緒にパート練習をするなどの機

会も試行する。

・運営については、社会人吹奏楽団や地区吹

奏楽連盟との連携を図る。

事業目標： ○吹奏楽部の生徒が専門的な指導を受ける機会を保障することにより、

表現する楽しさを味わい、部活動に充実感をもつことができる。

○将来的に吹奏楽指導が学校教育に限定されることなく、地域社会教

育として、生涯にわたり吹奏楽に親しむ環境を広げ、市民と共に地域

の音楽文化を醸成する。 活動場所

拠点中学校

（音楽室ほか体育館、教室）

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

顧問・副顧問による当番制

参加生徒の基本情報

・人数：市内９中学校 159人

・活動日：毎週土または日曜日

３時間以内

指導者の基本情報

・外部指導者（専門講師）：

吹奏楽指導経験者・ 演奏家

８名 5,100円/時間

・見守り指導者：地域の吹奏楽

  経験者  ８名  1,200円/時間

指導者の募集方法

地区吹奏楽連盟からの推薦・紹介

運営主体： 大館市教育委員会

１ 休日における教師以外の指導者による活動→生徒がより専門的な指導を継続して受けることが

できる体制の構築

（１）各校への講師派遣型・・・各校2回程度実施

（２）地域合同型・・・４回（基礎合奏講座・楽器講習会・合奏講座等）

２ 地域の見守り指導者の派遣→運営に関わりながら指導方法を学ぶなど、将来的な地域指導者

を育成

（１）地域の社会人吹奏楽団から見守り指導者を派遣し、指導補助、運営補助として加わること

で、休日の顧問の複数出勤から、出勤者を減らす体制へ

（２）見守り指導者が、専門講師の指導を参観することによって、中学生への指導方法を学ぶ機会へ

３ 地域移行に向けた説明会・研修会、意見交換会→学校や顧問、関係団体の意識改革

（１）各社会人吹奏楽団へ地域移行についての説明と協力依頼

（２）中学校の顧問への説明、意見交換、生徒や保護者へのヒヤリング

（３）地区吹奏楽連盟において、地域移行に向けた研修会、来年度の方向性の説明

活動財源

文化庁事業委託費 56.7万円

会費 500～1,000円

運営形態（ア）

地域移行
＜地域団体・人材活用型＞

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_02.pdf
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②

格段に向上した

少しは上達した

③

毎週の休日の練習

月に１～２回

大会の前のみ

茨城県那珂郡東海村No.2

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_03.pdf

・東海村吹奏楽団に所属している団員を指導者

として招き、技術指導をしていただいた。

･吹奏楽コンクールの前に、専門的な指導を受け

  ることができたことで、生徒の自信につながった。

･パート練習では、専門的な技術指導を、全体

  練習では、指揮者の指示を実現するための具

  体的な方法について生徒に寄り添いながら、

アドバイスをいただいた。

･初心者である１年生には、楽器の取扱い方や

  基本練習の仕方についてご指導いただいた。

主な活動種別

吹奏楽

運営形態（ウ）

地域移行
＜地域文化芸術団体運営型＞

【課題】

・校舎、音楽室の解錠、施錠のため、教員が

部活動の時間に学校にいる必要がある。

・学校外の活動時でも、学校から楽器を運ぶ

必要があるため、校舎の解錠、施錠に教員

が必要である。

・すべてのパートに地域指導者が配置できず、

専門的な指導を受けられないパートがある。

・新型コロナウイルスの感染状況により、計画

の変更、中止を余儀なくされてしまった。

【方針・方向性】

・年度当初に１年生の基本指導をしっかりと

行うことで、高い技術を身に付けさせる。

・東海村吹奏楽団以外の地域人材の確保

及び学校以外の練習場所についての検討

を行う。

運営主体： 東海村吹奏楽団

事業目標： ・顧問の時間外勤務を１割削減

・生徒の技術指導にかかる謝金等の費用負担

活動場所

東海南中学校音楽室 他

鍵、校舎管理の工夫・現状

顧問・副顧問による当番制

参加生徒の基本情報

人数： 東海南中学校 40人

活動日：＜通常＞

火・水・金曜日 ２時間

土・日のいずれか ３時間

＜地域移行＞

土又は日曜日 ３時間

指導者の基本情報

東海村吹奏楽団員  

19名（のべ166名）1,600円/時間

指導者の募集方法

吹奏楽団に依頼

0

5
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15

20

①

東海村教育委員会

東海村立東海南中学校

（事務局）

東海南中学校

吹奏楽部

東海村吹奏楽団

指導者 指導者 指導者

指導、運営上の工夫

見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

【成果】

･生徒が、専門的な指導を受けたり、演奏を聞いたりしたことで、吹奏楽に対する

  興味・関心が高まった。

・生徒は、専門的な技術指導を受けたことで、自分の演奏技術の向上を感じる

とともに、部活動に対する楽しさや居心地のよさを感じることができた。

・顧問の時間外勤務時間の削減につながった。

＜顧問の令和３年度と４年度の時間外勤務平均の推移＞

 顧問Ａ 令和年度 91時間31分 → 令和4年度 70時間34分

 顧問Ｂ（今年度より顧問） 令和4年度 52時間19分

・パート練習の際、生徒が専門的な技術を身

に付けるよう指導者を配置した。

･顧問と指導者が情報共有する場を設定した。

５～６月  楽器の取扱い方・音の出し方

７月～   吹奏楽コンクールに向けた練習

10月～   文化祭に向けた練習

  実態調査（生徒意識調査）

１月～   卒業式に向けた練習

２月～   事業のまとめ、来年度の計画

本事業による成果 ＜生徒意識調査より＞

地域部活動で

得られたもの
技術の向上 地域の方にどのくらい

教えてもらいたいか

東海南中キャラクター

ナンちゅう

活動財源

部活動後援会費

村事業費

村人件費

文化庁事業委託費 26.5万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_03.pdf
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栃木県佐野市No.3

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_04.pdf

主な活動種別

吹奏楽

運営形態（エ）

地域移行
＜地域スポーツ団体等運営型＞

○教員

・教材研究の時間が増えた。

・地域指導者から、吹奏楽の指導方法につい

て学ぶことが多い。

・部活動を効率良く実施しようという機運が高

まっている。

○生徒

・地域指導者の指導は、専門的で分かりやす

いと感じている。

○地域指導者

・生徒の意欲や演奏技能の向上を感じている。

○保護者

・専門的知識を有する地域指導者から指導

を受けられることは良いことであると感じている。

○実践体制について

・教員と地域指導者が、活動状況や活動内

容について情報を共有する機会を設定した。

・欠席生徒がいた場合の保護者への連絡手

段や方法、地域指導者が急用等で指導に

参加できない場合の連絡体制や対応につい

て、学校、保護者、地域指導者間で事前に

確認した。

・緊急対応マニュアルを基に地域指導者と緊

急時の対応について確認した。

○説明会の実施

・学校が主体となって実態に応じた説明を行

い、生徒や保護者の理解促進を図った。

○施設管理

・学校施設の利用や管理方法について、学校

の設置者が検討し、対応方策を明らかにする。

○指導者の確保

・兼職兼業制度の運用方針を明確にする。

・文化芸術団体を所管する部局と連携し、指

導者を確保する。

○費用の受益者負担

・一部の部活動のみが地域に移行した段階で

受益者負担を求めた場合、不公平感が生じ

ることが想定される。そのため、自治体内にお

ける全ての公立中学校部活動の地域移行

後に、受益者負担を求めることが適切との指

摘がある。

活動場所

・佐野市立田沼東中学校音楽室

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

・吹奏楽部以外の運動部を含めた

計12の部活動を、学校部活動と

地域部活動の２つのグループに分

けて実施し、学校部活動の指導に

当たる教員が学校施設管理に係

る対応を行う体制を整えた。

参加生徒の基本情報

・人数： 田沼東中学校 21人

・活動日：土日のどちらか１日

※月に２回、１回当たり

の活動時間は３時間

程度

指導者の基本情報

地域の吹奏楽経験者

 １名 1,500円/時間

指導者の募集方法

吹奏楽の指導実績のある候補者を、

中学校から推薦してもらった。

運営主体： 特定非営利活動法人たぬまアスレチッククラブ

事業目標： ○ 対象となる部活動教員の時間外勤務総時間数の削減

○ 生徒の意欲や技術の向上

○ 中学生の文化部活動を地域が担うことのできる指導体制の構築

○ 運動部活動と文化部活動の一体的な地域移行

栃木県

教育委員会事務局

佐野市立

田沼東中学校

（拠点校）

   吹奏楽部

１ 拠点校における吹奏楽部の活動概要

（令和３年度から継続）

 〇教員が部活動に従事する日数・時間

・平日の活動日数

週４日（水曜日を除く、１～２時間程度）

※11月～2月の冬期は活動時間短縮

・休日の活動日数

週１日（土日のどちらか１日、３時間程度）

○地域部活動の指導日数・時間等

・地域指導者数  １名 ・指導日数   12日

５月：実施なし  ６月：１日 ７月：１日

 ８月：１日   ９月：２日    10月：２日

 11月：２日  12月：１日    １月：２日

・指導時間   ３時間程度（１回当たり） 

２ 栃木県における活動概要

○部活動改革検討委員会の開催（年２回）

・実践研究拠点校における取組状況の確認

・本県における部活動の地域移行に係る課題

の把握

・本県における部活動の地域移行に係る推進

計画の検討

○部活動の地域移行に係る情報提供

・各市町対象説明会の実施（年間20回)

※ 運動部活動の地域移行主管課である、

教育委員会事務局スポーツ振興課と合同で実施 活動財源

部費 5,000円/年

メンテナンス個人費用 4,000円/年

文化庁事業委託費 35万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_04.pdf
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群馬県邑楽郡千代田町No.4

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫 見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_05.pdf

・ 令和２年度より部活動指導員として指導している方に指導を依頼。

・ 指導者派遣期間 ４月下旬～２月

・ 平日、休日を含め、週に２～３回（１回につき２～３時間程度）

月に２回程度の休日の指導を実施。

・ コンクール参加に向けたスケジュールを考慮して、４月下旬より指導者の派遣を開始。

・ コンクール直前には指導者の派遣回数を増やすなど、活動状況に応じて柔軟に対応。

主な活動種別

吹奏楽

運営形態（ア）

地域移行
＜地域団体・人材活用型＞

【生徒】

・ 同一の指導者による継続した指導が実施でき

たことで、指導方針の一貫性を保つことや安定し

た練習環境を整えることができた。また、指導者

による積極的なコミュニケーションにより、良好な

人間関係が築けているため、保護者からの理解

も得られやすく、部活動指導員から本事業へス

ムーズに移行することができた。

【学校】

・ 技術指導だけでなく、生徒指導的（精神

的）な面での指導も行っていただき、生徒の人

間的な成長につなげることができた。また、顧問と

合奏指導や個別指導の在り方等について情報

交換することで、職員の職能成長につながった。

【指導者】

・ 子どもたちに対して、専門的な指導を継続して

行うことで、1人1人の生徒の成長を実感すること

ができ、指導者としての達成感ややりがいを感じ

ることができた。

・ 生徒の活動については「千代田中学校部

活動方針」に沿った活動とした。

・ 指導者が部活動指導員から継続して指導

しているため生徒、保護者、顧問、指導者と

もにコミュニケーションが取れており、円滑に事

業を進めることができた。

・ 休日に地域指導者による指導を行う場合

は、吹奏楽部の顧問が交代で学校の施錠を

管理することとした。

・ 一町一校の学校のため、町からの協力体制

が整っており、コンクール前の練習場所や楽器

運搬などで町の施設や公用車を使用すること

ができた。町の施設であるコスメ・ニスト千代田

町プラザ内のホール利用料は無料となった。

・ 地域人材である指導者の確保及び選定が

大きな課題となる。指導に必要となる専門的

な知識や技能を有していることはもちろん、学

校、生徒や保護者と人間関係づくりを行いな

がら指導できる資質をもった指導者を見極め、

選定することが必要である。

また、「地域」の範囲を千代田町内に限定し

て捉えるか、千代田町広域と捉えるかによって

も指導者の選定は変わってくる。人が人を教

え育てる活動は、指導者の資質や能力に頼る

ところが大きいため、指導者の選定については

慎重に行う。

・ 地域全体で子どもを育てるために、1つの団

体で部活動を担うのではなく、他の団体等と

も連絡・調整し、複数の団体で担う必要があ

る。教育委員会が中心となり、町、学校、団

体間の円滑な連絡・調整ができるような体制

を構築することが課題である。

運営主体： 千代田町教育委員会

千代田町立千代田中学校（吹奏楽部）

事業目標： ・学校と地域人材（指導者）、教育委員会が連携・協力した地域部

活動のあり方を検討する。

・実施校の部活動において、月２回以上休日に地域指導者のみの活動

を実施し、部活動を行う教員（顧問）の業務の軽減及び専門的な指

導による生徒の技術の向上及び部活動の充実を図る。

○千代田町教育委員会 ：学校及び指導者と連携し、本事業を中心的に推進

○千代田中学校 ：実施校として指導者を活用した平日、休日の部活動の運営

活動場所

千代田中学校音楽室

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

顧問・副顧問による当番制

参加生徒の基本情報

人数： 千代田中学校 ２８人

活動日：週２～３回

２～３時間程度

指導者の基本情報

・属性、人数、謝金

地域の吹奏楽経験者

１名１，６００円/時間

指導者の募集方法

Ｒ２、Ｒ３の部活動指導員を指導

者として派遣（音楽家）

活動財源

会費等の徴収  無し

文化庁事業委託費 ６８万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_05.pdf
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埼玉県白岡市No.５

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_06.pdf

主な活動種別

吹奏楽、プログラミング

運営形態（ア）

地域移行
＜地域団体・人材活用型＞

合同吹奏楽部の活動を通して、練習方法

や技能を生徒が身に付けることができた。得た

知識や技能は、通常の部活動の練習に生か

すことで、他の生徒への練習にも生かされ、教

員の指導負担を減らすことができた。

休日の活動が地域クラブ活動となったことで、

他校の生徒とのつながりが生まれ、互いの平

日の部活動の様子を知るとともに、良い練習

方法を共有することができた。

用具（楽器、タブレット端末）については、

学校の備品である楽器やiPadを使用できるよ

う学校に依頼した。

コーディネーターを各校１名ずつ配置し、学

校と委託先、教育委員会との調整を行ってい

る。

活動場所については、市の施設を利用し、

減免申請を行うことで、使用料は免除となって

いる。

活動支援・事業運営のため、アプリ（ＢＡ

ＮＤ）を活用し、出欠席連絡や活動状況の

報告を行っている。

人材確保のために教育委員会、地域、団

体等の連携を図ることが必要である。

会費徴収に関して、保護者・学校等の理

解を得るために、今後どのような周知を行うか

が重要である。額については、月1,500円が妥

当かアンケートを活用し、保護者の実態把握

に努める。

令和５年度においては、吹奏楽、プログラミ

ングの他、合同合唱部を立ち上げ、さらなる地

域クラブ活動の推進を図っていく。また、生徒・

教員・保護者に対し、希望する文化クラブ活

動についてのアンケートを実施し、新規クラブの

設置についても検討していきたい。

運営主体： 白岡市教育委員会

事業目標： 持続可能で多様な部活動と、中学校教職員の働き方改革の推進

活動場所

・生涯学習センター

こもれびの森

・白岡市コミュニティセンター

・白岡市保健福祉総合センター

（はびすしらおか）

※ 施設使用料 免除

鍵、校舎管理の工夫・現状等

（活動場所が学校の場合）

学校以外の施設を利用

参加生徒の基本情報

人数： 市内全ての中学校

活動日：土日・祝日３時間

指導者の基本情報

吹奏楽

日本吹奏楽指導者協会所属

４名 ３，５００円/時間

プログラミング

Ed Tech企業の社員

１名 ２，０００円/時間

指導者の募集方法

委託先により選定、配置

合同プログラミング部

市内全中学校から、希望者が参加。指導者はEd Tech

企業の社員。ＧＩＧＡスクール端末を活用し、生徒のニーズ

に応じた活動を行っている。学校の垣根を越えた生徒同士の

交流が実現している。

合同吹奏楽部

市内全中学校から、希望者が参加。トラン

ペット、ユーフォチューバ、ホルン、サックスにおいて

各３回ずつ実施。少人数指導により技量が向

上している。

活動財源

会費  ０円

文化庁事業委託費     27万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_06.pdf
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千葉県夷隅郡大多喜町No.6

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫

見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL：https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_07.pdf

主な活動種別

吹奏楽

組織図・スキーム図等

運営形態（カ）

地域移行
＜その他の類型＞

＜生徒＞

・外部講師による専門性の高い指導を

受けることができ、意識の高い生徒にとっ

て休日の部活動が充実した。

・財政面での補助により、昨年よりも家

庭の個人負担が軽減した。

＜教員＞

・教員は技能面の指導に対する負担が

軽減した。

・副顧問は学校の解・施錠の負担が減っ

た。吹奏楽に関する知識がない副顧問

は、音楽面の指導に対する精神的な負

担から解放された。

＜事業＞

・学校外の施設を活動場所にする際の

課題が明らかになった。

・謝金の所得税の処理等、地域部活動

の実施主体が完全に独立した事業主と

なったときの問題点が明らかになった。

・休日の部活動を専門的な知識や技術を

持っている外部講師から指導を受けることで、

質の高い充実した活動につながり、生徒の

意欲向上や技術向上を図ることができた。

・休日の地域部活動を平日の学校部活動

の延長と位置づけて委託することにより、学

校部活動での顧問や生徒の取り組みが、地

域部活動に十分反映される。

・当初は中学校内での活動を中心に行って

いたが、校舎の解錠、施錠の管理を教職員

が行うことになり、休日勤務の負担が解消さ

れなかった。休日の教員の負担を減らすため、

年度途中から町内の高等学校や町の公民

館を利用して活動した。

・持ち運びの難しい、大きな打楽器等は高

等学校を会場にすることによって解消された。

また、高校生から教えてもらったり、一緒に活

動したりすることで技能面が大幅に向上した。

・地域の実情から、外部の任意団体

に部活動全体を委ねる体制の構築

は難しいため、校内の部活動を基盤

とし、外部講師を招へいすることで、

部活動顧問としての教員の負担を軽

減していく。

・家庭の事情等、恵まれた希望者だ

けが恩恵を受けられるといった、学校

部活動内の分断が起きないよう、一

人も取り残すことなく、すべての部員

が意欲的に参加でき、有意義な活

動とするための部活動の在り方につい

て模索していく。

運営主体： 大多喜中学校後援会

活動場所

大多喜町立大多喜中学校

千葉県立大多喜高等学校

大多喜町公民館

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

鍵は主顧問、副顧問、教頭で分担

し、施錠等を行った。顧問等が不在

の時は、他に活動している部活動の

顧問と調整し、施錠等を行った。

参加生徒の基本情報

人数： 中学校 １８人

活動日：毎週土または日 ３時間

指導者の基本情報

元県立高等学校吹奏楽部顧問

 １名 1,600円/時間

 兼業教員   ３名 900円/時間

指導者の募集方法

前年度から継続依頼

大多喜中学校吹奏楽部は意欲の高い生徒が多く、積極的に活動を行っている。

主顧問が家庭の事情で休日の部活動を行うことが難しい。そのため、専門的な知

識や技術を持ち、長年、県立高等学校で吹奏楽部の指導をしてきた退職教員に、

地域指導者として休日の活動を依頼している。

○児童・生徒への指導に関する工夫

○運営上の工夫

事業目標： 休日の地域部活動を下記により実践し、持続可能な部活動の運営と教員の

負担軽減を図る。

○ 移行する部活動数・・・１部活（吹奏楽）

○ 地域部活動の実施期間・・・６月～２月

○ 活動の頻度・・・実施期間内の週１回（土曜または日曜）３時間以内

○ 確保する指導者数・・・外部指導員（常勤及び臨時講師）、兼業教員

活動財源

会費なし

文化庁事業委託費 61万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_07.pdf
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東京都渋谷区No.7

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_08.pdf

主な活動種別

スイーツ・料理

運営形態（イ）

地域移行
＜任意団体等設立型＞

運営主体： 一般社団法人 渋谷ユナイテッド

事業目標： 既存部活動にとらわれず、生徒らのニーズを取り入れることで、本来やりた

かった種目に触れたり、本来あるべき姿の活動が出来るような環境を整え、

生徒らが主体的に活動出来るような部を設置し、企業等を巻き込んでい

くことで持続可能な活動を目指す。
活動場所

服部栄養専門学校

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

参加生徒の基本情報

人数： 区内中学校7校 42人

活動日：毎週土 2時間

指導者の基本情報

・服部栄養専門学校 講師

10,000円／回

・マネージャー

15,000円／回

指導者の募集方法

運営団体による募集

令和４年度は、生徒の活動を支援するために令和３年度に実施した生徒への部活

動ニーズ調査で「やってみたい」と指示の高かった「料理・スイーツ部」を加えた。

「料理・スイーツ部」は、運営にあたってあらたに学校側の負担が増加しないよう配慮し、

活動は調理専門学校を活用し、令和4年度は月2回程度実施した。

学校では学べない専門的な種目を、専門の指導員を準備し高い技術指導を行い満

足度の高い6つの学校から生徒が参加し、学校を越えた交流の場となった。

当初は参加可能な大会等が少なく

活動のモチベーション維持が難しいと

予想をしていたが、毎回違った調理

内容を実施することにより同じ工程

がないが、調理に使用する道具は前

回使用する際に教わった注意点を

意識させることにより新たな刺激を与

えつつも学んだことを活かす機会を与

えたことによってモチベーションの維持

となった。

また、普段交流のない違う中学校と

の一つの目標に向かって共同作業を

行うことにより会話やコミュニケーショ

ンが発生に生徒同士の交流の場に

もなった。

連絡体制の強化のためにマネージャー

を設置し、学校の行事による遅刻や

急な家庭の事情に対応できるように

したことにより欠席や遅刻の事前連

絡も増え、遠方からであっても遅刻し

ても参加する生徒を受け入れやすい

環境が整った。

指導者目線から部員が使用する包

丁やまな板は生徒によって大きいとい

う意見もあり、参加生徒によって道

具の変更を視野に入れる必要がある。

次年度はさらに部員の増加が予想さ

れるため実習室の確保と指導者の

確保。

また昨年は遠方から通う生徒から自

転車利用の希望がなかったが、部員

増加によって移動手段の距離的問

題・心理的な負担。

活動財源

会費 20,000円/年

文化庁事業委託費 69万円

渋谷区委託費
【事業名：中学校部活等支援業務】

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_08.pdf
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神奈川県秦野市No.8

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_09.pdf

主な活動種別

吹奏楽

運営形態（ア）

地域移行
＜地域団体・人材活用型＞

運営主体： 秦野市教育委員会（教育指導課）

事業目標： 子どもたちの文化活動への機会確保と教員の働き方改革の観点から、

秦野市内の公立中学校の休日の文化部活動を段階的に地域移行して

いくことに向けて、地域から部活動指導員の人材確保や費用負担の在り

方、文化芸術団体の調査等の課題に総合的に取り組むことで、より効果

的で質の高い文化芸術活動の機会を確保できるようにする。 活動場所

・ 秦野市立南中学校音楽室

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

・顧問教員(兼職兼業)が鍵の管理

※休日活動している他部活動の顧

問に協力を依頼することあり。

参加生徒の基本情報

・人数：秦野市立南中学校 35人

・活動日：原則として土日どちらか

１日、３時間（準備片付けを含め

て４時間）

指導者の基本情報

・学校教職員(３名) 1600円/時間

・地域の吹奏楽経験者(４名、卒業

生を含む) 1600円/時間

指導者の募集方法

学校が人選。

地域部活動支援協力者からの紹介。

地域部活動

秦野市教育委員会

中学生

活動場所 自治体

県教育委員会文化部顧問の教職員

秦野市中学校校長会

指導者

指導者の確保

吹奏楽関係団体

指導

謝金

機

会

承認・連携
報告・連携

承認・連携兼職兼業届の申請

秦野市立

南中学校
参加

・以前から教職員ではない「部活動指導協力者」を指導者として活用していた秦野市立南中学

校の吹奏楽部を、令和３年度から引き続き、地域部活動推進事業の実践研究に位置付けて

取り組んだ。

・事業開始当初は、休日の部活動に顧問教職員が参加しないことに不安を感じている生徒が

多くいたため、これまでの学校部活動と同じように顧問教職員が休日の部活動に参加する形を

取っていたが、事業が進むにつれて、休日に顧問教職員が部活動に従事しないような体制になっ

てきた。

・本事業での指導者を「地域部活動支援協力者」として実施要項等を作成し、南中学校吹奏

楽部には秦野市教育委員会から７名（教職員３名・教職員以外４名）にその職を委嘱した。

・活動時間は、文化庁の「文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」や、本市の「秦

野市部活動ガイドライン」を遵守した活動とした。※活動時間は３時間程度（準備片付けは含

まない）。原則として週２日以上の休養日かつ土曜日及び日曜日は少なくとも１日以上を休

養日とすること。

・令和４年度は、保険代等を受益者負担として事業を実施した。

・休日の活動を32日実施。そのうち50％は兼

職兼業した学校部活動顧問が１名以上が、

25％は３名全員が従事しない環境を作ること

ができた。

・学校が保護者へ説明会を実施したところ、

批判的な意見はなく、おおむね肯定的に捉え

られていると判断できる。

・生徒からは「継続的に専門的な知識と技術

を持った指導者に教えてもらうことは嬉しい」等、

顧問教職員からは「自分の時間が確保でき、

自由な選択ができるようになった」「休日に休め

る環境づくりになっている」等の意見があった。

市の部活動検討委員会委員からも「できる範

囲で進めていくことは子どもたち・教員たちのた

めに素晴らしい」等の意見があった。

・個人購入できない打楽器等大きくて高額な

楽器は、学校所有のものを使用している。

・指導者とつながりのある団体等へ楽器の寄

付等をお願いしている。

・おもな活動場所が学校の音楽室であり、セ

キュリティの関係上、兼職兼業の顧問教員が

鍵の管理をしているが、他の部が活動している

日には、鍵の管理を協力してもらうこともある。

・指導者が同校の吹奏楽部を継続的に指導

しているため、在学中に指導を受けた卒業生

が知識・技能を有した新たな指導者人材とし

て活用できている。

・学校部活動顧問が連絡調整役を担っている

ため、生徒や保護者、指導者等とスムーズに

情報共有ができる。

・来年度も同校で休日の学校部活動を地域

の活動として取り組んでいく方針。さらに持続

可能な活動となるよう、謝金単価や受益者

負担等についても検討していく。

・活動にかかる保険料については保護者会で

理解が得られているが、年会費や月会費等の

活動費（会費徴収）については保護者・学

校等の理解が得られるよう今後検討が必要。

・活動場所については、様々な面から学校で

あることが望ましいが、セキュリティ面での課題

が残っている。

・同校の取組を好事例として市内各学校に共

有し、各校の実態に合わせ段階的に休日の

学校部活動を地域移行していくことを目指し

ていく。

活動財源

会費 なし

保険料(生徒・指導者)※個人負担

秦野市補助金   36.4万円

文化庁事業委託費   68.8万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_09.pdf
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新潟県胎内市No.9

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_10.pdf

地域移行に向けた吹奏楽部の合同部活動を、地域人材とＩＣＴの効果

的な活用を主な内容として実施するとともに、地域移行に向けた検討会議に

おいて、課題整理及び、地域の受け皿づくりに向けた検討を行った。

①地域人材とＩＣＴの効果的な活用

地域の外部指導者、インターネット上のサポート動画（愛知県吹奏楽

連盟制作）、県外（埼玉及び千葉）の指導者からのリモート指導

（動画のやりとりによる指導）を効果的に組み合わせ、顧問の負担軽

減及び地域移行に向けた外部人材との連携体制の構築に取り組んだ。

②地域移行に向けた検討会議の開催

学校、保護者、地域等の関係者による検討会議で地域移行に向け

ての課題整理とその方策について検討した。また、当市にとっての大きな

課題である地域移行の受け皿については、検討委員会の方策を受け地

域の関係団体と連携した活動を推進した。

＜ＩＣＴの効果的な活用＞

主な活動種別

吹奏楽

組織図・スキーム図等

運営形態（ア）

地域移行
＜地域団体・人材活用型＞

・顧問の負担軽減

吹奏楽部の指導経験の豊富な中規模校

の顧問、経験の少ない小規模校の顧問とも、

外部指導者や外部の指導資源が活用できる

ことで部活動指導に係る負担が大幅に軽減し

た（顧問からの聞き取りより）。こうした成果

を、学校教職員だけに頼らない地域のボラン

ティアによる見守り活動などにつなげていきたい。

・質の高い活動の展開

地域の外部指導者がコーディネーターとなり、

県内外の指導者を有機的に結び付けてくれた

ことにより、生徒のニーズに合った質の高い指導

が展開できた。

・ICTの効果的な活用（Ⅱ．参照）

吹奏楽部の指導は、楽器の種類も多く、

顧問がすべてを直接指導することは難しいため、

ICTを活用してインターネット上のサポート動画

やリモート講師からのレッスン動画を日常の指

導に取り入れ、生徒の主体性や意欲を引き

出す工夫をした。

・地域の公益的な団体との連携

文化活動に積極的な地域の公益的な団

体と連携し、自衛隊音楽隊コンサートへの参

加やチャリティ募金からの寄付金を活用した市

内小中生を対象とした吹奏楽講習会を実施

した。

・継続的な運営に関する課題

当市には吹奏楽関係の音楽団体がなく、

地域移行の受け皿が最大の課題である。また、

活動場所の確保、運営経費の負担も今後の

課題である。

・今後に向けた方針・方向性

令和7年度末までに、休日の文化部（吹

奏楽部）活動を地域の活動に移行することを

目指し、当面は合同部活動を進めながら教

員（顧問）だけに頼らない活動を進め、令和

７年夏に供用開始予定の学校開放型の音

楽室を活動場所に想定し、受け皿となる指導

者、ボランティア等の体制づくりを進める。

活動場所

・ 中条中及び黒川中学校音楽室

鍵、校舎管理の工夫・現状

合同部活動のため学校で管理

参加生徒の基本情報

・人数： 中条中38人 黒川中8人

・活動日：各部活動活動日

指導者の基本情報

・地域の外部指導者
１名 5,100円/時間

・リモートによる県外指導者
２名 5,100円/時間

地域指導者のネットワークにより依頼

活動財源

・文化庁地域部活動推進事業

委託費 30万円/年

運営主体： 胎内市教育委員会（胎内市立中条中学校及び黒川中学校）

事業目標： 市内中規模校と小規模校の文化部（吹奏楽部）活動において、外部

の指導資源（地域人材の掘り起こし、ＩＣＴを活用した遠隔地の人材

や教材等）を活用した合同部活動を実施し、地域移行に向けた環境整

備を図る。

リモート講師

との

動画の往復

日常の活動

での

ＩＣＴ活用

ネット上の

サポート動画

（愛知県吹奏楽連盟制作）

県外の指導者からの

課題動画

タブレット等で視聴

動画を参考

にして練習

練習成果を

動画撮影

県外指導者が

アドバイス動画

アドバイス動画

で課題を把握

１学期～

３学期に

２往復実施

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_10.pdf
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富山県小矢部市No.10

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_11.pdf

主な活動種別

吹奏楽

運営形態（ウ）

地域移行
＜地域文化芸術団体等運営型＞

活動場所

津沢中学校体育館

鍵、校舎管理の工夫・現状

学校体育施設開放事業の鍵管理

者から外部指導者（市吹奏楽

団）が鍵を借り、活動終了後に片

付け、戸締りし鍵を返却している。

参加生徒の基本情報

人数： 津沢中学校 13人

活動日：毎週土日のどちらか1日

 ３時間程度

指導者の基本情報

市吹奏楽団員 15名

1,200円/時間

指導者の募集方法

市吹奏楽団団長が、団員に事業を

周知し、募集

運営主体： 小矢部市吹奏楽団

事業目標： ・文化部の中でも特に吹奏楽部について、活動に与える少子化の影響の

把握と解決策の検討

・教員（顧問）の部活動指導に係る労働時間の縮減

・令和３年度開催の部活動のあり方検討委員会の意見、地域運動部

活動推進事業を通して洗い出した課題を念頭に、合同部活動を含めた

今後の地域移行のあり方の検討

（文化部）

市吹奏楽団

指導者派遣

部活動運営

市長部局

市

教

育

委

員

会

業務委託

中 学 校

吹奏楽部

１・２年生部員13名全ての生徒及び保護者に同意を得て、令和４年度２学期（９

月）よりこの事業を開始した。最初の１か月間は、生徒や保護者の戸惑いや混乱を避ける

ため、平日の顧問も休日の活動に帯同した。活動時間は、原則土日のどちらか１日で、午

前8時30分から11時00分と定めた。指導者として、市吹奏楽団員の15名が登録しているが、

生徒のパートに合わせて、毎回５名程度を派遣し、実技指導を行っている。

・指導者が積極的に取り組んでおり、生徒や

保護者から「うれしい」「毎回楽しみ」という声

が聞こえている。パートに合わせた指導を受ける

ことができ、やりがいを感じるようになった生徒も

いる。

・今後、あらゆる費用が追加で発生するかもし

れないことを心配している保護者もいる。

・平日は個人練習、休日は市吹奏楽団によ

る全体練習というメリハリのある活動体制と

なった。

・地区アンサンブルコンテストに向けて、平日の

顧問と市吹奏楽団員が合同で指導する機会

があった（大会前に３回）。

・市吹奏楽団の取組の一環として、市ケーブル

テレビに活動成果を発表した。

・顧問は部活動に関する勤務時間の削減が

でき、部活動以外のことに時間を費やせたほ

か、家庭での時間をこれまでよりもつことができ

た。

・学校の施錠の問題で、平日と休日の活動

場所が異なっており、現在は生徒が休日前に

楽器を移動させなければならない状況である。

学校施設の使用や施錠の管理が今後も課

題となってくることが判明した。

・市吹奏楽団員で指導に意欲のある15名か

ら、生徒のパートや練習内容に合わせて、毎

回５名程度が実技指導に参加している。

・平日の部活動では、休日に外部指導者から

習ったことを生徒が各自で反復練習し、次の

休日部活動に生かすことができるよう、顧問が

指導している。

・外部指導者は、技術指導以外に楽器のメ

ンテナンス方法等の指導も個別にしている。

・事業参加にあたり、保護者から「申込書兼

同意書」を提出していただき、保険への加入

及び緊急連絡先の使用の同意を得ている。

緊急連絡網を作成し、外部指導者の代表と

顧問が共有している（LINEの整備）。

・休日の外部指導者（市吹奏楽団）と平日

の顧問が電話やメールで情報交換し、進捗状

況等について意思疎通している。

・学校夜間開放の仕組みを利用し、学校体

育館で活動している。外部指導者が、指定の

場所で体育館のカギを借りて開錠し、活動後

に施錠してカギを返却している。

・運動部も含めた「地域部活動検討委員会」

を開催し、事業で生じた課題等の解決に向け

た協議をしている。

・休日は、学校夜間開放の仕組みを利用し、

学校体育館を使用している。本来ならば平日

活動している音楽室を使用したいが、施錠等

の問題があるため使用できない。体育館では

暑さ、寒さ対策等の課題があることから、学校

側とも協議し、人的な連携や施設改修など

課題解決に向けて引き続き検討していくことと

する。

・指導のための研修制度等については、今後

の課題である。どのような指導資格が必要と

なってくるのか不明な点が多く、積極的に国や

県の助言を仰ぎたい。

・継続的な運営にあたり、国県等の各種補助

金を活用していくことを検討していく。

・令和５年度の事業実施にあたり、市内４中

学校の合同部活動（吹奏楽）について並行

して検討していくこととする。活動場所の問題、

移動の問題、大会参加の問題等が出てくると

思われるが、市吹奏楽団の意向も確認しなが

ら協議検討していく予定である。

・現在は教育総務課が主管となり対応してい

るが、今後は文化スポーツ課も交えて、運動

部関連、文化部関連について積極的に情報

共有していく。

活動財源

文化庁事業委託費  32万円

小矢部市委託費  15万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_11.pdf
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富山県朝日町No.11

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_12.pdf

主な活動種別

吹奏楽

運営形態（イ）

地域移行
＜その他の類型＞

活動場所

・朝日町立朝日中学校音楽室

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

現在は、兼職兼業で指導している顧

問が活動場所の開錠・施錠と行って

いる。

参加生徒の基本情報

人数： 朝日中学校 15人

活動日：毎週土または日曜日

３時間程度

指導者の基本情報

地域の打楽器指導者

  １名13,000円/回

  地域の吹奏楽経験者(管楽器)

  １名  6,770円/回

  兼職兼業教員１名  3,600円/回

指導者の募集方法

従前から外部指導者として関わりの

ある方へ、直接依頼している。

運営主体： 朝日町型部活動コミュニティクラブ

事業目標： ・学校における文化・芸術部活動に要する労働時間の削減を図ることに

よる教員の負担軽減

・学校と地域人材（指導者）とが連携・協力した地域部活動のあり方

を検討

・将来に渡って持続可能な地域部活動運営に係る費用負担の内容及

び支出等のあり方の検討

地域と学校が連携・協力した「朝日町型部活動

コミュニティクラブ」を設立・運営し、学校教員の負

担を減らすとともに、地域の方々の力をお借りして、

生徒のスポーツ、文化・芸術環境を充実させ、生

徒の自主性・主体性を尊重した多様な活動がで

きる場を提供する。

休日１回（３時間程度）の実施。それ以外の

日は従来通り学校部活動として実施。

地域クラブ活動の指導者は、外部指導者として、

従来より学校部活動指導に関わっていた方々。

・地域人材の活用により、専門

性の高い指導が受けられるよう

になり、生徒の活動意欲が高ま

るとともに技術及び競技力の向

上等が図られたこと。

・「学校部活動」の指導者（外

部指導者、兼職兼業教諭）が

「地域クラブ活動」の指導を行っ

ているため、指導の一貫性が担

保されている。

・学校部活動及び地域クラブの活動の施設

利用等について、情報共有ソフト

（Teams）を利用して、学校、教育委員会、

体育施設管理者で情報共有するよう努めて

いる。

・地域クラブ指導者、学校部活動顧問、町

教委との全体調整会議を開催し、活動によ

り生じた課題等の解決に向けた協議をしてい

る。

・地域クラブに参加するにあたり、参加申込

書において保護者より保険への加入及び緊

急連絡先の使用の同意を得ている。

・地域クラブごとの緊急連絡網を作成。（指

導者、顧問、学校、教育委員会等）

・情報共有の連携強化が必要なことから、地域協働本部にて、

部活動支援部会の推進支援員（コーディネーター）による学

校、指導者、行政との情報共有強化を図り、また学校側の業

務の軽減を図り、地域クラブ活動の円滑な推進を図る。

・文化部における活動場所や、楽器管理については、顧問が

地域クラブ指導者として担っている場合があり、業務軽減が図

られていないこともあることから、活動日の学校の開錠、施錠に

ついての業務軽減が図られるような対応を検討する。

・２年間の実践事業においては、地域指導者の多大な協力・

支援を得ながらの実施であった。今後、指導者謝金については

是正することとし、持続可能な実施を進めるため、受益者負

担について検討する。

・指導者の指導服務（部活動ガイドライン）や生徒の安全管

理に関する研修の実施や積極的参加について一層の推進を

図る。

活動財源

文化庁事業委託費 32万円

朝日町委託費     15万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_12.pdf
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石川県金沢市No.12

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_13.pdf

「金沢市立学校に係る文化部活動の方針」（令和元年６月策定）に基づきながら、合唱部や

華道部等の文化部活動の充実を図るとともに、部活動指導員や外部指導者を活用した、

平日・休日等における地域部活動に取り組むことを主軸とする。

① 合唱部は、前年度、週2回の指導回数を、休日を含め 週 3 回に拡充する。

② 華道部は、前年度、現在 月１，2回程度の指導回数を、部活動の日や合同展への出展等

 に向けた活動を充実させるため、休日の指導を含め月2回に拡充する。

③ 生徒・保護者アンケートを年２回実施する。

④ 夢空間、合同展等の外部での事業活動に対して積極的に外部指導者が引率する。

主な活動種別

合唱、華道

組織図・スキーム図等

運営形態（ア）

地域移行
＜地域団体・人材活用型＞

・地域部活動に参加した生徒の約９割が

地域部活動に楽しく参加していると回答して

いる。

・生徒は、「丁寧に指導してもらっている」、

「技術が向上している」等、前向きな項目に

よる肯定的な意見の割合が大きい。

・保護者は、地域部活動の良さとして「専門

性のある指導」を最上位にあげている。

・教員は、地域部活動の良さとして「専門性

のある指導」「能力・個性の伸長」があげられ

ている。

・外部指導者は、学校・地域の活動どちらに

しても「人間関係の広がり」に良さを考えてお

り、今後への期待として、「退職教員の活

用」「専門性と能力の向上」「教員の負担軽

減」があげられていた。

・華道部の活動における休日の活動に

ついては、生徒に負担感がでないよう、

参加者をその都度聞き、花材を用意し

たり、活動を調整したりしている。

・華道作品や合唱の様子をICT端末に

より、写真や動画に撮影し、生徒間に

おける互いの交流に役立てている。

・学校長、教頭等の管理職が、外部

指導者や顧問のヒアリングを丁寧に行

うことで情報交換や、状況、課題を把

握している。

・活動にあたって、生徒の意見を聞き入

れることができるよう、ミーティングや打合

せ、報告会などを細やかに行っている。

・地域部活動として、学校部活動顧問

が学校の開放に携わった場合、手当を

支給する、もしくは兼職兼業として登録

し、活動を行うか等、教員の負担が重

くならないような方針を決め、検討して

いきたい。

・年間活動計画を年度の早めに制作

し、学校部活動、地域部活動との一

貫した活動に対する連携を強化してい

きたい。

・年間に必要な経費を算出し、受益や

負担額、活動に関わるスケジューリング、

趣旨を丁寧に説明していく。

運営主体： 金沢市教育委員会

事業目標： ①休日を含む地域部活動への移行を見通した生徒の指導や大会の引

率を行う地域人材の確保と連携

②平日の学校部活動との連携・協力体制の構築

活動場所

金沢市立野田中学校

鍵、校舎管理の工夫・現状

管理職が鍵、校舎の管理

参加生徒の基本情報

・人数： 合唱部 ２０人

  華道部 ３８人

・活動日：月２～４回程度

（※休日・土曜日 ３時間程度）

指導者の基本情報

外部指導者 ４名

           １，６００円/時間

指導者の募集方法

例年、専門的な技能を持つ外部指

導者について、地域、職員、団体に

声を掛け、地域人材を募集。

今回は、長年学校に貢献された方

へ継続依頼。

活動財源

・文化庁事業委託費  ５０万円

・部費 

   合唱部     １，０００円/月

       華道部   花材・教本等は

     参加者から徴収

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_13.pdf
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福井県敦賀市No.13

Ⅰ. 基本情報

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_14.pdf

主な活動種別

吹奏楽

運営形態（ウ）

地域移行
＜地域文化芸術団体等運営型＞

〇地域クラブ活動に参加した生徒の９０％

が、満足していると回答【図１】

・外部指導者から専門性の高い技術指導

・他校の吹奏楽部員と一緒に練習すること

〇地域クラブ活動によって、他校生徒との交

流や深まり、専門的な指導を受けられるよ

さを学校部活動顧問が実感

〇実施を月２回とし、学校部活動に必要な

時間を確保（地域クラブ活動を行う日は

原則、学校部活動を行わない）

〇市中学校吹奏楽部会長が地域部活動の

コーディネート役を担い、学校部活動と連携

〇アプリ活用により、生徒の欠席連絡等、保

護者との円滑な連絡体制を構築

〇市教育委員会による学校施設の開放によ

り、市内中学校の等を使用して活動

〇各学校を経由する借り上げバスを運行し、

保護者の送迎負担を軽減

〇社会人吹奏楽団と協力・連携し、楽譜や

楽器を共有、新１年生の楽器指導を実施

〇学校部活動と地域クラブ活動との連携を

図るため、年間活動計画を作成

〈教員の負担軽減〉

・活動場所を学校としていることから、当該校

を会場とする日は会場準備等のため、顧問

が学校に来なくてはならない。今年度は、

顧問・副顧問の交代制としたが、今後は、

教員が学校に来なくてもよい仕組みづくり、

もしくは手当の支給を検討していく。

〈保護者の費用負担〉

・月２回の活動を毎週の活動に増やしていく

と、保護者の負担が増える。負担額が急

に増えないよう市の支援を検討していく。

〈地域への周知〉

・地域クラブに参加した全員で演奏会に参加

できるよう定期演奏会の時期を検討してい

く。

運営主体： 敦賀市民ジュニア吹奏楽団

事業目標： ①地域ジュニア吹奏楽団の活動方針、年間活動計画の作成

地域ジュニア吹奏楽団演奏会の実施

②敦賀市民吹奏楽団による楽器初心者への指導の実施

私立中学生、高校生の参加の検討、方針の決定

③学校開放に関わる教員の手当支給についての検討、方針の決定

④持続可能な受益者負担額の設定

活動場所

・ 市内４中学校（巡回）

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

顧問・副顧問による当番制

参加生徒の基本情報

・人数：気比中学校  ６名

  角鹿中学校 ２３名

  松陵中学校 １７名

  粟野中学校 １７名

・活動日：毎週土曜日 ３時間

指導者の基本情報

・属性、人数、謝金

市内吹奏楽顧問（月１回）

１名1,600円/時間

県内楽器講師（月１回）

８名1,600円/時間

活動財源

〇受益者負担額

・入団費 1,000円/年

（保険料として）

・活動費 2,000円/月

（バス借上げ代として）

〇文化庁事業委託費

550,000円

（１）地域クラブ活動の実践

・中２、３年吹奏楽部員への加入確認、保護者への活動説明（４月）

・新入部員とその保護者への入団説明（５月）

・親団体による楽器初心者への技術指導（５月～）

・地域吹奏楽団としての演奏会の実施（９月）

（２）段階的な地域移行に向けた検討会議

・学校開放、教員の兼職兼業についての検討会議（４月～：敦賀市）

・学校部活動との連携についての検討会議（４～５月：敦賀市、敦賀市中学校吹奏楽部会）

・実践事業の検討、検証に係る検討会議員会の開催（５月、１１月：県）

（３）アンケート調査実施（１月中旬：敦賀市）

満足している

43%
まあ満足して

いる

47%

あまり満足して

いない

10%

【図１】地域部活動の満足度（生徒）

【図１】地域クラブ活動の満足度

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_14.pdf
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山梨県西八代郡市川三郷町No.14

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫

見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_15.pdf

主な活動種別

吹奏楽

運営形態（ウ）

地域移行
＜地域文化芸術団体等運営型＞

運営主体： 市川三郷吹奏楽団

事業目標： 教員の働き方改革が進められている現在、部活動の活動制限が図られ

ている。市川三郷吹奏楽団が市川中学校吹奏楽部指導に関わることで、

教員の多忙化解消、専門的指導に繋がり、より一層学校生活の活性

化が推進される。
活動場所

市川中学校音楽室

Ifセンター

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

顧問・副顧問による当番制

学校事務による管理

参加生徒の基本情報

・人数：市川三郷中学校 30人

・活動日：任意の週末 各３時間

年間20回程度の実施、一回当たり

の指導者数 4名～10名

指導者の基本情報

市川三郷吹奏楽団員

 45名 1,050円/時間

指導者の募集方法

吹奏楽団に委託、団内でスケジュー

ルを受けて調整・分担

文化庁
委託金

市川三郷

吹奏楽団

市川中学

校
活動場所

指導

週末の部活動における、パート別楽器別練習における個別指導、及び合奏練習時に

おける指導助言。

４～７月 指導者派遣

７月 吹奏楽コンクール山梨大会

１０～１月 指導者派遣

１２月 アンサンブルコンテスト山梨県大会

２月 峡南支部吹奏楽祭

・吹奏楽が多種多様な楽器を扱う特性上、

役割及び楽器構造に応じた専門性のある

指導が有効であり、生徒の技術向上及び、

教員の負担軽減に有効であったと思われる。

・今後の継続的な指導を望む声が多数寄

せられている。部員生徒からは特に専門的

指導を喜ぶ声が大きい。

・部活動の運営においても、大会参加の際

の機材搬送、活動上一定以上の部員数

が必要である事、必要備品消耗品が他部

活動に比べ高価である事、また、コロナ渦に

おける管楽器演奏である事に由来して別途

感染対策等の実施、など「音楽教育上、

演奏技術上」以外の観点でも、多様な知

識と工夫を要する部活動である為、演奏

指導面での補助だけでも顧問教諭の心理

的負担については軽減できたと考える。

・従事時間等の観点においては、実質的な

運営業務が多大であるが、直接的な業務

分散は困難であり、生徒指導上も安全管

理責任の面では外部団体が負う事は難し

く、業務時間の削減という意味ではどの程

度効果が得られたかわからない。

・パート毎の指導を基本として行った。その際、

練習内容や次回までにできるようになって欲

しいこと等をノート（各パート１冊用意）に

まとめ、生徒がいつでも見返せるようにした。

また、指導者も毎回同じとは限らないため、

次回の指導者も前回の内容がわかるように

記入ができるよう、統一した形式を準備し

記入するようにした。

・大会前は指導者を増員して対応し、生徒

一人一人に目がいくようにした。

・生徒の習熟度を見ながら、パート毎の指

導だけでなく個人の練習を行う等、その都

度生徒に合った対応を心掛けた。

・生徒に指導を行うだけでなく、合同出演の

機会も設定したが、運営上の課題により実

施できなかった。

・指導日程は半期ごと設定し、予定を立て

やすく見通しの持った指導を行った。行事や

大会前には指導人員も追加し、手厚く指

導にあたった。

・指導経過記録ノートにより、指導者間も

引継ぎを強化しながら実施した。

・指導人員の団内負担の均一化の為、実

施曜日を前半後半で分けて設定した。

・市川三郷吹奏楽団は一般の市民からな

る楽団のため、楽団員によって知識や専門

性に差があるため、パートによっては指導でき

る楽団員が限られてしまう。

・今回（昨年度・今年度）の実践において

も、継続的な指導かつ、各楽器の多様な

知識及び経験のある人員が有効であった

為、大人数の複数回の動員が必要とされ

た。同程度の内容を今後実践していくには

予算確保も課題と考えられる。

・昨年度の課題を受け、本事業でifセンター

を活用する機会が計画され、一部の日程

は有効に活用できた。感染症対策等の関

係で中止にした回や、連携上の問題で予

約状況の確認が遅れ、一部の部屋を有効

利用しきれなかった回もある。

活動財源

文化庁事業委託費 65万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_15.pdf
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○○県○○市No.15

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_16.pdf

演奏会活動（定期演奏会）、コンペ活動（吹奏楽コンクール等）、自治的な運営活動

（役割分担を明確にした生徒による主体的な活動推進等）の準備や練習

主な活動種別

吹奏楽部

運営形態（ア）

地域移行
＜地域団体・人材活用型＞

・教育的な指導を心得た専門的な

  練習を進められるよ講師に任せられ

る。

・演奏レベルの向上とともに、主体的

に取り組む生徒が増えている。

・部活動の欠席者が減少している。

・学期の取り扱い方法や手入れの事

などを指導するとともに、楽器管理

表の作成や楽譜の整理法などの周

辺知識を担当生徒に伝え、活動を

進めている。

・演奏会の進行やアナウンスの工夫、

安心・安全な楽器運搬に必要な

知識を生徒たちに伝える。

課題

・指導者の確保

・活動場所をどうするのか？

  学校の内外について

・継続的な活動のため、国、町からの

  補助が今後も可能なのか？

方針・計画

・保護者の理解を得るための説明会

の実施

・新規メンバー（部員）を募る方法

運営主体： 岐阜県安八郡安八町教育委員会

事業目標： 持続可能な部活動と教員の働き方改革の実現に向け、休日の部活動

に代わり、生徒が自主的に文化活動に取り組み、技術の向上を目指す

活動機会を保障する。加えて、保護者部活と言われる時間外活動につ

いて、地域クラブへ移管することにより、責任の所在と保険等の手続きや

リスク管理をより明確化することを目的とする。
活動場所

・登龍中学校 音楽室及び各教室

・東安中学校 音楽室及び各教室

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

顧問・副顧問による当番制

参加生徒の基本情報

・人数： 登龍中学校 28人

  東安中学校 19人

・活動日：５回・各 ３時間

指導者の基本情報

各校の教員（兼職兼業）

各１名 1,600円/時間

指導者の募集方法

顧問がクラブ指導者を兼任

岐阜県安八町

安八町教育委員会

吹奏楽部 吹奏楽部

登龍中 東安中

安八町

活動財源

文化庁事業委託費 ５９万円

保護者負担 部費

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_16.pdf
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静岡県掛川市No.16

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_17.pdf

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

１ 掛川デジタルクラブは市内全中学校の生徒対象に募集 ２ 地域指導者や大学生によるサポート体制でプログラミング言語を学ぶ

主な活動種別

プログラミング

運営形態（ウ）

地域移行
＜地域文化芸術団体運営型＞

成果① ニーズに応える持続可能な文化活動

現存の部活動をただ地域移行するのではなく、ニーズ

に合わせた活動環境を創ることで子どものチャレンジ

を支えることができた（生徒・保護者アンケート満足

度100％）。また、地域の方や大学生などが地域ク

ラブに関わる機会が増えることで、文化活動を支える

人材の確保・育成につなげることができた。

②持続可能な運営体制

掛川デジタルクラブの運営については、指導に関する

業務を地域指導者、管理に関する業務を掛川市文

化財団がそれぞれ担ったことで、指導者は指導に専

念することができた。地域指導者がクラブ指導に関わ

りやすい体制を構築することで、クラブ指導に参画し

やすくなる。掛川市文化財団はこの体制を活用して

美術の指導者を確保し、令和５年度に新たな地域

クラブである「掛川美術クラブ」を設立する。

①生徒のニーズ把握、子どもファーストの活動

指導者は生徒に対してヒアリングを実施し、どのよう

なことに取り組みたいかを聞き取りながら活動計画、

内容を調整した。

②静岡理工科大学生による専門的な指導

静岡理工科大学情報学部コンピュータシステム学科

の富樫教授の協力により、プログラミングの知識を有

する大学生団体が本クラブの指導に関わったことで、

プログラミング言語「Python」を習得することができた。

③分業制によるクラブ運営としたこと

左記のとおり、募集要項やチラシ作成、会則、会場

予約調整、入退会手続き等は掛川市文化財団の

スタッフが事務局として担ったことで、地域指導者の

負担軽減を図った。

①クラブ運営のための会費負担

分業制をとることで、指導謝金や会場費等に加え、

新たに事務局人件費が必要となる。会場で子どもに

指導する業務だけでなく、クラブを運営するための管

理業務があることへの理解が必要である。なお、掛

川市文化財団は、11月以降、月会費を設定した上

で、掛川デジタルクラブを継続実施している。

②多種目への展開

今回の体制を他種目に展開することで、学校部活

動にある吹奏楽や美術はもちろんのこと、プログラミン

グのようなニーズに合わせた活動内容の地域クラブを

創設できる。掛川市では、このような地域団体運営

の地域クラブを「かけがわ地域クラブ（仮称）」と呼

び、部活動に代わりうる文化・スポーツ活動として、早

期の活動環境構築を目指す方針である。

活動場所

・ 掛川市生涯学習センター

参加生徒の基本情報

・人数：16人（市内５中学校）

・活動日：毎週火 １時間30分

指導者の基本情報

・チーフ指導者１名1,600円/時間

・大学生団体 6,000円/回

※16人の学生団体

指導者の募集方法

市教委が市内学校ボランティアにチー

フ指導者を打診。大学生団体は掛

川市SDGｓプラットフォームより紹介。

運営主体： 公益財団法人掛川市文化財団

事業目標： 休日だけでなく平日も含め、部活動を地域クラブとして地域団体が運営

する体制とすること（部活動の地域展開）を目指し、関係団体との協

議や新たな制度設計の検討を進める。また、公益財団法人掛川市文化

財団にモデルとなるプログラミングの地域クラブ「掛川デジタルクラブ」を設

立、運営する業務を委託し、地域団体による運営の課題を明らかにする。

〇市内には、プログラミングを中心に活動する部活動はないため、公益財団法人掛川

市文化財団が本実践研究を機に、市内全域から参加できる「掛川デジタルクラブを

創設

〇週に１回の活動であるため、他のスポーツや文化活動等に取り組みながら参加する

ことが可能

〇中学１～３年生が参加可能であり、部活動のように「引退」等の時期を設けず、

継続的に活動

〇チーフ指導者は元公立学校ICT支援員、メンター指導者として静岡理工科大学の

大学生団体が協力

〇チーフ指導者はクラブ活動全体の方向付けをしながら生徒個々の取組を把握、サ

ポート。メンター指導者の大学生は、プログラミング言語の習得へ向けた教材開発や

技術指導を担当

〇参加生徒はプログラミング言語「Python」を学び、仲間と協力しながら創作活動に

チャレンジ

活動財源

・会費  800円

・国費（委託料）  61万円

※クラブ設立に関する業務含む

※掛川市文化財団は委託事業

終了以降、月会費4,000円で

掛川デジタルクラブを継続実施

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_17.pdf
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静岡県浜松市No.1７

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_18.pdf

○○○○○

主な活動種別

吹奏楽

運営形態（カ）

地域移行
＜その他の類型＞

運営主体： 浜松市立可美中学校吹奏楽部 保護者会

事業目標： 浜松市の生徒にとって望ましい部活動の環境の構築と学校の働き方改革を考慮

した部活動改革の推進を目指し、文化部活動の地域移行に向けた体制構築や

持続可能な文化芸術活動の環境整備を行うための拠点校（モデル部活動）を

設定し、実践研究を行うことで、国の目指す令和５年度から始まる部活動の段

階的な地域移行（地域部活動の推進）の実現を図る。
活動場所

浜松市立可美中学校音楽室

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

実施団体へ鍵の貸し出し

参加生徒の基本情報

人数： 可美中学校 ２０人

活動日：月２回 ３～４時間

指導者の基本情報

NPO法人浜松生涯音楽協議会

１名 1,600円/時間

指導者の募集方法

市教委より、NPO浜松生涯学習音

楽協議会代表に、講師派遣を依頼

し決定した。拠点校等 浜松市立可美中学校 吹奏楽部

活動場所 浜松市立可美中学校

活動日 毎月第２、４日曜日

活動時間 ３～４時間程度

活動内容 基礎練習、個人練習、合奏

活動スケジュール

・５月～12月 生徒が選択した楽曲の練習

・２月 小学生の金管楽器体験会

・３月 保護者対象の成果発表会

・地域クラブ活動では選曲、練習の進め方、

成果発表の場の決定を生徒に委ねたため、

生徒主体の活動を進めることができた。

・NPO浜松生涯音楽協議会より、一定の

研修を受けた講師を派遣することで、生徒

たちへの指導の質を保証することができた。

・運営団体の保護者会と指導者が連携し、

学区の小学生に向けた「吹奏楽体験」を

行った。小学校では現在、期間限定の器

楽部が存在しているが、今後縮小し廃止

することが決まっている。小学生は、初めて

体験する金管楽器に関心をもって取り組

み、充実した体験会となった。

・楽器指導において、活動時間内に

数分間の個別指導を取り入れ、指

導者から直接技術について指導を受

ける時間を設けた。

・活動場所が学校施設であっため、

スペアの鍵を借り、学校施設内に

入った。

・市内にある文化関係のNPO団体

で指導者の養成・質の確保のための

認定研修を行っている。同法人より、

指導者を派遣したため、技能指導も

含め生徒に対して適切な指導を進

めることができた。

・市がある程度、体制の組織を確立しなければ、保護者が

持続可能な運営主体となるのは難しい。

・中学生の発達段階から、技術的な指導だけでなく、教育

的視点をもった関わり方が必要であり、生徒の実態に応じ

た指導の在り方も重要となる。運営主体が事務を確実に

担うことができなければ、指導者に負担がかかる。

・完全に地域移行するまで、部活動の顧問と、地域クラブ

活動の指導者の指導に対する共通認識を図る必要がある。

・本市では、令和８年度９月を目途に地域クラブ活動へ

の移行ができるよう、令和５年度から令和８年度８月まで

を改革推進期間とする。

協議会においては、改革推進期間の取組の成果や課

題を集約するとともに、その結果を適切に評価・分析し、必

要な対策を講じていく。

活動財源

文化庁事業委託費 96,400円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_18.pdf
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愛知県豊田市No.18

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫 見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_19.pdf

・愛知県教育委員会主催地域文化部活動推進会議でモデル地域の実践報告を踏まえ、

継続な可能な地域以降に向けて協議する。

主な活動種別

吹奏楽

・モデル校が各学校の地域学校共働本部を中心として、下図のように取り組む。

運営形態（カ）

地域移行
＜その他の類型＞

・専門的な面から指導を受けた

ことで、生徒たちの技術の向上

や意欲の向上につながった。

・多くの楽器を指導しなくてはい

けない顧問教師にとって、地域

部活動指導者による個々の楽

器の指導は、教員の負担軽減

にもつながっている。モデル校に

よっては、専門の講師をしている

地域部活動指導者が全体を

指導しているので、教員の負担

も減り、生徒たちのレベルも上

がっている。

・地域出身の指導者もいるため

に、地域で生徒を育てるという

意識も高まっている。

・モデル校の中には、全体指導を講師の

地域部活動指導者が行い、その他の

地域部活動指導者が個々の楽器を指

導している。一人一人に指導できる機

会が増え、生徒の技術向上につながっ

ている。

・地域部活動指導者については、地区

によびかけて募集したり、もともと学校の

部活動に関わりのあった方に校長や部

活動コーディネーターが声をかけたりして

確保している。校長が面接を行って決

定しているため問題は起きていない。

・モデル校の中には、指導者研修会を

行い、その中で部活動ガイドラインの遵

守、熱中症対策等などの研修を行って

いる。

・顧問と地域部活動指導者がともに指導を

する期間を設けたり、教員が兼職兼業で地

域部活動指導者となったりして連絡調整が

できるようにしている。

・人材確保については、学校や地域学校共

働本部が地区によびかけ（地区の会議で

情宣、ちらしの配付等）をしてきた。地域部

活動指導者が見つからない、大学生が卒業

して社会人となり継続が難しいなどの課題も

ある。

・活動場所については、学校で活動を行って

いるため、学校で日直体制をつくったり、顧

問等学校関係者が鍵の管理を行っていたが、

今後、学校関係者のいない地域部活動指

導者となったときにはセキュリティの問題が出

てくると考えられる。

運営主体： 豊田市教育員会

事業目標： ・各モデル校で、地域学校共働本部を核として吹奏楽を指導できる人材

を集め、地域で生徒を育てる体制を構築する。

・専門的な知識をもった指導者を確保し、生徒を指導してもらうことで生

徒の技能向上を図る。

・当初はモデル校6校で行う予定であったが、１校は地域部活動指導者が見つからなかったために5校での実施となった。

・各モデル校が各校の実情と希望により地域部活動指導者を確保し、個別の技術指導や全体指導を行なった。

活動場所

・ 豊田市内５中学校 学校内

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

日直制を組んで管理

参加生徒の基本情報

・参加者：各学校の吹奏楽部員

・活動日：各学校の計画による

指導者の基本情報

・地域部活動指導者

１７名 １,８００円/時間

指導者の募集方法

学校ごとで募集する

活動財源

一般財源 ２３，４００円

文化庁事業委託費 ６３万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_19.pdf
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三重県名張市No.19

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_20.pdf

コンピューター部 茶道部

主な活動種別

コンピューター、茶道

運営形態

地域連携

コンピューター部は近畿大学工業高等専門

学校、茶道部は桔梗が丘自治連合協議会

と連携し、活動を進められたことにより、当該

部活動顧問の専門的な指導に関しての負担

が軽減され、生徒も質の高い多様な活動の

機会が得られた。アンケート結果より、生徒や

保護者の満足度は高かった。

また、今後、部活動の地域移行を進め持

続可能な運営をしていくための課題を洗い出

すことができた。（具体的な課題としては、保

護者アンケートから保護者の費用負担の部分

について、まだ十分に理解を得られていないこ

となどが明らかとなった。）

コンピューター部、茶道部とも、活動場所の

提供や専門的な知見や指導力を有する指導

者の確保を行うことができた。これにより、今回

の取組が顧問の精神的な負担の軽減（部

活動の段取りを立てることや直接的な生徒対

応等が減ったこと等）につながったことが明らか

となり、持続可能な連携体制を築くことができ

た。また、運営上の工夫としては、部活動の時

間については顧問がいなくても運営できるよう

にした。

年度末に行ったアンケート調査では、生徒、

保護者、外部指導者、部活動顧問のいずれ

もアンケート結果は満足度が高いものであった。

生徒、保護者、部活動顧問、外部指導者

の４者とも「有意義な活動であった」とのアン

ケート結果であったことから、この２つの部活動

を来年度も同じ活動内容として活動したいと

考える。この２つの部では来年度以降も外部

指導者や地域から協力を得られる見込みであ

る。

しかし、保護者アンケートから保護者の費用

負担の部分について、十分に理解を得られて

いるという段階までは達していないため、地域

部活動として運営を継続していった場合、費

用負担の課題を解決する必要がある。

運営主体： 学校主体でスタートし、できる限り運営を地域に移行することを探った。

事業目標： 学校における働き方改革を進めていくうえで、部活動をどのように位置づけ、

持続可能なものにしていくかについて、関係者と検討する場を設け、部活

動改革の実現を図ることとした。また、子ども達が持続的で質の高い多様

な文化活動の機会を確保できるよう、地域団体と連携を深める。 活動場所

・ 名張市立桔梗が丘中学校

 ・ 近畿大学工業高等専門学校

鍵、校舎管理の工夫・現状

・茶道部（中学校）は顧問・副顧問による

  当番制

・コンピューター部は、近畿大学工業高等専門学 

 校にお任せしていた。

参加生徒の基本情報

・人数：コンピュータ部 10人

  茶道部  ８人

・活動日：両部活動とも土日いずれかの３時間、

  年間で10数回程実施。

指導者の基本情報

近畿大学高等専門学校教授・学生

  14名 1,100円/時間（学生のみ）

茶道の師範及び師範助手各１名 ０円/時間

活動財源

文化庁事業委託費 ７０万円

コンピューター部においては、近畿大学工業高等専門学校教授、学生を指導

者として位置付け、近畿大学工業高等専門学校の専門的なICT環境の中で、

土曜日か日曜日かのどちらかで１回３時間（活動２時間、準備片付け１時

間）を年間10数回程度実施した。

茶道部においては、師範免許を有する地域住民を指導者として位置づけ、茶道ので

きる施設で、土曜日に１回３時間（活動２時間、準備片付け１時間）を10数回程

度実施した。活動所については地域市民センターも検討したが、道具の運搬等で継続

的な活動の見通しが立たなかったため、中学校の茶道室とした。

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_20.pdf
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兵庫県加古川市No.20

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_21.pdf

主な活動種別

吹奏楽

運営形態（ア）

地域移行
＜地域団体・人材活用型＞

■ 教職員の負担軽減として、地域指導者に

よる休日部活動の単独指導を実施することで、

準備等を含め、月当たり１６時間（４時間

×４日）以上教員の部活動従事時間が減

少した。

■大会等の引率ならびに指揮を教員ではなく

地域指導者が担うことで、教員の負担軽減に

つながった。

■専門家会議で整理した「休日の文化部活

動の地域移行を推進するための７つの視点」

をもとに課題を整理し、検証を行い、実践事

例をリーフレットにまとめ、周知・啓発を行うこと

ができた。

■休日の活動については、顧問は原則参加

せず、地域指導者が開錠から指導、施錠まで

を行った。

■大会等での指揮についても、通し練習の行

える休日に指導する地域指導者が行った。

■ 生徒の混乱を招かぬよう、休日における１

日の活動の流れや健康観察票などは平日の

活動と同様のものとした。

■活動場所の確保として、音楽室のみ校内

セキュリティ―を別回路とし、単独での解除を

可能にした。そのことにより、休日活動時にお

ける開錠・施錠やセキュリティーのセット・解除を

教員が行うのではなく地域指導者に依頼する

ことができた。

【課題】

■ 保護者のみならず顧問も安心して預けられ

る人材をどのようにして確保するのかは大きな

課題である。

■今後、受益者負担の観点から保護者負担

を求めていくことになるが、補助金の活用等も

含め、保護者の負担が大きくならないように関

係課と連携し検討する必要がある。

【今後の方向性】

■吹奏楽部以外の文化部における研究の推

進や複数校の生徒による合同方式での実施、

学校以外での文化芸術団体へ生徒が出向き

活動できるような体制整備等の研究を進めて

いく。

活動場所

加古川市立別府中学校音楽室

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

原則、鍵等の管理は学校が行ってい

たが、音楽室のセキュリティシステムの

回路をその他の部屋と切り分け、地

域指導者が単独で解除とセットをで

きるようにした。

参加生徒の基本情報

・人数： 別府中学校 22人

・活動日：休日 週1回（3ｈ）

指導者の基本情報

・属性、人数、謝金

地域の吹奏楽経験者

1名1,600円/時間

指導者の募集方法

顧問の紹介

運営主体： 兵庫県教育委員会 （再委託先）加古川市教育委員会

事業目標： 子どもたちの継続的で質の高い多様な文化芸術活動の機会を確保する

とともに、学校における働き方改革を推進できるよう、令和５年度以降の

休日の部活動の段階的な地域移行に向けて、体制の構築や持続可能

な文化芸術活動の環境整備を行うため、指導や大会の引率を行う地域

人材の確保、移動手段の確保、平日の学校部活動との連携・協力体

制の構築、コーディネート、それらにかかる費用負担のあり方等の課題解

決を目指す事業実施体制について研究する。

休日の部活動の地域移行を推進するため、令和４年度拠点校である加古川市立別府中

学校の実践研究を基に、令和３年度の拠点校であった淡路市立北淡中学校とも連携し

ながら、７つの視点（①教員の働き方改革、②地域指導者の確保、③活動場所の確保、

④教員（顧問）以外による大会等への引率、⑤教員（顧問）と地域指導者等の連携、

⑥地域指導者等への研修の実施、⑦費用負担のあり方）等について検証を行った。

また、本年度の成果と課題等をリーフレットとしてまとめ、各市町組合教育委員会に対して

周知した。

活動財源

・文化庁事業委託費  50万円

・会費     2,000円/月

  （平日部活動と共有）

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_21.pdf
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奈良県生駒市No.21

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_22.pdf

主な活動種別

吹奏楽

運営形態（エ）

地域移行
＜地域スポーツ団体等運営型＞

・国からの方針を受けて、引き続き生駒

市としてどのような形の地域移行が可能

か検討していく。国のアナウンスを受け、

地域・保護者・生徒・教員の意識改革を

進めていく。

・教員の兼職・兼業について、アンケートを

実施したところ、４割弱ほどの教員が希

望するとの回答であった。兼職・兼業につ

いての制度を整えていく必要がある。

・市内の総合型スポーツクラブの整備を進

め、指導員の確保に努める。

・関係者全員にとって無理のない仕組み

の構築に向けて、生駒市スポーツ振興課

を中心に、新たな地域クラブの創設に向

けて取組を進めていくと同時に、ワンストッ

プの支援組織を構築していく。

運営主体： リトルパイン総合型地域スポーツクラブ、生駒市教育委員会

活動場所

・生駒北中学校 ・公民館

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

顧問による当番制

（顧問の都合がつかない場合は、管理職を含む

他の教職員が鍵等の管理を行った。）

参加生徒の基本情報

人 数： 生駒北中学校 ６人

活動日： 土又は日

指導者の基本情報

リトルパイン総合型地域スポーツクラブ

２名 1,600円/時間 

指導者の募集方法

教育委員会が中心に、教員からの

情報を通じて依頼

生駒市教育委員会

リトルパイン総合型地域

スポーツクラブ

生駒市立生駒北中学校

休日の指導者派遣

県教育委員会

情報共有・コンクール等出場

の調整

休日の部活動指導者の要望

再

委

託

指導者講習会の開催

推進委員会の開催

県内実践報告会の開催

指導者確保

中学校とのマッチング
指導者講習会開催・指導者の資質向上

休日の部活動支援・調整

協議・調整・
報告書提出

など

事業目標： ・拠点校の１文化部活動を地域移行し、年間36週に渡り、休日の３時

間の実施を目標として地域部活動を行う。

・関係部活動の顧問教員の休日の勤務について負担軽減を目指す。

・文化部活動の地域移行に向けて、生駒市にある総合型地域スポーツク

ラブを受け皿とし、市や学校と連携していく体制を構築することを目指す。

生駒市教育委員会と市の総合型地域スポーツクラブで連携体制を構築。休日に拠点校

の１文化部活動（吹奏楽部）に指導者2名を派遣し、休日３時間（土曜日を基本）、

月３、４回程度を地域部活動として実施する。

８月 奈良県吹奏楽コンクール ９月 ３年生引退コンサート

１月 県アンサンブルコンテスト ２月 定期演奏会

①教員

・ほぼすべての楽器を専門的に教えていただけ

たり、楽譜の読み方を教えていただけたりした

ので、顧問の負担を軽減できた。また、生徒

指導が入った時など、部活動指導のすべてを

任せることができている。休日に顧問が休み

を取るなどの時間的な負担軽減や、働き方

改革に関しては成果として挙げられるものは

少ないが、複数体制で指導に当たることがで

きることによる安心感や、イレギュラーなことが

起こった時に全体の指導を止めることなく活

動できることなど、顧問の精神的な負担軽

減はかなり図れている。

②生徒

・何をどうやって練習すればよいかなど技術的

な指導や課題を与えていただいたので、指導

員の方をとても信頼して接している。また、

パートごとの練習等に対しても、習熟度に応

じた細かい技術指導が充実しているため、演

奏技術が向上した。

①生徒への指導に関する工夫

・少人数に対して各指導者が技術指導を行うため、

きめ細やかな指導が行えた。

・平日よりも質の高い練習が可能となった。

・技術指導だけでなく、部活動の在り方や休憩の

取り方など基礎的なことも指導していた

  だけた。

②運営上の工夫

・生駒市教育委員会事務局が中心となって人材を

探し、総合型地域スポーツクラブとの連携を深めた。

令和３年度に総合型地域スポーツクラブに登録さ

れた３名のうち２名に令和４年度も登録していた

だき、地域部活動指導者として生駒北中学校に

派遣される形で吹奏楽部の指導を行った。また、残

りの１名は市の部活動指導員として任用した。

・３名の指導者の都合に合わせて勤務いただいた。

常に顧問との複数体制での指導が実施できた。

・活動時間等については国・県・市のガイドラインを

遵守した。

・コロナ禍での活動については市の方針を遵守（8

月は一部活動を制限）した。

活動財源

活動費   25,000円
（学校部活動としての費用を含む）

文化庁事業委託費 525,194円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_22.pdf
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島根県雲南市No.22

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_23.pdf

主な活動種別

吹奏楽

運営形態（オ）

地域移行
＜施設運営・管理者運営型＞

・楽器別に専門家によるレッスンで力をつけるこ

とができる。（技能向上）

・部員の人数が少人数になり、各学校ではで

きない練習ができる。（活動の魅力創出）

・土日の指導を請け負ってもらえれば、顧問の

週末の負担は減る。（教員の負担軽減）

・毎回実施する楽器別レッスンにより、講師が

生徒の意識や技術の向上を実感でき、次の

指導に繋がっている。（指導能力向上）

・毎回実施する楽器別レッスンにより、各校の

講師謝礼の負担軽減につながっている。（経

費的な側面）

○児童・生徒への指導に関する工夫

・他校と一緒に練習することにより、生徒自身

の演奏に対しての意識の向上がみられる。

・他校の同じ楽器の生徒同士でのコミュニケー

ション意識の向上がみられる。

○運営上の工夫

・関係団体（吹奏楽連盟）等と情報共有を

図り、双方にとってメリットのある事業として実

施した。

・昨年より実施している「ラメール・マスターズプロ

ジェクト」において、各楽器ごとのレッスンを行っ

ている講師に、そのまま地域指導者としてレッ

スンをお願いすることで、スムーズに合同部活動

時の講師を確保することができた。

○継続的な運営に関する課題

・各校の行事やテストの日程、顧問の練習計

画の調整など実施日の日程調整が難しい。

〇今後に向けた方向性

１．学校部活動（平日）と地域部活動

（休日）の連携モデル

①地域部活動(休日)の合同練習で1年生の

基礎的技能をつける

②地域部活動(休日)の合同練習で全体の技

能を伸ばす

２．学校部活動（平日）を地域指導者が

補完するモデル

①地域指導者を学校部活動（平日）へ派

遣する

運営主体： 雲南市教育委員会 （株）キラキラ雲南

事業目標： ① （休日の）部活動を（文化施設を拠点として）地域で支える取組を試行する

A 自分の興味・関心および特性生かした文化活動を選択できる

B 持続可能な文化活動が保障される C 質の高い指導受けることができる

② （休日の）部活動を地域で支える取組の基盤を整備する

E 指導者バンク整備

F 検討・運営委員会の開催と検証・広報活動（市教委） 活動場所

・加茂文化ホール「ラメール」

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

公共のホール利用

（鍵の管理の必要なし）

参加生徒の基本情報

人数：市内６中学校１２０人

活動日：毎週土 ３時間

指導者の基本情報

ラメール：マスターズプログラム指導者

など…楽器別指導者14名が登録

謝金は1,000円/ｈ

指導者の募集方法

指定管理先事業に登録している指

導者を活用

イメージ図 

委託・指導助言 

再委託・指導助言 

参加・体験 

⓪ 事業設計 

① 検討・運営会議 

② 事業の検証・広報 

島根県教育委員会 

雲南市教育委員会 

① クラブ活動計画・運営

② 指導者バンク整備 

（株）キラキラ雲南 

吹奏楽専門的指導者 雲南市吹奏楽団 

市内 7中学校 

関係団体一覧

・雲南市教育委員会：事業の設計、検

討・運営会議の開催、事業の検証・広報

・雲南市校長協議会：働き方改革委員

会、県吹奏楽連盟雲南支部との連携・協

力、検討・運営会議参画

・（株）キラキラ雲南：事業委託、検討・

運営会議参画クラブ活動試行について計

画・運営、指導者バンク整備

・雲南吹奏楽団：事業協力、検討・運営

会議参画

① 検討・運営会議の開催（年3回）

学校から地域への段階的移行について理解をすすめながら雲南市の状況を踏

まえた上で、「学校と地域が協働・融合」して『生徒にとって魅力的で望ましい

部活動のあり方』について検討し、受託した事業の評価と検証を行う

② プラットフォームの構築

事業の委託を通しての「地域文化活動」の統括・調整・推進機関を育成・整

備する具体的には（株）キラキラ雲南への一部事業委託（クラブ活動、指導

者バンク作成）を想定…雲南吹奏楽団との連携を含む

③ 地域文化活動（クラブ活動）の試行

吹奏楽：８回（ラメール）合同部活動（楽器別の専門指導＋合奏）

④ 指導者バンク整備

ジャンル別の指導者名簿の整備（協力者依頼、資格確認、紹介ほか）

⑤ 評価・検証、広報

アンケート実施：参加者・指導者アンケートほか実施・集計

広報：試行クラブ案内作成

市報、キラキラ雲南広報誌などでの実践紹介

検討会議

楽器別講習会 合同演奏会

活動財源

文化庁事業委託費 ７０万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_23.pdf
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岡山県赤磐市No.23

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_24.pdf

【定量的観点】

・地域側の受け皿として、令和３年度より赤磐市地域連携部

活動推進協議会（以下、「協議会」という。）を新たに立ち上

げ、部活動の地域移行について協議している。本年度は２回

開催した。赤磐市立磐梨中学校の吹奏楽部は４月から、美

術部は５月から地域指導員による指導を開始した。

・協議会から退職教員に声掛けを行ったり、市商工観光課の

地域おこし協力隊と連携したりして、地域指導員を確保した。

吹奏楽部の地域指導員は、退職教員１名、小学校非常勤

講師１名の計２名である。原則、毎週土曜日に指導している

が、夏季休業中には平日にも指導した。美術部の地域指導員

は、市の地域おこし協力隊１名である。２か月に１回程度、

土曜日に指導している。

・顧問の超過勤務時間は、前年度比７２％である。顧問の

精神的な負担感の軽減や生徒の技術向上には役立つととも

に、顧問の超過勤務時間の軽減にはつながっている。

・地域指導員に対して、特別支援教育の視点を踏まえた生徒

とのかかわり方の研修を４月に行った。

・休日の活動時には、生徒が緊急連絡先カードを持参すること

で、校内外での事故発生時に対応できるようにしている。

【定性的観点】

・４月に実践校から保護者・生徒に対して、地域

部活動について説明を行った。地域移行の目的や

地域指導員の指導内容について説明を行ったが、

異論はなかった。

・吹奏楽部は、 学校の音楽室とその隣の教室で学

校備品の楽器等を使用して活動している。

・学校の施設開放の方針について、顧問が休日も

指導していることから、学校側が必要性を感じてお

らず、検討項目に上がりにくい。

・吹奏楽部は、顧問２名と地域指導員２名の４

名体制で指導している。パート練習では、地域指導

員を含めた４名で指導し、全体指導では顧問が主

指導をしている。地域指導員による単独指導は、

地域指導員の負担が大きく困難である。

・美術部は、顧問１名と地域指導員１名の２名

体制で指導している。

主な活動種別

吹奏楽、美術

運営形態（イ）

地域移行
＜任意団体設立型＞

・磐梨中学校では、部活動全体で「磐梨ドリーム

タウンプロジェクト」という推進協議会を立ち上げ、

連絡調整を行っているので、統一した方針がある

中で、実態に応じた活動が可能となっている。

・保護者、生徒からは、指導者多い、専門的な

指導が受けられる等の好意的な意見が聞かれる。

・Ｒ４とＲ５磐梨中学校教職員の月平均の超

過勤務時間 Ｒ３月平均：47.16時間→Ｒ

４月平均：37.54時間

・そもそも、部活動の顧問の業務が多岐に渡り高

度な任務のため、外部の少数の人に任せるのは

困難で、複数の指導者による分業制が本来の負

担軽減に繋がると考えられる。

①指導者の確保

・教員ＯＢの情報から個別に対応した。

・今後は、新たな指導者を探しつつ、経

験ある方を中心に独立した運営を可能に

していく。指導が可能な方の情報が少な

いことから、数年では困難であり長期的

な展望で考えていく。

②民間活力の導入

・民間企業やＩＣＴ機器の活用は経費

の面で困難で、地道な活動を通して支援

者を増やしていく。

【課題】

・活動資金の調達については、大きな課題となっており、

運営団体の負担となっている。

・部活動に関わっている教員が担っている業務は、単に技

術の指導だけではなく、教育的意義が大きく子供たちの

成長に対する責任も重い。顧問が担っていた役割をしっか

りと分析し分業していくシステムを構築する必要がある。

ただ単なる趣味の集まりのサークル的なものと考えるの

ではなく、もう少し部活動が担っていた教育的意義の継

承や在り方を理解して進めていく必要がある。

【方針・方向性】

・現状では,地域指導者の活動参加という形式を入口と

しながら、地域の理解を得ることによって今後の段階的な

発展を進めていきたい。

事業目標： 中学校の部活動を地域と連携して運営することを通して、生徒や保護者

の部活動に対する期待や要望に十分に応える体制を整える。

部活動における指導の分担化を図り、地域の指導力を活用し持続可能

な指導体制を構築するとともに、教職員の負担の軽減につなげる。

運営主体： 赤磐市地域連携部活動推進連絡協議会

活動場所

赤磐市立磐梨中学校

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

顧問による施錠管理

参加生徒の基本情報

・赤磐市立磐梨中学校 33人

・活動日：吹奏楽：週休日

美 術：不定期

指導者の基本情報

地域の吹奏楽経験者

２名 1,000円/時間

地域おこし協力隊 1名 0円/時間

指導者の募集方法

校長が直接声掛け

活動財源

・会費 ０円/月

・委託費 95,750円/年

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_24.pdf
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山口県周南市No.24

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_25.pdf

令和４年４月２２日～令和５年２月１６日までの期間において、学校に設置

している文化部活動（１部活）の休日の活動を地域文化活動へ移行するための実

践研究を行った。地域文化活動としての活動日数（回数）は、約３５日（回）の

実施となった。また、地域文化活動に係る費用（保険料及び指導者謝金、旅費

等）については、保護者負担は生じないものとした。その他、生徒、教師、地域指導

者への事後アンケート調査等を実施し、地域の実情に応じた文化部活動の在り方等

について検証するよう努めた。

主な活動種別

吹奏楽

運営形態（ア）

地域移行
＜地域団体・人材活用型＞

・吹奏楽の専門性に長けた地域指導者

は、以前から外部指導者として携わって

おり、そのため関わりのある生徒も多く、

生徒一人ひとりのよさや課題を把握した、

指導が細やかに行うことができている。

・さまざまな楽器を演奏する上での、専門

的な技能や知識を丁寧に教えてもらうこ

とができるため、演奏することの楽しさを今

まで以上に味わい、練習にやりがいを見

出している生徒が多い。

・部活動顧問は、専門性に長けた指導

者の指導により、技術向上面における指

導の負担感、部活動運営上の負担感

が軽減している。

・生徒の、音に対するこだわりや意識

を高めるために、楽譜に示された演奏

符号の重要性や表現したい音楽につ

いて、イメージを膨らませることができる

よう、生徒一人ひとりに個別指導を

行った。

また、集団としての探求心や向上心

も高められるように、指導を行っている。

・部活動顧問が、こまめに地域指導

者と連絡を取り合い、平日の部活動

の状況や生徒たちの様子、演奏の状

況などを伝えることで、指導の方向性

にずれが生じないように配慮した。

【活動場所について】

校舎セキュリティ解除を必要とする音楽室

であり、地域指導者のみでの活動が実施で

きない。セキュリティの解除場所の変更等は、

予算的な負担が大きく即対応することは難

しい。

【活動経費】

令和４年度は研究調査費で対応した保

険料やその他必要経費を保護者負担とした

場合、家庭事情から、活動機会がもてなく

なる生徒も発生する可能性がある。

【地域等との連携】

各種音楽連盟や周南市文化振興財団

等と連携を図りながら、活動の場を考えてい

く必要がある。

運営主体： 周南市教育委員会

事業目標： 学校と地域が協働・融合した形での持続可能な文化活動のための環境

整備を進め、生徒にとって望ましい地域文化活動の実現を図っていくこと

をめざす。

活動場所

秋月中学校音楽室

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

・顧問・副顧問による管理

参加生徒の基本情報

人数： 秋月中学校 ２６人

活動日：毎週土 ２時間

指導者の基本情報

属性、人数、謝金

 会社員、兼職兼業教職員

２名  1,236円/時間

指導者の募集方法

以前から秋月中学校に関わっている

外部指導者

活動財源

・文化庁事業委託費

362,744円

・体育文化後援会費

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_25.pdf


38

徳島県徳島市No.25

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_26.pdf

○○○○○

主な活動種別

オーケストラ、

人形浄瑠璃、合唱

運営形態（ウ）

地域移行
＜地域文化芸術団体等運営型＞

活動場所

・ 学校施設の音楽室等

・ 校区内の専門施設

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

・複数の顧問が交代で校舎・鍵の管

理

参加生徒の基本情報

・人 数：徳島中学校50名

  川内中学校17人

 応神中学校12名

・活動日：土曜日、夏期休業日を

 中心に年15～20回程

  度

 2~3時間程度

指導者の基本情報

・徳島交響楽団

ジュニアオーケストラ   ２名

・ＮＰＯ法人

阿波農村舞台の会 ５名

・徳島県合唱連盟   １名

上限5,100円/時間

活動財源

・会費 0円/月

・文化庁事業委託費  695,000円

・運営団体自己負担金 60,670円

運営主体： 徳島交響楽団ジュニアオーケストラ、ＮＰＯ法人阿波農村舞台の会、

徳島県合唱連盟

事業目標： ○専門的指導者を持続可能な形で確保する体制を構築するとともに、

生徒指導面にも配慮し、安心・安全に継続的な質の高い活動ができ

るよう支援する。

○月数回程度（土、日、平日放課後）本事業を学校施設の音楽室

等、あるいは校区内の公共施設で行い、教員の時間的負担の軽減

（計画的な休日の確保）、精神的負担の軽減を図る。

（オーケストラ部）学校施設の教室等を活動場所とし、月２回程度、２～３時間のパート練習や

合奏の指導などについて、市内で活動する「徳島交響楽団ジュニアオーケストラ」から講師の派遣を受

ける。活動日程や指導内容についても団体が学校と連携を密にとりながらコーディネートを行う。

（民芸部）校区内にある阿波人形浄瑠璃の専門施設を活動場所として、施設を管理運営する

NPO法人が、これまでに蓄積した人的ネットワークや、資料、映像などを活用し、人形の基本的操作

方法をはじめ、太夫・三味線体験など幅広い活動を行う。夏休みや発表に向けた期間を中心に、月

１～２回、２時間程度実施し、 阿波農村舞台の会が活動のコーディネート及び講師の派遣を行う。

（音楽部）月２回程度、２時間程度のパート練習や合唱の指導など、徳島県合唱連盟から講師

の派遣を受ける。日程、指導の内容についても団体が学校との連携を密に図り、年間計画を作成し、

活動のコーディネートを行う。

・生徒は専門性の高い指導を受けることにより、

着実に力を伸ばし、自信となっている。レッスン

を終えると、生徒の顔つきが変わっている。

・専門的な知識と指導力のある指導者がいる

こと、複数で指導できること、顧問が教えること

ができない三味線の指導など、顧問の心理的

な負担の軽減は大きい。

・地域部活動の実施により、顧問はローテー

ションを組んで、休日に充てることができた。顧

問の時間的負担が軽減された。

・平日の放課後練習においても、生徒自ら目

標を持ち、継続的な練習メニューに基づいて活

動することから、音楽経験のない顧問の精神

的負担が大きく軽減した。

○学校の部活動スケジュールに合わせて実施

○市及び学校策定の「文化部活動に係る活

動方針」に則り実施

○大会や発表の場を目標として、集中的に活

動を実施

（オーケストラ部）先生方の質問や相談にも

応じ、指導者の育成につなげている。

（民芸部）発表の場を目標として指導期間

を集中することで、新たな演目に挑戦・披露で

きた。

（音楽部）普段の放課後練習においても、

部員たちが、部長を中心に自主的、継続的

な練習ができるように、メニューを作成した。

○「徳島県における中学校の部活動の地域

移行に向けての手引き」について

・少子化が進む中においても、将来にわたり、

生徒がスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会

を確保するとともに、学校の働き方改革を推

進することを目的として、本県における休日の

中学校の部活動の地域移行を円滑に進めて

いくために策定

○運動部活動の所管課と連携し、「徳島県

部活動の地域移行推進協議会（仮称）」を

年３回程度開催する予定

・令和４年度は、市町村教育委員会、文化

芸術団体からなる「文化部活動の地域移行

推進協議会」を立ち上げ、年２回開催

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_26.pdf
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香川県さぬき市No.26

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_27.pdf

【活動１】楽器別の合同部活動による専門的な指導

・ ５月から１月までの期間に、１７回実施。

・ ３つの中学校の吹奏楽部が楽器別に集まって活動。

・ 各楽器専門の外部指導者８名が、１０～１４回合同部活動で指導。

【活動２】各学校の部活動に外部指導者を派遣

・ ６月から８月までのコンクールに向けた活動の期間に１７回実施。

・ 元中学校教員である外部指導者を各学校の休日の部活動に派遣。

主な活動種別

吹奏楽

運営形態（ア）

地域移行
＜地域団体・人材活用型＞

・専門的な指導を受けることができ、生徒の技

術や知識が向上した。

・合同部活動では、部活動顧問の専門外の

楽器を指導するという精神的負担が軽減され

た。各学校の部活動への指導者派遣では、

部活動顧問の精神的負担が軽減され、時間

的負担も一部軽減された。

・基礎・基本の練習の仕方を学ぶことができ、

学校での練習に生かすことができた。

・他校の生徒と交流することで、互いに刺激を

受け、学び合うことができた。

・部活動顧問、外部指導者代表（兼コーディ

ネーター）、運営主体（さぬき市教育委員会

学校教育課）が協議して、コンクールや大会

等にも配慮した合同部活動の実施計画を立

てた。

・周知内容にずれが生じないよう、各学校、生

徒（保護者）、外部指導者への連絡は、運

営主体が文書で行った。

・合同部活動については、活動場所への移動

に時間を要し、生徒の負担となったため、活動

時間を３時間から２時間に短縮し、効率的

な練習方法を工夫した。

・休日の合同部活動での練習は、平日の学

校部活動に生かせるよう、また、異なる学校の

生徒の実態に応じた練習になるように、基礎

的・基本的内容を中心に行った。

・他校の生徒と学び合える活動にするため、基

礎的・基本的な練習に加えて、生徒どうしの

交流を大切にした練習を行うようにした。

・合同部活動を実施する際、活動場所への

移動に時間がかかるため活動時間が短くなっ

たり、保護者等に送迎の負担がかかったりする。

生徒が自分で参加するためにはバスの巡回等、

移動手段の整備が必要。

・練習場所は、近隣住民への影響や楽器の

保管・移動の面から、学校が適当である。しか

し、音楽室や教室等の使用を学校関係者不

在時に使用することが難しく、教員の働き方

改革につながりにくい。

・事故等、緊急時の対応について、迅速で適

切に対応できる体制の整備が課題。バスの乗

車確認や活動場所の巡回を行う人材が必要。

・外部指導者や財源の確保や参加者からの

徴収金額の検討が必要である。

活動場所

さぬき市立さぬき南中学校

さぬき市立志度中学校

さぬき市立長尾中学校

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

施設、鍵の管理は顧問が実施

参加生徒の基本情報

・人数： ３中学校 ９３人

・活動日：休日３時間

（１０月以降２時間）

指導者の基本情報

さぬき市中学校吹奏楽部応援隊

10名  1,626円/時間

指導者の募集方法

学校長、コーディネーターの推薦

運営主体： さぬき市教育委員会事務局学校教育課

事業目標： 市内３中学校の吹奏楽部員が楽器ごとに集まり、専門的スキルを持

つ講師の指導のもと、休日に合同部活動を行うことで、生徒の技能及び

人間力の向上を図るとともに、教員の働き方改革を進める。また、実践を

通して、地域クラブ活動への移行に必要な条件を明らかにする。

さぬき市教育委員会
事務局学校教育課

香川県教育委員会

さぬき市中学校
吹奏楽部応援隊

さぬき市立中学校

吹奏楽部

さぬき市立各中学校

吹奏楽部顧問 ←（指導・助言）－校長・教頭等

（活動計画の周知等）

（連携・協力）

（謝金等）（専門的指導）

（部活動での指導） （指導・助言）

活動財源

文化庁事業委託費

680,000円/年

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_27.pdf
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福岡県中間市No.27

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_28.pdf

主な活動種別

吹奏楽

○コロナ禍であったが、10月～翌年1月にかけ

て合同練習会を8回実施することができた。

○合同練習時における教員の業務については

引率のみを行い、技術指導等は地域指導者

等に任せることができた。

○ ブラスフェスタでは、中間東中学校（10

名）、中間北中学校（20名）、中間南中

学校（27名）、中間中学校（16名）、【希

望が丘高等学校（13名）】が参加し、それ

ぞれの楽曲や合同で演奏することができた。ま

た、保護者及び多くの観客が参観することが

でき、大盛況であった。

○指導に関する工夫

・生徒はパートごとに専門性をもった指導者か

ら丁寧にレッスンを受けることができたため、そ

れぞれの楽器の技術向上ができて大変有意

義であったという声が多く聞かれた。

・単独校では実施できない活動（大人数での

合奏等）ができており、保護者等の満足度も

高い。

○運営上の工夫

・パートごとの指導者の確保

・固定化された練習場と移動困難な大型楽

器の確保

・ICTを活用して、各校の顧問での連携を図る

ことができた。

○年度当初から8月に合同練習会を実施す

る計画にしていたが、コロナの影響で実施が不

可能となった。

○楽器の運搬を伴うため、顧問の参加が必

須になってしまう状況がある。

○合同練習は必ず同じ場所で実施するなど、

拠点となる会場や施設を定着させる必要があ

る。（楽器移動の負担軽減のため）

○合同練習を行う定例日を設定し、安定した

合同練習体制を整える必要がある。

○施設使用料や指導者への謝金、必要経

費など予算を確保することが必要である。

○コーディネーターを含む講師陣の人材確保が

困難な状況も考えられる。

活動場所

希望が丘高等学校

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

・年度途中までは、拠点校顧問・副

顧問による当番制

・年度途中より高等学校を練習会

場としたため管理は不要となった

参加生徒の基本情報

・人数： 市内４中学校 73人

・活動日：土日のいずれか３時間

指導者の基本情報

・地域の総監督的コーディネーター

 １名5,000円/時間

・吹奏楽トレーナー

10名1,600円/時間

指導者の募集方法

地域指導者代表による連絡・調整

により指導者の人員を確保

①ブラスフェスタ（1/29）をゴールとした対面による合同

練習会の実施

・年度当初から合同練習会を計画していたが、コロナ感

染拡大が進み、計画を見直すこととなった。10月からは

全ての中学校の日程が合わなくとも参加することができ

る学校を中心として合同練習を実施した。

②地域部活動推進協議会の実施

・推進委員による本事業に係る協議及び共通理解等

（6月、12月、2月）

③教員アンケートの実施

・働き方改革の視点を中心とした聞き取り等

【活動実績】

①合同練習

・主に、楽器別パート練習、合奏等

②推進協議会の実施

・事業及び活動方針説明

・事業に係る協議、計画打合せ等

③教員アンケートの実施

・本事業に対する意識調査等

運営主体： 中間市地域部活動推進協議会

事業目標： 生徒にとって望ましい部活動（吹奏楽部）と学校の働き方

改革の実現に向けて、合同部活動の実践研究を実施し、

持続可能な部活動とその指導体制を構築する。

活動財源

文化庁事業委託費  697,810円

運営形態（ア）

地域移行
＜地域団体・人材活用型＞

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_28.pdf
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長崎県雲仙市No.28

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_29.pdf

主な活動種別

吹奏楽

運営形態（ウ）

地域移行
＜地域文化芸術団体等運営型＞

・土曜日の午前中は各学校が練習日としているため、

現時点では吹奏楽部顧問の負担軽減にはなってい

ない。

・雲仙市校長会中学校部会が部活動の地域移行

に関する情報を『部活動だより』として発信することで、

各学校の教師や生徒、保護者や地域住民など、雲

仙市全体としての地域移行への関心度や理解度が

高まった。

・地域クラブに関するアンケートでは、クラブ員・保護

者とも９０％以上が「満足」・「大変満足」と回答。

・地域クラブの指導者による専門的な指導を受けるこ

とで、多くのクラブ員に技術面での向上が見られた。

・所属校の枠組みを超えた地域クラブ活動は、生徒

の自主性や協調性などの面でも大きな成長に繋がっ

た。

・地域クラブ活動日の前日までに、クラブ員は必ず自

校の学校長に楽器の借用届を提出するようにした。

・市内中学校の体育館で練習する場合は、クラブ役

員が利用申請と鍵の受領及び返却を確実に行った。

・個人で運搬できない大型楽器については、運営部

や保護者会が責任をもって運搬することとした。

・地域クラブ活動の支援者を一口500円の協賛金で

募集し、賛同者には会報誌等を適宜配付した。

・地域クラブ活動のスケジュールをSNS上で共有し、

参加の可否や参加状況等が容易に確認できるよう

にした。

・雲仙ジュニアブラス設立の経緯としては、基本的にクラ

ブ員の入部金や会費、サポーターからの協賛金など、自

主財源による運営を前提としているため、次年度以降も

地域クラブとしての活動は継続できるものと考えるが、総

監督をはじめとする指導者やクラブ員保護者等の負担

が大きいため、負担軽減に繋がる支援策について検討

が必要。

・楽器やクラブ員の移動についてはクラブ員保護者の協

力が必要不可欠であるため、雲仙ジュニアブラスへの参

加を見合わせた家庭もあることから、地域クラブとしての

活動、楽器やクラブ員の輸送・移動について、新しい活

動の在り方や輸送・移動手段の検討が必要。

・練習場所として市内中学校体育館等の公共施設利

用申請を行う場合、雲仙ジュニアブラスは一般の民間団

体と同様に利用料が発生しているため、部活動の地域

移行に関係する団体が公共施設を利用する場合には、

利用料の減免について検討が必要。

運営主体： 雲仙市教育委員会（学校教育課）

事業目標： 少子化に伴う部員数の減少等により、自校単独での文化部活動が困難な状

況になりつつあることから、学校単位での文化部活動に代わりうる継続的で質の

高い多様な文化芸術活動の機会を確保できるよう、学校や地域の文化芸術団

体等との連携により、文化部活動の地域移行に向けた体制構築や持続可能な

文化芸術活動の環境整備を行うためのモデル事業を実施する。

休日における文化部（吹奏楽部）活動の段階的な地域移行を推進するため、令和４年５月に発足した地

域クラブ『雲仙ジュニアブラス』をモデル事業実施団体に指定し、７０％を超える吹奏楽部の参加を目標に地域部

活動の実践研究に取り組んだ結果、市内７校中５校の吹奏楽部員が参加し、参加率（校数）の目標は達成

することができた。

しかしながら、地域クラブの会員となった吹奏楽部員は２９名だったため、吹奏楽部員の参加率としては、市内

７校の吹奏楽部員１２７名のうち約２３％の参加となった。

また、モデル事業の実施期間中、５０～６０日（回）程度の活動を見込んでいたが、実績としては合同練習

やイベント出演等を含む４１日（回）の地域クラブ活動を実施した。

再委託・指導助言

報告

長崎県教育委員会

学芸文化課
雲仙市教育委員会（学校教育課）

○実践研究による成果と課題の検証・評価

◎部活動の段階的な地域移行

◎持続可能な部活動と学校の働き方改革の実現

『長崎県文化部活動の地域移行検討会』

○文化部活動の段階的な地域移行に向けた

課題や対応策について意見交換

指導助言・経費負担報告

会への参加・事業報告等

情報発信・普及・促進

雲仙ジュニアブラス

拠点校（雲仙市立中学校７校）

○参加対象・・・雲仙市立中学校に在籍する生徒

○対象部活・・・吹奏楽部

○指導者・・・・・雲仙ジュニアブラス指導スタッフ（兼職兼業を

希望し承認された顧問を含む）

○活動場所・・・学校及び公共施設

活動場所

千々石中学校体育館 ほか

鍵、校舎管理の工夫・現状

雲仙ジュニアブラス役員が、学校体

育館利用の申請を行い、鍵及び施

設を管理した。

参加生徒の基本情報

・人数：国見中学校 ２人

  吾妻中学校 ６人

  愛野中学校 ３人

  小浜中学校 １７人

  南串中学校 １人

・活動日：毎週土、日     ４時間

指導者の基本情報

・学校教諭 ２名  1,600円/日

・外部指導者 ２名  1,600円/日

・社会人 １名  1,600円/日

（吹奏楽経験者）

指導者の募集方法

雲仙ジュニアブラス代表者等の個人

的ネットワークを活用

活動財源

・入部金     3,000円/回

・クラブ費 1,000円/月

・サポーター協賛金     500円/口

・その他（寄付、イベント出演料）

・文化庁事業委託費   27万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_29.pdf
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熊本県玉名郡南関町No.29

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_30.pdf

・地域部活動指導者による、休日の部活動指導（３時間／日）

・コンクールや、町イベント等での演奏に伴う引率

・町部活動検討委員会での協議（年4回）

・地域部活動指導者会議での教員および指導者、町事務局との協議（年５回）

・保護者アンケートおよび、町内企業アンケートの実施

・町広報紙や、PTA総会時の事業周知

主な活動種別

吹奏楽

組織図・スキーム図等

運営形態（ア）

地域移行
＜地域団体・人材活用型＞

地域部活動指導者の指導

実績については、年間96時間

であった。しかしながら、多くが顧

問教員と２名体制で指導をし

ている状況であり、教員の負担

感を軽減するまでには至ってい

ない。

アンケートは、保護者向け、

町内企業向けに実施した。結

果については、別添のとおりだが、

費用負担の在り方の課題、指

導者確保の課題が表面化した。

〇指導の工夫

平日に指導する顧問教員と、休日に指導する

地域指導者が一貫した指導を行うために、定期

的（年６回程度）な指導者会議を行い、連携

を図った。

また、社会を明るくする運動推進大会の演奏

時に、地域指導者が指揮者をするなど、町イベン

トなどでも、連携を図った。

〇運営の工夫

部活動の地域移行では事業の周知が大事で

ある。教育委員会では、学校と保護者とのつなぎ

役として、PTA総会やPTA役員会に同席し、部活

動の地域移行及び指導者についての説明等を実

施した。また、町部活動検討委員会（年４回）

や地域部活動指導者会議（年５回）でも、協

議を重ねた。後述の令和５年度からの方針・計

画についても中学校と打合せをし、保護者や外部

指導者へ周知し、スムーズな地域移行に向けて働

きかけた。

①指導者確保の課題（部活動の時間帯）

文化部活動については顕著であり、専門性を有する指導者の

確保が課題である。このことから今回、企業向けアンケートやヒア

リングを通して、指導者確保に向けて取り組んだ。その中で、部

活動の時間帯について大きな課題となった。夕方からの部活動

だと、どうしても勤務時間と重なり、指導者確保が困難になる。

しかしながら、夜から始まる部活動になると、部活動加入率が低

くなる。そのメリット・デメリットを勘案し、教員と生徒、指導者が

満足の行くような部活動とすることが課題である。

②金銭面の課題

本町の現状では、献身的で熱意のある外部指導者に恵まれて

いる。しかし、多くがボランティアに近い状況で指導をされており、

持続可能性について考慮すると、現在の指導者が世代交代す

る際は、確保が困難になる。また、指導者への謝金が必要であ

るが、町財政と保護者負担の線引きをどうするかが、課題となる。

③方針・方向性

令和８年度から部活動を完全に地域移行することを目標に、

生徒、保護者や外部指導者、教職員へ説明をしていく。そのた

めに、令和５年度は、モデル部としてバドミントン部を設定し、完

全に総合型地域スポーツクラブへの移行を目指す。なお、他の部

についても、休日は教員が指導を原則行わないよう徹底をする。

運営主体： 南関町教育委員会

事業目標： 指導の高度化や専門家への対応、生徒の多様なニーズに応じた指導及

び教員の負担軽減等がなされたかの把握を行い実現し、効果的な指導

体制システムを新たに構築すること

指導、運営上の工夫本事業による成果

活動場所

南関中学校音楽室

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

顧問による管理

参加生徒の基本情報

人数： 南関中学校  １７７人

活動日：毎週土曜日  ３時間

指導者の基本情報

退職教員 1名 1,600円/時間

指導者の募集方法

退職教員からの紹介

活動財源

会費：休日の地域部活動に対する

会費は０円

その他：学校部活動部費1名あたり

16,000円/年間

文化庁事業委託費： 23.4万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_30.pdf
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大分県大分市No.30

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_31.pdf

主な活動種別

吹奏楽

運営形態（ウ）

地域移行
＜地域文化芸術団体等運営型＞

・これまで休日の部活動について、顧問は毎週

勤務していたが、地域部活動を実施することで

月１回程度にまで勤務回数を減らすことがで

きた。1月に実施したアンケート調査では、顧問

は「負担が減った」という回答をしており、顧問

の負担軽減を図ることができた。

・「文化部活動検討委員会」を年２回行い、

関係者間で協議することで、課題の洗い出し

や解決策、部活動の在り方等を共有すること

ができた。また、１月に生徒・保護者・教職

員・実施主体にアンケート調査することによって、

地域移行の取組における効果検証を行うこと

ができた。

・以前から外部指導者を活用して部活動を実

施している学校を研究校としており、外部指

導者も既に生徒と馴染んでいたこともあり、１

月に実施した生徒へのアンケート調査結果で

は、地域移行して活動したことについては「よ

かった（52％）」「変わらない（26％）」と

なっており、否定的に捉えている生徒は少な

かった。

・生徒及び保護者に楽器の運搬や移動によ

る負担が生じないよう、活動場所については、

学校施設を基本とした。外部指導者のみで

指導に入る際は、警備員を常駐し、校舎の鍵

の開閉や警報システムの解除を行ってもらった。

また、「危機管理マニュアル」を作成し、実施

主体や学校間で事故や事件等発生時の対

応について情報共有した。

◆見えてきた課題

・地域によっては、指導者や受け皿団体を確

保することが難しい。

・活動場所として学校の音楽室等を使用する

場合の校舎管理の方法を検討する必要があ

る。今年度は、警備員の常駐によって校舎の

鍵の管理を行ったが、警備代が高く、練習時

間も制限されてしまうといった課題があるため、

他の方法を検討することが必要である。

・地域部活動にかかる経費について受益者負

担となると、保護者の経済的負担が大きい。

◆今後に向けた方針・方向性

・令和４年度の地域移行の取組を継続して

いき、新たな受け皿団体・指導者を確保し、

他市町村に先行事例として情報共有を図っ

ていく。

運営主体： 大分県吹奏楽連盟

事業目標： ・地域の指導者を派遣し持続可能な指導体制を構築するとともに教職

  員の負担軽減を目指す。

・休日の部活動（吹奏楽部）において文化芸術団体を実施主体とした

  地域部活動を実施。

・年２回検討委員会の実施、アンケート調査の実施 活動場所

稙田西中学校 音楽室

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

警備会社への業者委託

※外部指導者に施設管理（校舎

の解錠・施錠、警報システムの解

除）を委ねることができないため

参加生徒の基本情報

人数： 稙田西中学校 23人

活動日：休日 3時間

指導者の基本情報

外部指導者 8名(うち教員1名)

 ・主指導者    5,000円/時間

 ・パート指導者 2,500円/時間

指導者の募集方法

以前から外部指導者ついて携わって

いた方へ依頼

委託費

大分県吹奏楽連盟

大分市立稙田西中学校

吹奏楽部

大分市教育委員会

指導者

指導者派遣連携

県教育委員会

謝金の支払い

【実施主体】

・以前から外部指導者を活用して部活動を実施していた大分市立稙田西中学校の吹奏

  楽部を、地域部活動推進事業の実 践研究に位置づけて取り組んだ。

・休日の部活動を地域移行し、月３回程度は外部指導者のみで指導し、月１回程度は

  兼職兼業者として顧問(教員)を入って指導を行った。

・実践研究の検証を行うため、生徒、保護者、教職員、実施主体にアンケートを行うととも

  に、検討委員会を年２回開催し、課題の洗い出しや解決策に向けた協議を行った。

活動財源

会費・活動費  33,000円/年

文化庁事業委託費    70万円

※委託費の不足分を会費から支出

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_31.pdf
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宮崎県延岡市No.31

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫 見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_32.pdf

主な活動種別

吹奏楽

運営形態（ア）

地域移行
＜地域団体・人材活用型＞

運営主体： 延岡市教育委員会

事業目標： 本市中学校の吹奏楽部において、地域人材を活用し、休日の部活動の

段階的な地域移行に関する実践研究を行うことで、生徒にとって望ましい

部活動と学校の働き方改革の実現を図る。

活動場所

延岡市立旭中学校音楽室

鍵、校舎管理の工夫・現状

学校職員による管理

参加生徒の基本報

人数： 旭中学校 29人

活動日：平日 1.5時間程度/日

休日 ３時間程度/日

指導者の基本情報

地域の吹奏楽経験者   1名

  1,600円/時間

指導者の募集方法

校長の推薦

指導 活動場所の提供

指導者
中学生

旭中学校

旭中学校

吹奏楽部￥　謝礼 研修

事務局：延岡市教育委員会 連携・協力 旭中学校教員

（顧問として参画）

連携
校長

地域に在住する吹奏楽指導経験者を１名確保し、放課後及び休日の部

活動指導を実施した。

地域人材が外部指導者として、専門的知識の必要な楽器ごとのレッスンや

合奏指導を担い、各種コンクールへの出場や行事への参加により、吹奏楽を通

じた生徒の情操教育並びに地域貢献に寄与している。

地域に住む指導経験豊富な

外部指導者が部活動指導を行

うことで、生徒に自信がつき、向

上心を高めることができた。また、

保護者も子どもたちの技能や意

欲の向上を感じており、外部指導

者の部活動指導について肯定的

に捉えている。吹奏楽部の顧問

は、外部指導者に部活動運営の

一部を任せることができ、顧問の

負担を大きく軽減することができ

た。外部指導者は、生徒と良好

な関係を築くことができ、指導者

自身も楽しみながら部活動指導

ができている。技能面の向上だけ

でなく、部活動の教育的意義も

考慮した指導をしている。

顧問と外部指導者が練習方法

や活動内容などについてコミュニ

ケーションをとりながら、部活動運

営をするようにしている。

学校における活動状況や地域

移行に向けた取組の成果と課題

について、学校と延岡市教育委員

会、宮崎県教育委員会を含めて

協議する時間を設定した。

県の示すガイドラインに沿って、

活動時間を設定し、鍵の管理は

学校職員で対応する。

学校備品として楽器を購入した

り、部費から経費を捻出したりして

定期的に楽器を購入している。

個人持ちのもの以外は、学校

内で楽器を管理している。

吹奏楽では様々な楽器の指

導が必要になるため、一人で全

体の指導をすることに不安を抱

える方もおり、学校や関係団体、

地域等と連携を図りながら、複

数体制での指導も検討し人材

確保していく必要がある。また、

指導者への謝金や活動中の保

険等を含めた部の運営に係る

会費負担について検討が必要

である。

今後、学識経験者や各種団

体代表、学校長、保護者の代

表等で構成する部活動の地域

移行に関する協議会を立ち上

げ、文化部（吹奏楽部）の専

門部会を設置を検討する。

活動財源

文化庁事業委託費 32.6万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_32.pdf
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鹿児島県与論町No.32

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_33.pdf

与論町では，令和２年度末に，中学

校，町教育委員会，地域のスポーツ・文

化芸術団体等によって組織された「与論町

地域部活動推進協議会」により，与論中

学校の運動・文化部活動の地域移行を推

進している。

吹奏楽部については，顧問教諭の部活

動指導に係る負担軽減を図るとともに，顧

問教諭の人事異動による転出等があった場

合にも部の活動に支障が生じないよう，令

和３年度に，それまで外部指導者として部

活動に参加していた地域住民１人を町教

育委員会

主な活動種別

吹奏楽

運営形態（イ）

地域移行
＜任意団体設立型＞

○ 顧問教諭が吹奏楽部の指導に従

事する時間は地域移行開始前より１

～２割削減されており，顧問教諭の

負担軽減が図られている。

○ 町民の間で，吹奏楽部を地域で

支えようという意識が高まり，地域指

導者の人数も増えた。

○ 令和３年度以降定期的に実施し

ているアンケートでは，全ての生徒が

「地域移行をしたことで困ったことはな

い」と回答している。

○ 地域部活動推進協議会から，休日

の部活動の地域移行を周知する文書を

当該部活動の家庭に配布することにより，

理解を求めた。

○ 学校部活動と地域部活動を円滑に

接続するため，平日と休日の両方を指

導できる人材を任用した。

○ 顧問教諭と地域指導者が今後の指

導の在り方等について協議する機会を

設け，信頼関係の構築と指導方針の

共通理解を進めた。

○ 顧問教諭と地域指導者が指導方

針等を共通理解するための場が年度

内に複数回必要である。

○ 町民に対し，吹奏楽部の地域移

行のねらいや現状について改めて周知

し，地域からの支援体制を強固なもの

にする。

○ 学校部活動との円滑な接続を維

持しつつも，地域部活動だからこそで

きる取組について検討し，地域部活

動の魅力をより明確にする。

運営主体： 与論町地域部活動推進協議会

事業目標： 与論町立与論中学校の教員，生徒，保護者，地域の理解を得なが

ら，平日の学校部活動と休日の地域部活動とを合理的に分けることで，

部活動に係る教員の負担軽減を図る。また，地域の文化芸術団体や

音楽経験者による専門的な指導等を通して，持続可能で質の高い文

化芸術環境を構築する。

が地域指導者として任用した。また，令和

４年度には，地域移行をさらに推進するた

めに，地域指導者として地域の音楽経験

者５人を追加で任用した。

６人は，平日は部活動指導員，休日

は地域指導者として，地域における継続的

な指導の実施に向け活動しており，令和５

年２月末時点における地域指導者の指導

実績は，平日51.25時間，休日27.5時間

であった。  

本事業を運用するに当たっては，顧問教

諭と地域指導者との良好な関係

が保たれるとともに，顧問教諭の指導

活動場所

・与論中学校吹奏楽部教室

鍵、校舎管理の工夫・現状

・地域指導者への鍵の貸し出し

参加生徒の基本情報

・人数： 与論中学校 17人

・活動日：平日(水曜除く) ２時間

 休日(主に土曜) ３時間

指導者の基本情報

・ヨロンSC音楽教室指導者 １人

・兼職許可を受けた教諭 ２人

・地域の音楽経験者 ５人

1,200円/時間

指導者の募集方法

以前から部活動を指導していた外部

指導者へ依頼

年度途中にSNS等によりサポーターを

募集

方針を地域指導者が十分理解することが

重要である。そのため，与論町地域部活動

推進協議会では，顧問教諭と地域指導

者の両者への聞き取り等を繰り返し行ったり，

両者が今後の指導の在り方を共通理解す

るための機会を設けたりしている。

与論町部活動改革URL : https://www.yoron.jp/kyouiku/kiji/pub/detail.aspx?c_id=72&id=1045&pg=1

活動財源

・部費  2,000円/月

・保護者負担金   約５万円/年

・文化庁事業委託費  52万円/年

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_33.pdf
https://www.yoron.jp/kyouiku/kiji/pub/detail.aspx?c_id=72&id=1045&pg=1
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沖縄県南城市No.33

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_34.pdf

主な活動種別

吹奏楽

運営形態（ウ）

地域移行
＜地域文化芸術団体等運営型＞

・生徒の技術が向上したことにより地

域のイベントや公演の依頼演奏が増

えた。

・部活顧問にとっては指導者が入る

ことによって負担軽減となり、自分の

使える時間が増えた。

・実技指導を受け技術の向上により

合奏する楽しみ、喜びが増えた。

・部活動にて取り組んでいる合奏曲

も指導することで達成感や充実感を

味わうことができた。

・小規模のため、楽器のメンテナンス

やリードの選び方など基本的なことか

ら指導を行った。

・経験数による実技レベルに差があっ

た場合は個々に対応した。

・部活動にて取り組んでいる合奏曲

も指導を行った。

・予算確保と運営責任者となる人

材確保,練習場所の確保

・大型楽器の保管、借用

・学校との連携、保護者への対応は

地域指導者が行うのか。（教員から

の懸念事項）

・定期的に使用できる練習場所は学

校が望ましい。

・教育委員会への周知不足が感じら

れたため地域移行に関する周知を徹

底する必要がある。

活動場所

佐敷中学校音楽室

鍵、校舎管理の工夫・現状

（活動場所が学校の場合）

顧問・副顧問による当番制

参加生徒の基本情報

・人数： 佐敷中学校 27人

・活動日：土日祝日 ２時間

指導者の基本情報

琉球交響楽団員他

 9名5100円/時間

指導者の募集方法

運営団体より県内で指導実績のあ

る講師を派遣

運営主体： 特定非営利活動法人琉球交響楽団

事業目標： 〇生徒の技術向上

・各パートごとに月１回は指導を行う

・次回までの課題を与え向上意欲を促す

〇演奏する充実感や自己肯定感の向上

・技術が向上することでさらに上の目標を目指す→コンクール参加者３名

・成果発表会を開催→２回

〇指導教諭の負担を減らす

・各パートごとに指導を行い技術の向上を図った（８パート40回）

・技術指導のみならず、楽器のメンテナンス、取り扱いなど基本的な指導も行った。

・沖縄県アンサンブルコンテストに向けてアンサンブル指導も取り組んだ。

・大型楽器など移動が困難な楽器もあるため、学校の音楽室などを使用して指導を行った。

・吹奏楽部の生徒が小人数のため、楽器のメンテナンスやリードの選び方など、時間をかけて基本的なことから指導した。

活動財源

文化庁事業委託費 535,535円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_34.pdf
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No. 都道府県名 資料名 URL

1 栃木県

とちぎ部活動移行プラン

https://www.bunka.go.jp/seisa
ku/geijutsubunka/sobunsai/pd
f/93928501_01.pdf

教員の部活動に関する意向調査
結果

https://www.bunka.go.jp/seisa
ku/geijutsubunka/sobunsai/pd
f/93928501_02.pdf

「休日の学校部活動の地域連携

・地域クラブへの移行」普及・
啓発資料

https://www.bunka.go.jp/seisa
ku/geijutsubunka/sobunsai/pd
f/93928501_23.pdf

2 埼玉県 白岡市における部活動の地域移
行の取組について

https://www.bunka.go.jp/seisa
ku/geijutsubunka/sobunsai/pd
f/93928501_03.pdf

令和５年度白岡市地域クラブ活
動推進事業（保護者説明会）

https://www.bunka.go.jp/seisa
ku/geijutsubunka/sobunsai/pd
f/93928501_04.pdf

3 東京都 部活動改革リーフレット
（保護者用）

https://www.kyoiku.metro.tokyo
.lg.jp/school/content/physical_t
raining_and_club_activity/files/c
lub_activity/leaflet_hogosha.pdf

部活動改革リーフレット
（地域関係者用）

https://www.kyoiku.metro.tokyo
.lg.jp/school/content/physical_t
raining_and_club_activity/files/c
lub_activity/leaflet_chiiki.pdf

4 富山県 富山県HP
地域部活動推進事業（実践研究
事例）

https://www.pref.toyama.jp/30
05/taiiku/tiikibukatsudou.html

富山県HP
富山県部活動応援企業登録制度

https://www.pref.toyama.jp/30
05/taiiku/ouen_kigyou.html

5 福井県 大野市 保護者向け文書
「令和5年度以降の中学校の部活
動について」

https://www.bunka.go.jp/seisa
ku/geijutsubunka/sobunsai/pd
f/93928501_07.pdf

鯖江市 PTA総会用チラシ
「休日の部活動が地域クラブに
なるってホント？」

https://www.city.sabae.fukui.jp/
kosodate_kyoiku/gakko_kyoiku
/bukatsudo_ikou.files/06_club_
chirashi.pdf

6 静岡県 Bu通信
「これからの袋井市の部活動」
部活動地域移行推進協議会を開
催！

https://www.bunka.go.jp/seisa
ku/geijutsubunka/sobunsai/pd
f/93928501_09.pdf

参考資料（自治体からの提供資料等）

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_01.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_01.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_01.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_02.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_02.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_02.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_23.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_23.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_23.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_03.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_03.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_03.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_04.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_04.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_04.pdf
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/physical_training_and_club_activity/files/club_activity/leaflet_hogosha.pdf
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/physical_training_and_club_activity/files/club_activity/leaflet_hogosha.pdf
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/physical_training_and_club_activity/files/club_activity/leaflet_hogosha.pdf
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/physical_training_and_club_activity/files/club_activity/leaflet_hogosha.pdf
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/physical_training_and_club_activity/files/club_activity/leaflet_chiiki.pdf
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/physical_training_and_club_activity/files/club_activity/leaflet_chiiki.pdf
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/physical_training_and_club_activity/files/club_activity/leaflet_chiiki.pdf
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/physical_training_and_club_activity/files/club_activity/leaflet_chiiki.pdf
https://www.pref.toyama.jp/3005/taiiku/tiikibukatsudou.html
https://www.pref.toyama.jp/3005/taiiku/tiikibukatsudou.html
https://www.pref.toyama.jp/3005/taiiku/ouen_kigyou.html
https://www.pref.toyama.jp/3005/taiiku/ouen_kigyou.html
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_07.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_07.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_07.pdf
https://www.city.sabae.fukui.jp/kosodate_kyoiku/gakko_kyoiku/bukatsudo_ikou.files/06_club_chirashi.pdf
https://www.city.sabae.fukui.jp/kosodate_kyoiku/gakko_kyoiku/bukatsudo_ikou.files/06_club_chirashi.pdf
https://www.city.sabae.fukui.jp/kosodate_kyoiku/gakko_kyoiku/bukatsudo_ikou.files/06_club_chirashi.pdf
https://www.city.sabae.fukui.jp/kosodate_kyoiku/gakko_kyoiku/bukatsudo_ikou.files/06_club_chirashi.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_09.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_09.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_09.pdf
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No. 都道府県名 資料名 URL

7 愛知県 部活動地域移行リーフレット
「公立中学校の部活動の地域移
行や地域連携を進めます」

https://www.bunka.go.jp/seisa
ku/geijutsubunka/sobunsai/p
df/93928501_10.pdf

8 兵庫県 リーフレット
「持続可能な文化部活動の実施
に向けて」

https://www2.hyogo-
c.ed.jp/hpe/uploads/sites/8/2
023/03/bunnka_lfall.pdf

9 奈良県 令和４年度部活動指導者研修会
資料
Ⅰ．熱中症予防編
Ⅱ．ハラスメント防止編

https://www.bunka.go.jp/seisa
ku/geijutsubunka/sobunsai/p
df/93928501_13.pdf

PTA広報誌（抜粋）
「学校部活動の地域連携と地域
クラブ活動への移行について」

https://www.bunka.go.jp/seisa
ku/geijutsubunka/sobunsai/p
df/93928501_14.pdf

10 香川県 令和５年度香川県公立中学校文
化部活動調査結果（部活動別参
加部員・指導者専門性等）

https://www.bunka.go.jp/seisa
ku/geijutsubunka/sobunsai/p
df/93928501_16.pdf

11 大分県 大分県の学校部活動及び新たな
地域クラブ活動の在り方等に関
する方針【概要】

https://www.bunka.go.jp/seisa
ku/geijutsubunka/sobunsai/p
df/93928501_17.pdf

大分県の学校部活動及び新たな
地域クラブ活動の在り方等に関
する方針【本資料】

https://www.bunka.go.jp/seisa
ku/geijutsubunka/sobunsai/p
df/93928501_18.pdf

文化部活動の地域移行モデル事
業（鍵の管理等）について

https://www.bunka.go.jp/seisa
ku/geijutsubunka/sobunsai/p
df/93928501_19.pdf

12 鹿児島県 与論町地域部活動通信
～部活動を地域とともに～

https://www.bunka.go.jp/seisa
ku/geijutsubunka/sobunsai/p
df/93928501_20.pdf

与論町部活動適正化検討委員会
設置要綱

https://www.bunka.go.jp/seisa
ku/geijutsubunka/sobunsai/p
df/93928501_21.pdf

与論町立中学校部活動指導員設
置規則

https://www.bunka.go.jp/seisa
ku/geijutsubunka/sobunsai/p
df/93928501_22.pdf

文化庁HP：参考資料（モデル事業を実施した自治体からの提供資料）

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/93928501.html

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_10.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_10.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_10.pdf
https://www2.hyogo-c.ed.jp/hpe/uploads/sites/8/2023/03/bunnka_lfall.pdf
https://www2.hyogo-c.ed.jp/hpe/uploads/sites/8/2023/03/bunnka_lfall.pdf
https://www2.hyogo-c.ed.jp/hpe/uploads/sites/8/2023/03/bunnka_lfall.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_13.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_13.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_13.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_14.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_14.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_14.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_16.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_16.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_16.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_17.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_17.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_17.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_18.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_18.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_18.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_19.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_19.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_19.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_20.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_20.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_20.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_21.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_21.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_21.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_22.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_22.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93928501_22.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/93928501.html
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栃木県教育員会 教員の部活動に関する意向調査結果

No.３ 栃木県１

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_04.pdf

栃木県教育員会 「休日の学校部活動の地域連携・地域クラブ活動への移行」普及・啓発資料

（とちぎ部活動移行

プラン）

（教員の部活動に関

する意向調査結果）

（普及・啓発資料）

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_04.pdf
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栃木県教育員会 とちぎ部活動移行プラン～公立中学校の部活動を地域クラブ活動へ～

No.３ 栃木県１

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_04.pdf

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_04.pdf
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白岡市教育委員会 R4年度白岡市における部活動の地域移行の取組について（啓発・普及資料）

No.５ 埼玉県２

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_06.pdf

（普及・啓発資料） （参考）

令和５年度 白岡市

地域クラブ活動推進事

業（保護者説明会）

資料

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_06.pdf
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No.7 東京都３

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_08.pdf

東京都教育委員会 未来へ つなぐ 部活動改革 リーフレット

〇東京都HP : 

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/physical_training_and_club_activity/club_activity.html

（保護者用）

（地域関係者用）

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_08.pdf
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/physical_training_and_club_activity/club_activity.html
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No.10、11 富山県４

保健体育課 「地域部活動推進事業について」

（部活動応援企業登録制度）（地域部活動推進事業
実践研究事例）

小矢部市: https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_11.pdf

朝  日  町 : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_12.pdf

〇富山県教育委員会HP ： https://www.pref.toyama.jp/3005/taiiku/tiikibukatsudou.html

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_11.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_12.pdf
https://www.pref.toyama.jp/3005/taiiku/tiikibukatsudou.html
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No.13 福井県５

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_14.pdf

大野市保護者向け文書 令和5年度以降の中学校の部活動について

鯖江市 PTA総会用チラシ

鯖江市HP

（保護者向け文書）

（チラシ）

鯖江市HP ：

https://www.city.sabae.fukui.jp/kosodate_kyoiku/gakko_

kyoiku/bukatsudo_ikou.html

（鯖江市HP）

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_14.pdf
https://www.city.sabae.fukui.jp/kosodate_kyoiku/gakko_kyoiku/bukatsudo_ikou.html
https://www.city.sabae.fukui.jp/kosodate_kyoiku/gakko_kyoiku/bukatsudo_ikou.html
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No.16 静岡県６

掛川市 : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_17.pdf

浜松市 : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_18.pdf

袋井市教育委員会 BU通信 「これからの袋井市の部活動」

袋井市教育委員会HP 部活動の地域連携・移行について

URL : https://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/soshiki/26/4/11687.html

（BU通信）

（袋井市HP）

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_17.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_18.pdf
https://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/soshiki/26/4/11687.html
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No.18 愛知県７

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_19.pdf

愛知県教育委員会 「部活動の地域移行・地域連携周知リーフレット」

愛知県HP ： 

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/aichi-

manabi/chiikiiko-bunkabukatsudo.html

（リーフレット）

（愛知県HP）

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_19.pdf
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/aichi-manabi/chiikiiko-bunkabukatsudo.html
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/aichi-manabi/chiikiiko-bunkabukatsudo.html
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No.20 兵庫県８

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_21.pdf

兵庫県HP：https://www2.hyogo-c.ed.jp/hpe/uploads/sites/8/2023/03/bunnka_lfall.pdf

兵庫県教育委員会 「持続可能な文化部活動の実施に向けて」 リーフレット

（リーフレット） （令和3年度事業

中間報告）

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_21.pdf
https://www2.hyogo-c.ed.jp/hpe/uploads/sites/8/2023/03/bunnka_lfall.pdf
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No.21 奈良県９

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_22.pdf

奈良県教育委員会 「令和4年度 部活動指導者研修会資料」

奈良県PTA広報誌 かがやき奈良No.135 （抜粋）
「学校部活動の地域連携と地域いクラブ活動への移行について」

（研修会資料）

（PTA広報誌）

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_22.pdf
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No.26 香川県さぬき市１０

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_27.pdf

令和５年度 香川県公立中学校部運動部活動・文化部活動 調査結果

（調査結果）

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_27.pdf
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No.30 大分県１１

「大分県の学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針（概要）

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_31.pdf

文化部活動の地域移行モデル事業（鍵の管理等）について

（概要） （本資料）

（鍵の管理等について）

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_31.pdf
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No.33 鹿児島県１２

与論町部活動適正化検討委員会設置要綱

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_33.pdf

鹿児島県与論町
「地域部活動通信」

与論町立中学校部活動指導員設置規則

（部活動適正化検討委員会

設置要綱）

（中学校部活動指導員設置規則）

（地域部活動通信）

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_33.pdf


62

地域文化倶楽部（仮）創設支援事業



63

活動場所

・ とうべつ学園美術室

参加生徒の基本情報

・人数： とうべつ学園 ４２人

・活動日：10-2月に22回

指導者の基本情報

・町内及び近隣在住のアーティスト

4組 5,100円/時間

指導者の募集方法

商店街活性化の一環で空き店舗を

アトリエに転換（アーティストインレジ

デンス事業）。移住し、活動し始め

たアーティストやそのネットワークを活か

して依頼。

活動財源

保護者負担 なし

文化庁事業委託費     154万円

当別まちづくり株式会社（北海道石狩郡当別町）No.1

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

より多くの生徒が参加できるようにとの学校の配慮により、美術部が通常活動で使用しているとうべつ学

園美術室を活動場所とすることとなった。

美術部は水曜日を除く毎平日に活動しており、常時15名前後が活動に参加している。本事業では、4

組のアーティストが計22回訪問し、部活動の支援を行った。また、町内3か所で作品展示を実施したほか、3

月11日に実施される第1回とうべつ学園卒業式において、学校内に作品展示を行うほか、来年度の入学

式においても本事業で生徒たちが制作した作品が展示された。

主な活動種別

美術

活動形態

アーティスト派遣

・参加した生徒は8年生（中学2年）が

42.5％、7年生（中学1年）が42.5％で、

5年生6年生も参加がみられた。これは、とう

べつ学園では5年生以上が部活動にさんか

できるためである。また9年生（中学3年）

はすでに引退済みである。

・4段階評価で感想を求めたところ、87.4％

が4点をつけており、生徒の評価はきわめて

高い。

・とうべつ学園では、美術専科教員がおらず、

美術部は地理教諭が指導している。このた

め、アーティストによる支援を歓迎し、極めて

高い評価をいただいた。

・学校管理職からも評価が高く、特に教頭

とは常時情報交換を行い、顧問教諭に負

担をかけない運営を行うことができた。

・アーティストとともに常にまちづくり会社のサポー

トスタッフが入り、運営サポートを行った。顧問

教諭等との連絡調整もまちづくり会社が行った。

・これによりアーティストが生徒対応に集中するこ

とができた。学校での指導経験がないアーティス

トでも、周辺業務をサポートすることで、スムーズ

な運営が行えた。

・当初不安感を訴えていたアーティストについて

は、まちづくり会社スタッフと2名体制（対談形

式）でオリエンテーションを行うことで、スムーズな

導入を行うことができた。

・美術部では、生徒が常時自主的に制作活

動を行っている。本事業によって生徒の自主的

な制作時間が奪われた側面があることから、来

年度の課題として、顧問教諭・教頭とも共有し

ている。

・令和5年度についてはまちづくり会社の独自事業と

して、年間4組のアーティスト派遣を継続して実施す

る。

・当別町議会3月定例会代表質問において、教育

長から部活動の地域移行については、町内アーティ

ストの協力も得ながら、できるところから進めていきた

いとの答弁もあったことから、引き続き、とうべつ学園、

まちづくり会社と教育員会で連携を密にしながら、

体制構築を目指す。

・教員の負担軽減につなげるためには、アーティストと

学校の連絡調整をスムーズに行うことが緊要であり、

コーディネーターが必須である。

・学校との日程調整にあたっては、学校側に希望日

を確認するのではなく、事前に入手した学校暦をも

とに事務局で候補日を作成し、その可否を尋ねる

形式が望ましい。教員の負担が少ないため。

運営主体： 当別まちづくり株式会社

事業目標： 本事業は、当別町の商店街を拠点にアートによる地域活性化活動に取

り組んでいる当別まちづくり株式会社が中心となり、児童生徒に身近な

商店街を活用し学校の部活動に代わり得る継続的で質の高い多様な

文化芸術活動の機会を確保するため、モデル事業として実施検証及び

普及を目的として実施した。

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_02.pdf

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_02.pdf
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秋田市日本伝統音楽筝曲クラブチーム おウチで琴倶楽部
（秋田県秋田市）

No.2

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_03.pdf

児童・生徒が、生涯を通じて日本伝統音楽文化芸術「和楽器」に親しむことができるよう、支援する環境や受け皿として一般

社団法人 全国邦楽器組合連合会が、持続可能な和楽器の文化芸術活動の課題を解決するために「地域和楽器文化倶

楽部」を創設しました。その一つが秋田市日本伝統音楽「箏曲（そうきょく）クラブチーム」です。秋田市日本伝統音楽「箏曲ク

ラブチーム」は和楽器の「箏」を主に児童・生徒を対象として創設した倶楽部です。和楽器の魅力に触れながら『自己表現・協

調性・達成感』を学び、 生徒さんの健全な育成の一助となることを目的とし、 この事業を通して日本伝統音楽及び「和楽器」

への興味・理解を深めてもらう機会になることを目指しております。

レッスン方式は対面とオンラインレッスンを併用したハイブリッド型レッスンを実施。

秋田県初の和楽器を活用した校外型クラブチームです。

主な活動種別

日本音楽（琴）

活動形態

対面・リモートレッスン

オンラインでの指導方法、時間の活用、

和楽器演奏などについて、スマホやPCな

ど普段から使用しているのでオンラインで

の指導に対して楽しみながら、集中できる

との意見がありました。コロナ対策としてオ

ンライン指導ですが、収束後は対面指導

と友達と一緒に練習する機会ができれば

との意見が寄せられた。市内の能舞台を

利用した成果発表会はご父兄・ご親戚

が集まり賑わいを見せた。今期受講の生

徒さんからも次年度、有料化になっても

継続を希望する声が多くよせられ、次年

度も内容を充実させ本事業を継続する。

成果発表会を本事業のHP 

https://uvision.jp/kotoclub/に動画を

４月末に公開予定。

ICT活用の実証事業として、外部箏指導

講師の指導のハイブリッド型レッスンを取

り入れたことにより生徒・児童が学校に滞

在する時間の短縮に貢献できている。

レッスンの主であるリモートレッスンは自宅

での受講スタイルの為、生徒の下校から

帰宅の時間も早める効果もある。またク

ラブ活動の従事する時間は現場での片

付け、見送り・点検等の時間が無く全員

がzoomアプリより退室するのみ。和楽器

講師も自分の楽器のみを撤収するのみと

なり、日報を記帳し終了。生徒自身は

自宅にいるので送り迎えなどなく安心と

安全であると同時に有効に時間も活用

できる。リモート活用により広いエリアをカ

バーできた。

エリアを秋田市内中学校から秋田県小・

中学校に拡大した。世代の拡大として小

学校4年生～の生徒児童へ募集拡大し、

「和楽器」の魅力を今後も発信する。

小・中学生に周知できる自治体との仕

組みづくりやICTを活用しハイブリッド型

レッスンを継続。蓄積したリモートの経験

値を生かし全県の小学生(４・５・６年

生)と中学生(１・２年生)を継続募集し

ます。在宅で受講できるリモートレッスンの

強みを生かし、生徒や保護者の方にも安

心できるクラブ活動を更に大きく展開し、

今後は生徒同士のオンライン練習の機

会も増やす。

活動場所

・ 梅屋和楽器スタジオ

参加生徒の基本情報

・人数：中学生２人・小学生11名

・活動日：毎週月・木

指導者の基本情報

弊社和楽器インストラクター

１名    2,286円/時間

活動財源

会費      ０円/月

文化庁事業委託費 144万円

団体負担金

運営主体： 一般社団法人 全国邦楽器組合連合会（有限会社 梅屋）

事業目標： 日本伝統音楽文化芸術「和楽器」の文化芸術活動を起点とし邦楽器

に触れ、生徒自身の成長と生涯の糧となる機会を創発することと教職員

の働き方改革の推進の一助を目標とする

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_03.pdf
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活動財源

・文化庁事業委託費    150万円

・委託金                    30万円

西会津アーティスト・イン・スクール実行委員会
（福島県西会津町）

No.3

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

西会津町では近年、町の文化施設である西会津国際芸術村をはじ

めとし、芸術によるまちづくりが推進されている。クリエイターの移住や

関係人口の増加により、クリエイティブ人材と町の未来を担う子供た

ちのマッチングを行い、多様な価値観を育む取り組みとして、教育と

芸術をかけ合わせた、「西会津アーティスト・イン・スクール」の活動を

2020年から始動した。

西会津町に招聘したアーティストを講師として、西会津町内の文化や

くらしをについてに調査滞在しながら校内にて制作や展示を行う活動

である。

西会津町に招聘したアーティストを講師として、西会津町内の文化

やくらしをについてに調査滞在しながら校内にて制作や展示を行う

活動である。本年度は１名のアーティストを招致し西会津町の文化

調査をもとに制作・展示企画を行った。「交流」と「成長」をテーマに、

地域の伝統工芸品であった「会津だるま」をモチーフとした巨大な張

り子のモニュメントを制作し、校内で展示を行う。生徒とともに完成

を目指し、町のくらしや文化についてともに理解を深める機会を創

出する。

主な活動種別

芸術

活動形態

アーティスト派遣

・本活動に積極的に興味を示す生徒、芸術

活動に関心の高い生徒との交流が主になり、

来年度はより多くの生徒との交流する工夫を

検討する。

・中学校や教育委員会との打ち合わせを重ね、

連携体制を整えることができた。

・アート作品を鑑賞するのは、実際に展覧会な

どをしている会場に足を運ばなくてはいけない。

そのために先生方の引率が必要である。しかし、

学校内に作品が展示されているというだけで、

生徒たちが自由に芸術表現に触れ、鑑賞す

る機会を得られる。この点は、実践されてきて

はいないが、小さな町における重要な要素では

ないだろうか。

・活動の初期段階では、生徒との関わりの際、

先生方に誘導いただくなど、外部団体・人材

への抵抗感を和らげる必要があった。また、「こ

うした方がいい」と言いた押し付ける言い回しで

はなく、なるべく生徒等が何に興味があり、ど

のようなことがしたいか、耳を傾けるようコミュニ

ケーション面を工夫した。

・定期的な通信を作成し、活動を伝えており、

関心を集める工夫を行っている。

・本年度からはICT教育が推進されている学校

という特色もあり、各生徒が所持しているタブ

レット端末で気軽に活動の様子やテーマについ

ての理解を深める機会を設けるため、動画制

作と配信を行った。

・活動経費が委託・助成金頼りになってしまっ

ているため、町から安定した予算を受けること

が難しい。

・本団体は少人数での運営になるため、招致

している講師のサポートや関係各所へのやり取

り、事務面などの負担が大きい。人員確保や

体制の見直しが必要である。

・アーティストの参入に関しては、西会津町内

で西会津国際芸術村が多く行なっているが、

教育の分野での活動展開は町の将来を担う

子供たちにとって影響は大きいものと思われる。

今後の展開として、部活動のでの活動への参

入にかかわらず、アントレプレナシップの授業や

美術の授業への参加を検討している。

活動場所

・ 西会津中学校

・ 町内空き家（ガレージ）

参加生徒の基本情報

・人数： 西会津中学校 20人

・活動日：金曜日 放課後

指導者の基本情報

アーティスト １名1,600円/時間

指導者の募集方法

一昨年から継続した町外アーティスト

の招へい

運営主体： 西会津アーティスト・イン・スクール実行委員会

事業目標： 福島県西会津町内の学校（西会津町立西会津中学校）の空き教室や多目

的広場などを利用して、町内外のアーティストやクリエイターが教育現場を一時的

な拠点として、滞在制作や生徒との交流の中でアート活動を行う。子供たちは

様々な芸術分野のアーティストやクリエイターとの交流を通して、多様な価値観、

生き方を学ぶ機会を創出し、ものの見方にゆらぎを感じてもらい、これからの未来

を担う生徒たちの創造性や可能性を引き出すことを目的とする。

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_04.pdf

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_04.pdf
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活動場所

・ 喜多方第一中学校美術室

参加生徒の基本情報

・人数：喜多方第一中学校   17人

・活動日：毎週火 1.2時間

指導者の基本情報

・属性 市民

（美術家、グラフィックデザイナー、

工芸家）

・人数 ４名

・謝金 1,050円/時間

指導者の募集方法

団体代表のつながりによる依頼

（講師、サポートスタッフ）

学びファシリテーション（福島県喜多方市）No.4

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_05.pdf

【背景】

・公立の中学校文芸部の通常活動時間に、本団体が週一回程度講座（全21回）を提供する形

で行った。

【活動内容】

・大きく５つの講座で構成した。（版画、漆工芸、ボディーペイント、写真、美術鑑賞）

・講師は本団体の構成員で実施した。

  また、工房見学等の校外活動においては他市民に説明等を依頼した。

・活動は保護者へ通信を発行し、保護者へも情報発信を行なった。

・最終報告書は冊子にし、会津地域の学校に配布した。経験の共有を行なった。

・バリエーションのあるテーマで講座を構成し

た。（職業美術家の個展、フォトスタジオ

での撮影等）

・子どもに指導したことがない講師に対して

、講座を組み立てるワークシートとコンサルテ

ーションを行なった。

・講師には「自分が何を教えるか」ではなく、

「生徒が何を学ぶか」、その先の獲得能力

について意識してもらうようにした。

・保護者に対してのお知らせを発行すること

で、保護者が子どもたちの後ろにいることを

意識した。

・参加費や会費を徴収しても、参加者があつま

るかどうかは、実施して確認しないとわからない。

・美術部系の部活動は、美術が好きな学生か

ら、サードプレースに来ている感覚の学生まで幅

がある。地域移行したときにはサードプレースの要

素をどのようにすくい上げてよいのか検討する必

要がある。

・本年度は補助金があったため、実施できたの

が正直なところ。今後は受益者負担に移行して

いく。そのためにはプログラムの充実と見える化、

地域の評価をもらっていく必要がある。

・一過性の機材等は、企業との協働で何とかし

たい。少しずつ地域の企業と関係を結んでいく。

運営主体： 学びファシリテーション

事業目標：

活動財源

文化庁事業委託費  96万円

・中学生に美術、工芸、鑑賞の講座を

１年間継続して提供できた。

・中学校と連携することができた。

・事業前と事業後にアンケートを行なった

結果、参加者の美術活動への好感度

がアップしていることがわかった。

・学校が教育的観点を担うのではなく、

主体団体のプログラム内容を受け入れて

もらえ、学校との協働においても市民の

意向が入った教育プログラムを提供でき

た。（今回の講座コンテンツはすべて市

民によって作られた。）

Ⅰ. 基本情報

団体・組織等の連携

Ⅱ. 活動概要

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性本事業による成果

主な活動種別

美術
（版画、漆工芸、ボディペ

イント、写真、美術鑑賞）

活動形態

アーティストによる講座

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_05.pdf
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活動場所

・ 取手市福祉会館、会議室等

参加生徒の基本情報

・人数： 複数の中学校 9人

・活動日：毎週木、日 2時間

指導者の基本情報

・属性、人数、謝金

現役俳優・松戸高校演劇科講師

声楽家、聖徳大学音楽部ミュージカ

ル兼任講師 他４名

7,000～10,000円/時間

指導者の募集方法

・音楽の指導活動をしている、当団

体幹部のコネクション等を活用してリ

クルート

活動財源

・部費       3,000円/月×9カ月

・文化庁事業委託費   148万円

特定非営利活動法人 取手文化倶楽部
アフタースクール・ミュージカル（茨城県取手市）

No.5

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫 見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_06.pdf

1）対象：取手市及び近隣市町の小学5年～高校3年生の男女生徒

2）期間：2022年6月～2023年2月迄。原則として毎週木・日曜, 18:15から20:15の2時間

3）部活：バレエダンス、合唱、ヴォーカル、演劇のミュージカルに関連した4部活構成

4）団対 内外の経験豊富な専門講師が指導に当たる。

5）成果発表の機会として、10月に取手市合唱祭への参加、２月に最終成果発表会を実施。尚、上記2)の

期間に関しては、最終成果発表後も部活動

を継続している。

主な活動種別

音楽舞台表現を学ぶ

部活（ミュージカル）

活動形態

プロ・専門講師による指導

2022年度に実施したASM事業は、実質的

に2年度目であるが、前年度に比較し、全般

的に格段の進歩が見られた。第一に参加した

生徒さんの数が数倍になった事である。一方

退部する生徒さんの数がさほど増加せず、期

間を通して、一定数を継続して確保出来た。

これは、ひとえに指導する講師の努力の賜物

であり、部活内容の質的向上が貢献している。

子供達も部活を重ねる毎に成長し、次第

に大きな声が出る様になり、アクションと歌が

連動し、ミュージカルとして様になってきた。

2022年度の取手市民合唱祭に、合唱部と

ヴォーカル部が参加したが、練習してきた、歌と

ダンスのパフォーマンスが好評を博した。

1)各部活毎に講師が日報を作成し、練習の

内容、進捗状況をチェックする体制をとった。

同日報は事務局側と共有し、生徒に何か問

題等があれば即時対応するなどの措置をとっ

た。

２）指導内容に関しては、実力・経験ともに

豊富な専門の講師と契約しており、学校部活

と同等若しくはそれ以上のレベルであると自負

している。

３）周辺知識として、腹式呼吸法など基本

的な発声方法等についてのアドバイスを適宜

実施している。

４）コロナ禍もあり、参加する生徒の安全面

に気を配った事。

５） 広報に関し、近隣の６市町に後援を依

頼し、広範囲な広報に努めた事。

６）コスト削減を常に念頭に於いた事。

７）季節的なワークショッップを開催して、通

常の部活動のリフレッシュ化を図ったこと。

1)学校側との対話

文化部活動を地域に移行してどう継続するの

か、その段階的な移行における受け皿をどうす

るのか、等に関して、学校の具体的な意図は

まだ見えてこない。学校・社会教育の役割分

担という観点からの、意識共有が必要だ。

2）人材の確保と育成

2022年度のASM事業は、実質5人という小

人数での対応となった。本事業の継続性を考

えれば、生徒の指導、事業の管理の面にもな

らず、人材、スタッフの質的・量的な確保、そ

の育成が極めて重要だ。

3）事業規模の拡大

安定性を参加生徒数と捉えれば、まだまだ参

加数が少ないのが実情であり、広報の方法、

市及び教育委員会の後援をより有効に活用

し、より多くの生徒を募集する必要がある。

4) 活動資金の確保

助成金依存からの脱却も喫緊の課題である。

運営主体： 特定非営利活動法人 取手文化倶楽部

事業目標： 教師の働き方改革、少子高齢化の影響で、各学校での文化部活動の

機会が減少する中で、子供達がやりたい事が出来ない、という状況を改

善し、彼らに文化芸術の学びの場を提供することが目的である。この事を

通じて、学校の枠を超えて、ミュージカルという音楽表現を通して、幅広い

総合芸術に向き合って貰うことが、目標である。更に、父兄をはじめ地域

住民との触れ合いの機会が広がることも、副次的な目標である。

、

小中高校生

アフタースクールミュージカル

NPO取手文化倶楽部

外部講師 取手市

助成金
文化庁

・後援

・活動場所の提供

謝礼
運
営

指導

参加

部費

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_06.pdf
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渋川子ども若者未来創造プロジェクト（群馬県渋川市）No.6

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_07.pdf

地域部活動WS 学校向け出前W

主な活動種別

演劇（ミュージカル）

活動形態

専門指導者によるワーク

ショップ

ミュージカル出演者に小学生や中学生の

新たな参加があった。大人との熱心な練習

にも真剣に取り組み多くの観客の前で発表

できたことは大きな自信につながった様子。

公演後活動継続の希望を関係者の前で

表明した。

小中学校では国語科の授業を通して演

劇的手法を用いた出前WSを実施した。皆

で話し合い協力し合いながら発表できたこと

で大きな達成感を味わうことができた。演劇

的表現に興味関心を持つ児童生徒もいた。

演劇活動に興味関心を持つ子どもたち

の受け皿として市民ミュージカル活動の可能

性を実感できた。

指導にあたっては、舞台活動は様々な役

割を持った人たちで構成されていることから、

丁寧な話し合いを重視した。子どもたちの

反応や提案に耳を傾けていて積極的に採

用していった。

全ての参加者にとって心身ともに安全・安

心な居場所であることを常に心掛けた。

運営にあたっては、連携パートナーの劇団

「もんもちプロジェクト」の全面的な協力を得

て、専門家を派遣していただいた。WS参加

者は開催日に全員イベント共済保険（全

国共済農業協同組合連合会）に加入し

た。出前WSは受け入れ教育機関の保険

が摘要される管理下で実施した。

①ミュージカル活動の地域認知度の強化

②劇団のサポートを受けながらの人材育成

③ニーズを掘り起こす学校向けWSの継続

④事業の継続に向けた事務局体制の強

化

⑤活動に係る安定した財源の確保

本プロジェクトでは、これまでも参加費だ

けで事業を実施することができないためチ

ケット販売や協賛金集めを行ってきたが、

委託事業で取り組んできたような部活動

の地域移行の受け皿づくりには、継続した

公的支援が絶対不可欠であると考える。

活動場所

・ 公民館等

参加生徒の基本情報

・人数：地域部活動WS ５２人

学校向け出前WS ２３０人余

・活動日：月１～２回土・日終日

出前WSは授業日

指導者の基本情報

劇団指導者  5名  5,100円/時間

指導者の募集方法

パートナー劇団へ全面的に支援を依

頼

運営主体： 渋川子ども若者未来創造プロジェクト

事業目標： 地域活性化を目的に多世代交流で活動する市民ミュージカルを、舞台公

演等を通して地域における文化芸術活動としての認知度を高めながら、

演劇活動に興味関心を持つ児童生徒の参加の受け皿となるよう、持続

可能な仕組みを構築していく。

渋川子ども若者未来創造プロジェクト

（コーディネーター）

劇団も

んもち

プロジェ

クト

教

育

委

員

会地域部活動WS

学校向け出WS

小
中
校

公
民
館

地域文化倶楽部

指
導
者

連携パー

トナー

後援

連携

舞台公演

情報提供

場所提供

機会提供

市民 児童

生徒

参加者公募

７月にミュージカル出演者を公募、８月から

練習（WS）を始めた。１月の舞台公演に向

けて市内各地の公民館で練習（公開）を

行った。

キャストには小学生から年配者まで幅広い

年齢層が応募した。５か月余に及ぶ練習を

重ねてダブルキャストで臨んだ舞台公演には、

３日間で４回（３会場、入場無料）４０

０人余が来場した。

昨年実施した小学校では全６学年が個別

に実施、新たに中学校１校、高校１校でも

開催した。

中学校では４日間WSを行い、最終日には

保護者に向けた授業参観として成果を発表し

た。

高校では、複数の部活動生徒を集めた身

体表現のWSを実施、後日、合唱部員は

ミュージカル講座も行うことができた。

活動財源

・地域部活動参加費

    キャスト            10,000円

スタッフ               5,000円

運営ボランティア  1,000円

・団体負担金   8,449円

・文化庁事業委託費  240万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_07.pdf
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ときがわ子ども音楽倶楽部（埼玉県さいたま市）No.7

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_08.pdf

・昨年度からの活動継続のため、4月１回、5月2回、6月1回それぞれ練習を行った。

・ときがわ町ならびに教育委員会、周辺自治体の協力のもと中学校・小学校を対象に、令和4年度

の部員募集チラシを配布するなど告知を行った。

・6月25日（土）オリエンテーション、楽器選択などを行ない、7月～1月まで毎月2回全体練習を行っ

た。またプロ演奏家によるパート練習を各3回開催し演奏技術の向上に努めた。

・部員のモチベーション維持のため、昨年度作成したe-ラーニング教材を活用した。

・成果発表会はリハーサルを2月4日（土）に行い本番を2月12日（日）に実施した。

  成果発表会では、さいたまスーパーシニアバンド・ときがわ町民バンドの演奏と、プロ講師陣の演奏を同

時に実施した。（演奏会動画は後日関係者に配信）

主な活動種別

吹奏楽

活動形態

アーティストによる指導

多様な世代との活動

・過疎化が進む地域のため、民間や公

共のクラブ活動が少なく、中学の部活の

選択肢も少ないときがわ町にて、子ども

たちのための音楽倶楽部を設立すること

により、子どもたちが地元にて音楽活動

ができる道筋ができた。

今年度はときがわ町の他、近隣自治体

（小川町、滑川町、東松山市、嵐山

町）の子ども達も多く参加した。

・ウイズコロナ下で感染に留意して事業推

進を推進し、計画した日程どおり練習で

き、海兵隊、USA、ときがわマーチの3曲を

合奏できた。

・成果発表会は一年越しに計画通り実

施でき、大勢のご家族ならびに友達に練

習成果を披露できた。

・学校行事を配慮した練習日程の調整

と練習施設の確保

・新型コロナウイルス感染状況に応じ、公

共施設の使用等につき、ときがわ町と情

報共有し対処した。

・部員のモチベーション維持のため、昨年

度作成したe-ラーニング教材を活用。プロ

演奏家による楽器パート別指導を年間3

回実施した。

・保護者との諸連絡は基本E-メールを使

用し、タイムリーな情報共有に努めた。

・練習にあたっては感染防止策を徹底し、

クラスターを起こさないよう対策した。

・本年度の振り返りと今後の運営に反

映させるため、生徒および保護者、サポー

トしたシニアバンドメンバーおよびプロ指導

者にそれぞれアンケートをとった。

・児童・生徒が増加した場合への対応と

して、レンタル楽器の種類と数量を確保

することが必要となる。

・学校のクラブ活動と両立出来るよう、

部員の募集、子ども倶楽部の運営を工

夫する。

・ときがわ町教育委員会との連携により

中学校部活動が抱える課題を共有する。

・「ときがわ子ども音楽俱楽部」を学校部

活動の地域移行の受け皿として継続す

る。

・活動成果の発表、周辺地域団体との

交流の場を設定し、活動のモチベーション

維持を図る。

・プロの高質な演奏を聞く機会を設定す

る。

活動場所

・ 埼玉県ときがわ町公共施設

参加生徒の基本情報

・人数： 32人（高校1名、中学

11名、小学19名、年長1名）

・活動日：各週土 ２時間

指導者の基本情報

・プロ演奏家７名    1万円/時間

・吹奏楽経験者        15名 無給

指導者の募集方法

・運営主体による直接募集

プロ演奏家のほか、さいたまスーパー

シニアバンド、ときがわ町民バンドから

サポート参加

運営主体： 一般社団法人さいたまスーパーシニアバンド

事業目標： ときがわ子ども音楽倶楽部の活動を通じ、子どもたちが本格的な音楽活

動を享受できる環境づくり、運営と楽器演奏をサポートするシニアと子ども

たちの世代間交流、文化活動の発展による過疎化が進む地域の活性化

を目指します。

活動財源

・会費 2000円/月

・発表会入場料  990円×124枚

・文化庁事業委託費 150万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_08.pdf
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東京演劇アンサンブル「野火止演劇クラブ」
（埼玉県新座市）

No.8

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_09.pdf

●5月14日のオリエンテーションには、1期生5名と2期

生4名が参加。2022年度の「野火止演劇クラブ」は9

名でのスタートとなる。

基本は月3-4回／土曜日14時～17時 3時間

●6月には最年少4年生が1名加わり、10名となった。

●講師陣はメンバーを見て作品選定に入り、『こぶたの

かくれんぼ』に決定。

●台本の構成、製作作業。

●参加者に台本を配り本読み。キャストの希望をとる。

●講師陣でキャスティング会議。

●8月6日 キャスティングを発表し、読み稽古開始。

●下半期のスケジュール確定し、公演までの稽古日程

をお知らせする。

●立ち稽古、歌の音取り、ダンスの稽古などが始まる。

●11月5日 保護者会で、公演までの流れやチケット

の販売について説明し、道具製作への協力をお願い

する。

この日より、13時～17時となる。 4時間

主な活動種別

演劇・ミュージカル

活動形態

アーティストによる指導

●参加者／コミュニケーションワークショップに

よって、仲良くなり、人と接することが怖くなくな

ることから始まり、芝居の稽古を進めるなかで、

一歩踏み出す勇気を持ち、ともに舞台をつくり

あげる喜びを得た。  

●保護者／今までの習い事とは違い、こども

たちが変化していくことを驚きをもって語る保護

者が多い。  

●周知／市長に表敬訪問し、活動内容を伝

える。市議が参観。新座市と教育委員会の

後援を得る。報告集を市内小中学校校長に

送付。  

  

 

●劇団活動と並行した「演劇クラブ」であるた

め、長期休みにまとめた稽古ができなかったこと

が悔やまれる。場所だけでなく人材の問題であ

るため、これを克服するには、外部人材（例え

ば音楽、ダンスなどの専門家）の登用も考慮

すべきか。

●保護者による大道具・小道具・衣裳製作

の協力が、昨年より多数の参加で行われた。

この間にこどもたちの様子を聞くこともでき、今

後はもっと増やしていきたいと考えている。

●現人数ならば活動場所は野火止RAUMで

十分だが、今後人数が増えた場合、「ふるさと

新座館」を定期利用することも視野に入れて

いる。  

  

 

●劇団のレパートリーを演劇クラブ用に改稿し

て上演するパターンであれば、講師料以外は

入場料収入と参加費でなんとか賄うことがで

きることがわかった。 

●発表公演の質の高さと、こどもたちが楽しみ

に通う姿から、保護者からは会費が「安すぎ

る」んじゃないかとの声もあった。

●講師料や場所代については、今後どのよう

にペイしていけるかが課題として残る。→そのた

めに報告集配布し、地元企業のスポンサー探

しや、今後のクラウドファンディングなども考慮。

●新座市や教育委員会はまだ名義後援のみ

で、補助金などの制度はないが、この活動の

認知度はアップしている。 

  

  

活動場所

・野火止RAUM

参加生徒の基本情報

・人数：新座市内・近隣市内の

  小中学生 10人

・活動日：ほぼ毎週土3時間

（終盤は4時間）

指導者の基本情報

・東京演劇アンサンブル劇団員

（俳優/演出）8名 1,600円/時間

指導者の募集方法

・劇団総会での呼びかけ

運営主体： 有限会社 東京演劇アンサンブル

事業目標： 地元のこどもたちが演劇に触れる場をつくり、地域に根付いた演劇活動を

展開すること。

●大道具・小道具・衣裳の製作はじまる。

保護者の参加もあり。

●劇団員の助けも借りて、年末に舞台と

客席の建て込み。

●1月、平日も含めた追い込みの稽古。

ゲネプロ。

平日は17時～20時 2回実施

ゲネプロまでで全30回

●本番2回 1月14日（土）79名、

1月15日（日）88名、計167名、満席

にて公演終了。反省会・交流会。

●1月末締切のアンケート、講師・研究

生の感想をまとめ、2月末報告集発行・

送付。

活動財源

・会費（全30回） ３万円/年

・発表会入場料 1,000円×97枚

  500円×70枚

・団体負担金             16万円

・文化庁事業委託費   110万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_09.pdf
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Kashiwa Special Sounds（千葉県柏市）No.9

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_10.pdf

結成当初（2021年9月）は5人の団員だったが半年後の2022年3月19日に第1回定

期演奏会を開催し、たくさんの方にLEGALISの目指す方向性や理念に共感いただいた結

果、現在では学校も学年も違う14名（小学5年生～高校3年生）が毎週日曜日に柏

市の公民館などで元気に練習している。年48回実施。

主な活動種別

吹奏楽

活動形態

アーティストによる指導

演奏会・イベント演奏

・活動概要にも示したとおり、地域の受け皿を

創る。という目的は達成できたものと考える。

○学校以外の居場所として：

・学年や学校を越えた交流が生まれ、部活動

ではできなかったことが体験できる地域の新し

い居場所となっている。

○演奏実績：4回

2022/3/19 第一回定期演奏会

4/24 柏の葉ローカル＆クラフトマーケット出演

10/9 柏 de 吹奏楽PARTY♪！2022出演

12/18 柏モディde Merry X‘mas Show出演

○メディア取材実績：6紙、2放送

・新聞3紙：柏市民新聞3/25号、読売新聞

8/29号、東葛まいにち1/25号

・2月に取材済み(掲載待ち3紙)：ちいき新聞、

読売新聞、朝日新聞

・ケーブルテレビJ:COM：「ジモト応援！千葉つ

ながるNews」10/17放送、3/6放送

○SNSの活用：Twitterフォロワー1300人

→全国の吹奏楽団と相互フォローを行い、楽

団運営の工夫などの情報発信を行う。

○コンクールを目指さない

・コンクールは目指さず定期演奏会や地域イベ

ントでの演奏披露を主な活動としている。

○現役で活動しているプロによる指導

・プロによる指導やその他にも第一線で活躍し

ているパート毎のゲスト講師がレッスンを行う。

○音大生のアシスタント

・4名の音大生が週替わりでアシスタントとして

指導。

○指導方法

・講師からの一方的な指導はせず問いかけや

双方向のやり取りに重きをおいた結果「自分の

考えを発言できるようになった」「人と話すことが

平気になった」「集中力がついた」といった保護

者の声をもらった。

○楽器の確保

・楽器を持っている人しか入団することができな

かったが楽器の寄付・無償レンタルを募ったとこ

ろ11台の楽器が集まり、4台の楽器は実際に

団員が使用。

○練習場所の確保

・現在は公民館を借りて活動しているが毎回

確保できるわけではない。①音出し可能②駐

車場③電源利用④トイレ利用。これらをクリア

した場所の確保が望まれる。

○楽器の保管や運搬

・現時点で団としての大型楽器は保持してい

ないが今後大型楽器の保管場所や運搬につ

いても検討することが必要になる

→定期演奏会で大型楽器を利用する際は、

近隣の社会人吹奏楽団が「運搬、搬入、組

み立て、搬出」を無償で行ってくれた。楽器保

管ができる練習場所の確保が望まれる。学校

の体育館など。

活動場所

・ 柏市中央公民館など

参加生徒の基本情報

・人数：14人

（小学5年生～高校3年生）

・活動日：毎週日 3時間

指導者の基本情報

・プロ奏者が指導者

1名 1.5万円/3時間

・音大生によるアシスタント

1名 5千円/日

指導者の募集方法

・音楽大学出身者からの声掛け

・SNSによる告知

運営主体： Kashiwa Special Sounds

事業目標： 「学校部活動ではない地域の新たな受け皿」を作る
・定期演奏会や地域イベントでの演奏披露が主な活動

・合奏を通して音楽のすばらしさや演奏の楽しさを伝えることが主たる目的

・プロ演奏家による指導

・一方的な指導はせず、問いかけや双方向のやり取りに重きをおく

活動財源

・入団金（初回のみ） 1万円

・会費 1.2万円/月

・地元企業による寄付   5万円/年

・文化庁事業委託費    130万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_10.pdf
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一般社団法人日本伝統文化の会
（東京都港区・大田区・渋谷区ほか）

No.10-1

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_11.pdf

小学校を対象に音楽教師と連動しお箏の授業を実施した。

事前の音楽の授業にて、お箏の歴史、楽器について、作曲家、代表的な曲、楽譜の

読み方などが紹介されており、実際の授業では、前年の経験を踏まえ、児童各自に

１面ずつのお箏を用意して音楽教師のとの連動にて授業を進行した。

１．指導者による楽器について、歴史などのおさらい

２．楽器の名称や備品の使い方の説明

３．模範演奏(六段の調、パプリカ、紅蓮華など)

４．実際の演奏体験と合奏

主な活動種別

琴

活動形態

活動体験

古典曲だけでなく、調弦を変えるこ

とで、アニメソングやポピュラーソングの

演奏が可能であること、その模範演

奏を行うことで、子どもたちが楽器に

対する興味を持ってくれた。

２時間の授業内で飽きることなく

リズムやテンポを合わせた合奏ができ

るようになった。

和楽器商との連携により、児

童各自１面のお箏を準備するこ

とで、待ち時間なく、また個々のレ

ベルに合わせた指導が可能であっ

た。

小学校の授業の一環としての

活動面では、事前に音楽の授業

で和楽器について、楽譜の読み

方などを指導していただいていた。

各小学校１回の開催であったが、

今後は他の学年や複数回数の実施

依頼があった。

今期の取り組みをモデルケースとして

標準プログラム、プロセスを構築し、他

の学校や地域への拡大をはかる。今回

の実施内容や課題を調整し新規の学

校、放課後クラブへの企画提案を行っ

ていく。

現在首都圏のみでの開催となってい

るが、楽器商や演奏家、講師のデータ

ベース化を行い、他の地域も含め継続、

拡大していける体制を整える。

活動場所

・港区立白金小学校・大田区立羽

田小学校・江東区立第３砂町小学

校 体育館

参加生徒の基本情報

・人数： 平均35人x３校

・活動日：11/7(月) 12/15(木) 

1/26(木) 各2時間

指導者の基本情報

地唄箏曲美緒野会講師

3～5名 5,100円/時間

指導者の募集方法

筝曲指導団体への打診

運営主体： 一般社団法人日本伝統文化の会、東京都港区邦楽邦舞連盟、地唄

箏曲美緒野会

事業目標： 日本の伝統文化を守り、発展させながら後世へ正しく継承することを使

命と考え団体を設立した。将来を担う子どもたちに向けて、日本の伝統

文化を大切にする心、豊な情緒を育むことを目的とした授業や放課後ク

ラブなどでの公演やワークショップを実施するなど持続可能な文化芸能活

動の環境整備を行う

活動財源

参加者負担 無

文化庁事業委託費 195万円

団体負担金 2万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_11.pdf
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No.10-2

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫

見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要（東京都渋谷区）

本事業による成果

渋谷区の小学校で実施されている放課後クラブを対象に、お箏の体験ワークショップを実施

した。９割以上が初めてお箏に触れる機会であったため、興味を持って参加してくれた。

１．指導者による楽器について、歴史など説明

２．楽器の名称や備品の使い方の説明

３．模範演奏(六段の調、パプリカ、紅蓮華など)

４．実際の演奏体験

古典曲だけでなく、調弦を変えることで、アニメ

ソングやポピュラーソングの演奏が可能であること、

その模範演奏を行うことで、子どもたちが楽器

に対する興味を持ってくれた。

各自１面の楽器を用意したので、各自のレベ

ル、進み具合に応じて楽しく参加してくれた。

和楽器商との連携により、児童各自１面のお

箏を準備することで、待ち時間なく、また個々の

レベルに合わせた指導が可能であった

各クラブ１回の開催であったが、今後は他の

複数回数の実施や他の楽器での体験ワーク

ショップ依頼があった。

今期の取り組みをモデルケースとして標準プ

ログラム、プロセスを構築し、年間

複数回数の実施や地域への拡大をはかる

活動場所

中幡小学校放課後クラブ

富谷小学校放課後クラブ

幡代小学校放課後クラブ

鳩森小学校放課後クラブ

加計塚小学校放課後クラブ

神宮前小学校放課後クラブ

体育館

参加生徒の基本情報

・人数： 平均35人x３校

・活動日：10/7(金)

12/26(月)

12/27(火)

12/28(水) 各2時間

指導者の基本情報

正派箏講師

3～5名 5,100円/時間

Ⅱ. 活動概要（東京都港区）

港区の神明子ども中高生プラザで開催されている活動への継続実施を行っている。

年間11回の実施で継続的に参加している児童もいるので、年一回の同活動場所での発

表会での演奏も実施。

活動場所

神明子ども中高生プラザ

参加生徒の基本情報

・人数： 平均9人

・活動日：R4年5月からR5年２月

全11回 各2時間

指導者の基本情報

地唄箏曲美緒野会講師

  2名 5,100円/時間

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫

見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性本事業による成果

古継続参加の児童には、レベルの向上に合わ

せて、別のパートや少しずつ難しい曲にもチャレ

ンジしており、また年一回の発表会への参加は

達成感をもたらしていると感じる。

施設に楽器を常備してもらうことで、運搬の効

率をはかっている。

毎回同じ講師を派遣することで、施設担当者、

児童とのコミュニケーションが良好に保たれてい

る。

より子どもたちに興味を持ってもらい、参加率

を上げるための工夫(曲の種類など)を行って

いく。

同施設での取り組みをモデルケースとして標

準プログラム、プロセスを構築し、他の施設、

地域での継続実施に拡大していく。

主な活動種別

琴

活動形態

ワークショップ

主な活動種別

琴

活動形態

施設活動への講師派遣

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_11.pdf

一般社団法人日本伝統文化の会
（東京都港区・大田区・渋谷区ほか）

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_11.pdf
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No.10-3

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫

見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要（東京都港区・江東区・渋谷区・大田区・品川区・目黒
区・世田谷区・北区・町田市・神奈川県・埼玉県）

本事業による成果

子どもたちが日頃接する機会の少ない和楽

器の音を聴き、見て、触れる機会を提供できた。

また合奏練習会や舞台での演奏は、着物

(ゆかた)を着用したり、所作を含む指導を行うこ

とで、より日本の伝統に触れる機会となった。

開催場所、指導者が複数存在するため、プ

ログラムの標準化、途中経過の報告の共有を

行ない、課題曲など必要に応じて改善を行なっ

た。

合奏練習・演奏会では和楽器商との連携

にて楽器の準備を行なった。

継続参加の子どもたちが飽きずに楽しめる

ようレベルに合わせて課題曲を増やしていく、

講師や他の参加者との合奏など、より継続

していきたくなるようなプログラムにしていく。

合奏練習や舞台での発表は参加者のみ

ならず保護者も楽しみにされているので、極

力参加できる場を維持していく。（現状年

２回）

活動場所

公共施設並びに団体が所有する稽

古場

参加生徒の基本情報

・人数： 平均3人

・活動日：R4年7月からR5年3月

  全168回 各1時間 

指導者の基本情報

地唄箏曲美緒野会講師

10名 5,100円/時間

Ⅱ. 活動概要（五反田・恵比寿・上北沢）

活動場所

英語学童ACCESSが有する施設

参加生徒の基本情報

・人数： 100人

・活動日：2月21日各1時間 

指導者の基本情報

地唄箏曲美緒野会講師

  ３名 5,100円/時間

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫

見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性本事業による成果

日頃、英語及び外国の文化に触れ、学ぶ場

において、自国の文化についてもより理解を深

めさせたいという目的から依頼があり、その目

的は達成できたと感じる。

1日で三箇所の施設を訪問したので、効率よく

訪問できた。

他のプログラムで実施している内容のため、講

師も慣れているので滞りなく実施することができ

た。

様々なニーズがあるので、子どもたちを対象と

した機会には極力対応していきたく、弊社

ホームページでも取り上げ、ご依頼いただきや

すくしていく。

・一般社団法人日本伝統文化の会が主催となり5歳以上の未就学児から高校生を対象

に「初めての和楽器ワークショップ」を開催した。

・プログラムの立案、スケジューリング、指導要項・会場手配のガイドライン作成、広報活動の

ためのチラシづくりを実施

・参加者のうち希望者にはプロの演奏家と一緒に合奏練習や舞台で演奏を披露する場を

設けた。

【英語学童和楽器ワークショップ】
他のプログラムで実施している体験ワークショップと同じプログラムを実施した。

（楽器の紹介、体験など）
活動形態

ワークショップ

活動形態

ワークショップ

主な活動種別

琴

主な活動種別

琴

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_11.pdf

一般社団法人日本伝統文化の会
（東京都港区・大田区・渋谷区ほか）

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_11.pdf
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株式会社オフィス ワン・ツー（東京都杉並区）No.11

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_12.pdf

A．学校に講師を派遣する活動

学校に講師を派遣し、部活動、学校に

おける中高生に対する演技・演劇指導

1回2～4時間、3校で全19回

B．地域の中高生に演劇レッスンの場を

設ける活動：中高生が無料で通える演

劇教室の開催し、演技・演劇指導

月3回程度、土曜日4時間、全27回

主な活動種別

演劇

活動形態

講師派遣

プロによるレッスン

・演劇部が盛んでない、又は、演劇部の

ない学校の生徒の受け皿になることがで

きた。（昨年度7名、今年度13名）

・基礎練習による参加者の演技力の向

上と自信の獲得、脚本・演出面の実践

的な指導による作品の質の向上。

・参加者の所属する演劇部が都大会に

出場、地区大会で奨励賞、部員の増加

（6名→10名）。

・参加者アンケートより「モチベーションや技

術の維持・向上ができた」「部活で使える

エチュードを学べてよかった」「色々な台本

を経験できたのも良かった」「ちゃんと発声

できるようになった」「演技経験がゼロの私

でも楽しかった」

・中高生への指導経験もあるプロの演

出家を講師として複数名配置し、

様々な練習法や視点を紹介した。

・演劇鑑賞・DVD鑑賞で現代劇に触

れる機会を提供し、多様な考え方・

生き方・人物像を提示した。

・講師を複数名確保することによって、

各学校の希望に合わせて派遣するこ

とができた。

・教員の見学を可とし、指導法を学ぶ

機会を提供した。保護者の見学を可

とし、安心感を与える環境を作った。

・今年度は、東京都高校演劇連盟と杉並

区教育委員会、また、前年度の見学者・参

加者の協力で事業への参加人数が大幅に

増加した。継続することが周知と参加者の

増加を促し、より良い企画への改善点の発

見に繋がると考える。

・「部活動の代わりとなるもの」という点で、

「中高生なら誰でも無料で参加できる」とい

う形態で行うことに意義を感じ、参加費は徴

収せず運営してきた。今後の継続には、自

治体等の補助金制度や民間の基金等の活

用が必須。

・小規模の活動でも数を増やすことで地域

差をなくすような企画、中高生が芸術作品

に触れる機会を増やす事業の検討を望む。

活動場所

・各学校、Studio Dance Visions

参加生徒の基本情報

A<学校派遣>

・人数：中学生26人、高校生65人

・活動日：各学校に合わせ不定期

B<地域の施設>

・人数：中学生8人、高校生5人

・活動日：毎週土 4時間

指導者の基本情報

・プロの演出家

ワンツーワークス所属

1名 4,600円/時間

キャラメルボックス所属

2名 4,600円/時間

指導者の募集方法

前年度事業の講師を継続採用

運営主体： 株式会社オフィス ワン・ツー

事業目標： ・専門分野の講師を学校等に派遣することで、学校や教員の負担を軽減する。

・中学生・高校生に講師の指導を受ける機会を提供し、地域の新たな受け皿と

なる。

・現役プロ講師・俳優による、質の高い指導を実践的、継続的に行う。

助成金

株式会社

オフィス ワン・ツー

地域の施設

地域の中高生

参加・見学

利用料

講師

謝金

指導者

学校

A．B．内容

・プロの現場で行われている練習方法の紹介と実践的指導…発声練習や身体のコントロー

ル術、会話の技術など

・演劇に関する理解の促進と技術の向上を計る…現代演劇の戯曲を用いて、セリフの解釈・練習と発表

・戯曲・映像・舞台鑑賞による、演劇作品の紹介…演劇鑑賞・DVDでの演劇作品鑑賞

・参加者の精神の成長を促す…演劇的手法を用いて多様な視点を獲得、自己肯定感の向上

活動財源

文化庁事業委託費 194万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_12.pdf
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東京大学 アート・クロスロード実行委員会
（東京都文京区）

No.12

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_13.pdf

アート・クロスロード実行委員会のコアメンバーが主体となり、文化芸術に携わる研究者や

アーティストによる講演会・ワークショップ等を定期的に開催しながら、多様な人々（学年が

異なる生徒、遠隔地の他校の生徒、アーティスト、研究者、大学生ボランティア、地域の

人々など）が文化芸術活動の多領域にわたって交差する場(校内外をつなぎ、芸術の本

質的な要素の体験を共有できる場)をつくり、オンラインを活用しながら全国に広げようと模

索している。 

主な活動種別

芸術

活動形態

講演会・ワークショップ

a)コーディネーターや大学生ボランティアがコアメ

ンバーの活動の指導・ 監督を担ったことにより、

教員の負担軽減を図った。 

b, c）様々な領域を専門とするアーティストや

研究者・専門家の方々から話を伺ったり、共

に表現活動に参加したりするなかで、生徒たち

の探究心が掻き立てられ、興味の幅が広が

り、自己の成長につながるさらなる学習の機会

を得る契機となった。

d, e)附属学校内での取り組みであるため、生

徒がいつでも気軽に参加でき、学年を越えて

の交流の場となった。

また、学校ホームページやSNS 等での情報発

信を行うことで、ICT技術の活用によるオンライ

ンでの参加枠を用いた遠隔地の他校や近隣

地域からの参加者も募った。

・クロスロードクラブでは、定例ミーティング (週一

から隔週の頻度で実施)を通し て、それぞれの

生徒の意見を積極的に取 り入れる、生徒の

裁量で新たな企画を 提案するなど、一人ひと

りの挑戦を支援し、相互に助け合える環境を

実現した。

・企画の準備における大まかな流れはマニュア

ル化し、委員内で共通認識を持って運営して

いる。

・ACPの活動をより多くの方々に知ってい ただ

くために、SNSでの活動内容の発信、 企画ポ

スターの他校への送付などを積極的に行った。

・各運営主体の代表者が定例ミーティン グ(月

一で実施)で情報共有をした上で、活動のサ

ポート(講師の紹介、広報 を含む活動の監

督、コーディネーターへの指示出し等)をした。 

・附属学校の生徒以外の関係者も企画 に参

加できるよう、各講師との相談の上で、対面と

オンラインの両方に対応できる ように企画内容

を工夫した。

・今年度の活動を軸に、引き続き、コアメンバー

の主体的な活動をコーディ ネーターや大学生ボ

ランティアが監督する形で活動を継続していく。 

・1企画2広報3企画内容の記録 4ICTの活用

5外部対応などの各部門でのメンバーの入れ

替わりに対応するために、各部門を継続的に

監督する専門的なコーディネーターを設置するこ

とを検討している。

・より高性能な機材を使用することで、 附属

学校の関係者や遠隔地の他 校の生徒にも、

音楽やダンスなどを 含む多種多様な表現領

域の活動を リアルタイムで体験できる機会を

提供していく。

・本活動が、文化倶楽部の指導に従事する

全国の教育関係者にほとんど知られておら

ず、実践のノウハウや文化芸術に触れられる

学びの機会がまだ充分に活用されていないた

め、引き続き、外部への情報発信を行う。

活動場所

東京大学教育学部附属中等教育

学校

参加生徒の基本情報

・人数： 約３０人

・活動日：毎週火曜日 ３時間

指導者の基本情報

・部活動指導員

１名 １５００円/時間

・大学院生 研究者

２名 １２００円/時間

・アーティスト（講演・ワークショップ）

５７００円/時間

指導者の募集方法

・メールなどで直接依頼

・教授などからの紹介

運営主体： 東京大学 アート・クロスロード実行委員会 

事業目標： a) 文化倶楽部の指導に従事する学校教員の負担の軽減、b) 多様な文化芸術

活動に関わる機会の提供、c) 生徒が取り組む文化芸術活動のさらなる質の向

上、d) 地域格差の軽減のためのICT技術の試用、 e) 他校の生徒たちや地域の

人々との文化芸術活動を通した交流を試みる。 

活動財源

・生徒会活動費  ３万円/月

・文化庁事業委託費 225万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_13.pdf
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東京邦楽器商工業協同組合
（東京都練馬区、武蔵野市、豊島区、葛飾区ほか）

No.13

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_14.pdf

１クラス、１授業を１講座とし、楽器の歴史や取り扱い方を学習し、演奏練習をしていく

邦楽器の普及活動、人材育成及び確保、技術の伝承

主な活動種別

邦楽器（琴・三味線）

活動形態

活動体験

・楽器に関して、レンタルという方法を取り入れ

ることにより、保管場所、管理状況、メンテナン

スなどのわずらわしさを解消できる。また、専門

業者が行っているため、品質が安定している。ま

た、不足に事態は対応が迅速である。

・講義内容については、長唄協会や、各流派

と連携をとり邦楽指導に熱心な指導者の手配

ができるため、質の良い講習内容を提供でき

る。また、楽器のことについては楽器商としての

強みを活かし講義が行える。

教員からは、これらの内容が準備、後片付けの

手間が大幅に削減できる上に、非常に充実し

た講習内容を行ってもらえ、指導にも技術の確

かな人員が十分に手配して頂いたと満足感が

得られたというご意見が多く伺えた。

当組合の目論見と教師との意見が合致できた

と考える。

当組合では、講習を行うにあたり、専

門店と学校との協議を重ね、更に専

門店と演奏家との打ち合わせを重ね

円滑に講習が行えるように構築してき

た。

楽器においては、専門店が準備及び

管理、メンテナンスを万全にキシ、指

導においては、邦楽知識に豊富な演

奏家に指導を依頼した。

それにより、各講習は生徒からも、邦

楽に対して、興味を引き出せたことを

確信した。

継続的な運営について、講習を開催する

にあたり、楽器の準備と講師の派遣につ

いては組合でパッケージ化ができている。ま

た、開催場所に関しても学校の施設で

十分行えるため、利用させていただければ

と思っている。

運営費用に関しては、自治体や教育委

員会と協議を行っている。

邦楽器は、日本の伝統的文化であるに

も関わらず浸透していないのが現状であ

る。身近に気楽に接する場面をより多く

設け、学校や地域、長唄協会などのと

連携し拡充して行きたいと考えている。

当組合は楽器商からなる協同組合であ

り、各自治体からも信頼して事業を移管

することができると自負している。

活動場所

・ 各学校施設内

参加生徒の基本情報

中学校４校、小学校４校

練馬区立石神井東中学校

武蔵野市立第四中学校

板橋区立板橋第一小学校

豊島区立明豊中学校

大田区立入新井第一小学校

大田区立池雪小学校

葛飾区立四ッ木中学校

世田谷区立三宿小学校

総数764名

（中学生327名、小学生437名）

指導者の基本情報

講師：４名 指導補助：１０名

指導者 謝金 12,000円/時間

指導者補助    6,400円/時間

指導者の募集方法

各楽器店から募集

運営主体： 東京邦楽器商工業協同組合

事業目標： 本事業を通じて日本古来の伝統文化・芸能をより多くの学生に伝承する

ため、学校教育の現場、楽器演奏者、楽器製造者が三位一体となり後

世にこの伝統文化・芸能を小学校、中学校の教育現場を活用して興味

をもたせることが目的である。

この事業を通じて演奏は元より、楽器の構造や制作方法を楽器職人から

も学べる総合的な事業にする。

活動財源

・会費 なし

・文化庁事業委託費 164万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_14.pdf
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芸能花伝舎クラブ（東京都新宿区）No.14

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_15.pdf

芸能花伝舎クラブは、公益社団法人日本芸能実演家団体協議会(芸団協)が、2021年より運営する文化クラブで、本事業

の開始に合わせ設立された。複数回、複数ジャンルの芸能体験によって、子どもたちの多様な興味関心を喚起しつつ、自らの

「好き」に出会える可能性を広げる事も考慮し、「日本舞踊」「三味線」「落語」「身体理解」の4ジャンルで活動した。また、前

年度から継続して参加の生徒用「経験者クラス」と、今年度から新たに参加した生徒用「初心者クラス」との２クラスを設置

し、２２回・１５回のプログラムを組んだ。さらに、実演家による公演の家族同伴での鑑賞機会を設け、芸団協が実施する他

の事業に参加できるよう各種案内を出すなど、「稽古」という基本的な枠組みに留まらず、家族で伝統芸能との関わりを更に

拡げていけるよう工夫を施した。

主な活動種別

日本舞踊 三味線 落語

活動形態

活動体験

■ 21年入会の1期生うち約半数が活動

継続。

■【継続意向調査】・クラブを続けたい

か：26人回答中「はい」が16人、「検討

中」が7人、「いいえ」が3人。「はい」の中

には、「日常で三味線や踊り、落語に今

まで以上に興味を持つようになった」「能

や日舞、落語の公演で一流の場所で一

流のものが見られたこと、実際に体験して

いるためにその価値が子供にも良くわかり、

芸を極める難しさや厳しさなども感じとっ

ていた」など活動を通して伝統芸能をより

身近に感じられるようになった意見が多

数。検討中といいえ10人は、高校受験

や中学校進学にあたり学校のクラブ活動

と並行が困難である等、継続はしたいが

物理的な制約理由が多かった。

■伝統芸能への親和性や参加感をより

高めることを狙い、自分自身で浴衣の着

付けを行うことを必須とし、毎回所作の

指導から丁寧に行った。■複数ジャンル

の芸能を体験できる特徴を生かし、三味

線と日本舞踊については、単科のみなら

ず、仲間の演奏で踊る「融合回」を設

け、一つの目標に向けて稽古をし、皆で

協力できるよう指導した。■演芸（落

語）においては、自分自身の高座名をそ

れぞれ考え、小噺を披露する場を設け

た。それにより、人前での発表に順応し、

伝統芸能の担い手の一人であるという意

識が芽生えた。■活動の様子は毎回終

了直後にSNSで報告、保護者にはメール

と写真を送付した。 

■近隣企業や区内芸術団体等と連携

し、子どもたちの活動ジャンルの拡大を図

るとともに、地域に点在する子供のための

様々な取り組みの発信を新宿区へ働き

かける。■本取り組みの実績をもとに、

複数年をかけ新宿区内での複数箇所、

面的展開をはかるべく、教育セクションや

関係部局、団体との調整を進める。■

都内で地域文化倶楽部を実施する芸

団協関係団体や民間・大学など、倶楽

部団体が合同で取り組める活動を模索

し、子供たちが様々な活動に興味関心

を持てるような素地をつくる。■持続的

運営、プログラム構成の多様化など目標

達成のためのクラウドファンディングの活用

検討。

活動場所

芸能花伝舎（東京都新宿区）

参加生徒の基本情報

・人数：小4から中3まで32人

・活動日：隔週火曜1時間

指導者の基本情報

会員組織である専門芸能団体から

ジャンルに応じて実演家1～５名の

指導者派遣

活動財源

・参加費 活動1回あたり1,500円

・文化庁事業委託費   255万円

運営主体： 公益社団法人日本芸能実演家団体協議会（芸団協）

事業目標： 長期的には、子どもから大人まで、伝統から現代まで多様な文化芸術を

楽しむことができる総合的な文化芸術クラブを目指す。設立3年間で、子

どもが伝統芸能を総合的に体験し学べる内容およびクラブ運営体制の確

立を目指す。

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_15.pdf
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あだちっこくらぶ

あだちっこくらぶ デジタルミュージック部（東京都足立区）No.15

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_16.pdf

１ 趣旨

子供向け施設であるギャラクシティを拠点に「あだちっこくらぶ（地域文化倶楽部）」を実施。

家庭の経済状況に関わらず子どもたちが文化芸術活動に触れる機会を提供することにより、自己肯定感の向上につなげる。

２ 目的

本事業では、小中学生を対象としたクラブ活動のモデル事業を実施し、子どもの頃から文化芸術に触れることで、自己肯定感の

向上につなげる。

ギャラクシティ指定管理者が実施している「Gがくえん（中高生のための居場所づくり）」への切れ目のない事業体制を構築する。

３ 事業内容

（１）対象

小学３年生から中学３年生

（２）内容

主に音楽関連（デスクトップミュージックなど）の指導

（３）事業回数等

２講座×月２回×８か月 計３２回程度実施 （契約日から令和４年１２月までの約８カ月間）

主な活動種別

音楽

活動形態

アーティストによる指導

講座内で使用している音楽制作ソフト

ウェア「ガレージバンド」への理解が深まり、

論理的且つプログラミング的思考で作品

制作にあたる生徒が増えた。

音楽に対する意識も初期は消極的な意

見も多かったが、講座が進むにつれ大きく

変化し、一層積極的に独自にアレンジし

作品を制作するようになった。

児童・生徒への指導に関する工夫

「ガレージバンド」での作曲にあたり、

アプリケ―ション内で使用している楽器(ド

ラムやギター、ピアノなど)を画面上だけで

なく、実物の楽器も活用し、実際に演奏

することでより理解を深めることができる環

境を用意した。

その時々の生徒の理解度や作品制作状

況に合わせ講座の内容を変更・調整し、

より円滑に講座の進行を行った。

講座進行・作品制作をする上でのマニュ

アルや持ち帰り用の資料を用意し講座

時間外でも学習ができるよう着手した。

年間を通しての長期的講座の為活動へ

の参加意欲を維持することが難しい。

事業内容は充実しているが参加者によっ

ては合う合わないがあり途中で辞めてしま

うケースもある。また連続講座であるため

途中からの参加も厳しく結果的に全体の

参加率への影響も出ている。

定期的に開催し、都度参加者を募集す

ることにより、多くの子どもたちに文化芸

術活動に触れる機会を提供することがで

きるような講座のパッケージ化等の対応を

検討。

活動場所

・ ギャラクシティ

参加生徒の基本情報

・人数：小学３年生～中学３年生

水曜日コース 9名

土曜日コース 10名

・活動日：各月２回 １時間

指導者の基本情報

・小澤 正澄

(作曲・編曲・サウンドプロデューサー)

株式会社BARZHOUSE所属

1名 15,000円/1時間

活動財源

参加費 無料

文化庁事業委託費 110万円

運営主体： みらい創造堂 代表企業 ヤオキン商事株式会社

（申請者：足立区役所）

事業目標： ギャラクシティを拠点に子どもたちが文化芸術活動に触れる機会を提供

することで、自己肯定感を育む新たな受け皿を創設する。

ギャラクシティ

コーディネーター

／サポートスタッフ

児童

足立区

講師

指導

会場使用料支援

委託料

謝金

機会

運営

連携

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_16.pdf
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一般財団法人 民族衣裳文化普及協会
（東京都文京区、愛知県名古屋市）

No.16

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_17.pdf

当協会は公益法人として運営している安心の団体としてきもの等の販売はなく、きもの文化

を後世に正しく伝え広める事が目的の法人です。

令和4年度地域文化倶楽部創設支援事業を通じて地域における文化系活動の拠点を作

り日本の将来を担う未来ある若者を育成する取り組みをスタートさせた。

主な活動種別

着物（歴史、着付）

活動形態

活動体験

・学習指導要領の改訂により和服に関する

内容がより充実する一方、指導する学校の

教員が不足で十分指導することができない現

状のなか本講座を開講しリアル感の創出によ

り、和服とりわけ和文化への造詣が深いこと

が分かった。

・学校側にとって運動系だけでなく文化系の

多様な学びの創出として見直す契機となった

ように考える。「着付け」というジャンルがあれ

ば、和文化を学ぶ機会作りに繋がるものと考

える。

・また教員の働き方改革から言えば、教員の

負担軽減となったことは周知のとおりである。

・地域協力者を探し、お手伝いをいただくこ

とで、地域との連携がより密になった。

・活動時間等の在り方等について 密を避

け、午前・午後で分けることでのコロナ対策、

使用する備品等の圧縮を行った。

・生徒たちの募集について 区教育委員会

の後援を取り、後援事業として取り組んだ。

とくに文京区は最後の交流会に文京区長

にも視察にこれらたなど行政との繋がりにも

なった

・地域、保護者、教育機関等との連絡調

整について地域協力者の力で地域交流会

には多くの参加者招くことができた。

とくに文化系は地域に移譲して地域のその道の

有力者からの学びを享受させることが大事である。

学校内ではやはり限界がある。あとは国として補

助金を出しスタートから１年程度のランニングコス

トをねん出し、その後は会費でまかなっていく仕

組みが求められる。当協会では以下にて取り組

むことが可能である。

２０２４

子どもおよび親子で学べる文化系

（着付け、マナー）学びの場を創設

２０２４～

５年計画にて 開設拠点を順次増やす

活動場所

2箇所

・文京区： ホテル椿山荘東京

・名古屋市：熱田神宮会館、

  熱田神宮

参加生徒の基本情報

・人数：文京区内小学校14人

  文京区内中学校  6人

  名古屋市内小学校 8人

  名古屋市内中学校 6人

・活動日：主に土日開講

 1回2時間✖6回✖2箇所

※名古屋市はＡＢ分かれて開催

指導者の基本情報

着付指導者 7名  2,500円/時間

着装実演者  11名   2,500円/時間

活動財源

・会費 0円/月

・当協会にて負担    3万円

・文化庁事業委託費  110万円

運営主体： 一般財団法人 民族衣裳文化普及協会 文京区・名古屋市

事業目標： ・目標人数である親子10組20名×2箇所の集客

・着付け技術の向上（きものが着られる、歴史等の理解度がある）

・発表会（地域との交流会）の開催

・神社との連携で神社の存在や役割が理解される（名古屋）

・地域が好きになる

【文京区】

・４０名（小１４名、中６名、保護者２０

名）の親子の参加のうち、きものが一人で着られ

る方 子ども２０名中、１７名 親２０名中、

１８名と、当初目標としていた７０％以上の結

果を得られた。また地域（文京区）の魅力を

知った方４０名のうち８０％に当たる３２名が

該当。

【名古屋市】

・２８名（小８名、中６名、保護者１４名）の親子の参加のうち、きもの

が一人で着られる方 子ども１４名中、１３名 親１４名中、１４名と、

当初目標としていた７０％以上の結果を得られた。また地域（名古屋市）

の魅力を知った方２８名のうち８０％に当たる２２名が該当。

・違う学校の子どもおよび親同士が横の繋がりを持てたことも付記しておく。

・上述したが「着付け」というジャンルの部活動は存在しないが、これからの日本

を担う若者にとり間違いなく必要不可欠な教えと学びになると思われる。

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_17.pdf
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おそきウインドアンサンブル青樹（東京都青梅市）No.17

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

一般吹奏楽団への中学生の参加

基本週一回 土曜日 17:00-22:00

練習内容

個人練習・パート練習・セクション練習・合奏など

主な活動種別

吹奏楽

活動形態

一般吹奏楽団への参加

学校によっては、顧問は全く立ち会い

をすることなく青樹の活動（合同部活

動も含む）を行うことができた。（ただ

し、そこには他校顧問が連絡をとるなど

新たな負担が増えていることも事実であ

る。）

学校の施錠に関しては、団員の中に

部活動指導員を配置することで顧問の

立ち会いを無しに活動を行うことができ

ている。

今年度の活動を通して、青樹として

中学生を受け入れながらの活動は7年

目になるが外部に向けてこの活動が世

に知らされる良いきっかけになった。

音楽大学で専門教育を学んでいる

地元の学生に指導を受けることで、技術

だけでなく進路の相談に乗ることもできて

いる。

部活動ではなく、学校の枠を超えた

枠組みの中で一生懸命に音楽と向き

合うことで中学校だけで音楽を終えるの

ではなく生涯に渡って音楽を楽しむこと

ができている。

楽器の保管場所として空き教室を利

用。

一般教室は使用せず、校舎内の一

番端に位置している縦の同線の視聴覚

室、図書室、音楽室等を使用し、職員

室前を通る職員玄関は使用せず、体育

館横の入り口のみ使用。

費用面：今年度と同じように活動しようとすると、私費でかなりの金額を集め

なくてはならなくなってしまうことが確実となる。

連携面：現段階では、学校長を中心に、顧問、部活動指導員、団員と連

携がとれているが、校長も顧問も永続的なものではないため、教育委員会が

間に入って関わっていかないと、それは偶然の産物にしかならないのではないか

と危惧している。

施設面：現在は空き教室に楽器庫を作り使用させていただいているが、学

校そのものが統廃合するのではないかと思うと、未来への課題は多い。光熱費

が年々上がっていく中で、団として「このまま教室（冷暖房）を使用していて

いいのかな？」と疑問に思う瞬間があり、なにか取り決めも必要に感じる。

備品面：学校備品の楽器は古く、故障してしまったときに、それは経年劣化

によるものなのか、それとも使用者の不注意なのか、またその修理費用は、学

校楽器だから公費なのか、地域のバンドでの使用だから私費なのか、判断に

困るケースが多々みられた。

上記全ての課題において、教育委員会（指導室）との連携が十分で無く、

今後自立して運営を行うためには更なる連携、協力が必要不可欠と考える。

活動場所

・ 青梅市立第六中学校 音楽室

ほか

参加生徒の基本情報

・人数：青梅市立第六中学校1名

青梅市立吹上中学校4名

青梅市立第二中学校3名

・活動日：毎週土（日）曜日 ５時間

指導者の基本情報

４名 5,100円/時間

1,500円/時間

活動財源

・団費 中学生 500円/月

・文化庁事業委託費  147万円

運営主体： おそきウインドアンサンブル青樹

事業目標： ・指導･連携の中心人物が市外で勤務する中でも、従来のような活動を持続できる体制を

整えること。

・団そのものの新規指導者確保と、団内から市内各吹奏楽部の指導に関われる人材の増

強。

・大編成吹奏楽による魅力発進と、それに伴う市内吹奏楽部員数･本活動に参加する中

学生吹奏楽部員数の増加

・従来保護者･団が負担してきた費用の軽減

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_18.pdf

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_18.pdf
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社団法人江東すみだ大道芸協会
（東京都江東区） 

No.18

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_19.pdf

実施実績 （通算10回実施）

2022年4月10日(日) 11:00～17:00 三代豊国五渡亭園(堅川河川敷公園内)

2022年5月3日(火)、4日(水)、5日(木) 11:00～18:00 白鬚橋上流水辺テラス

2022年6月5日(日) 11:00～18:00 白鬚橋上流水辺テラス

2022年11月20日(日) 10:00～17:00 白鬚橋上流水辺テラス

他、年明けの開催予定は準備をしていたものの、雨天並びに関係者新型コロナウイルス感染により中止

主な活動種別

芸能

（伝統芸能を含む）

活動形態

体験型ワークショップ

「生でみて触れて感じる」とうことを大切に

することによって、「芸能を通してその人の

生き様を感じる」ということに気づいてもら

えたと思う。プロにこだわるのは、技術が

上手いという事だけではなく、人生を一つ

のことに費している姿を見せことにより、そ

の人の本当の人柄を感じることができると

いうことだ。もちろん、現代では一つのこと

を追求して仕事にするだけで無い、多様

な働き方もある。しかし今回は、学校部

活動では体験できない、青少年にひとつ

の世界を体験型ワークショップ及び無料

鑑賞の機会を与え、これからの新しい課

外活動の道を実験的にだが実現すること

ができた。

芸能を観たり体験するだけでなく、違う年

代の方とも共感をすることによって、広い

コミュニケーションを図ることができる。普段

の部活動では経験することのない、人と

人との繋がりを感じるところまでが今回の

工夫点である。青少年からは満足の声を

たくさん聴くことができた。ワークショップと

して体験した技能を、プロ講師の無料鑑

賞実演として見せるところまで行なったの

で、通常の学校部活動以上の本格的な

体験をすることができたと思う。今回は、

様々な日本や海外の伝統芸や芸能を

感じて学ぶのが目的であるが、どれかひと

つに対して専門的な学びをしたい青少年

には、プロ講師と直接対話をして今後の

道などを提案することができた。

定期的に活動を今後していくにあたり、

場所及び人手の確保が必要である。当

協会が主催となった場合に、区の公共

会場が減免対象と認められないことが

あった。これは国が行う地域事業なので、

文化庁が都や区と連携して頂けると、

我々民間の団体がより動ける幅が広がっ

ていけると思う。新型コロナウイルスの影

響が続く事もあり、一度にたくさんの体験

をさせられないなどの現実があり、予想よ

りも現場での運営スタッフや講師数が必

要となることである。今後基盤となる収

入面を確保していかないと、このような部

活動に代わり、無料で芸能体験や芸能

鑑賞のコンテンツを与えることを継続して

いくのは難しいと思う。

活動場所

・堅川河川敷公園内/白鬚橋上流

水辺テラス

参加生徒の基本情報

・人数：近隣中学校（桜堤中学校

や第三亀戸中学校など） 20人

・活動日：不定期日曜 6時間

指導者の基本情報

プロ芸能者 2名 5,100円/時間

指導者の募集方法

指導員：専門チームより選抜

ボランティアスタッフ：インターネットや

張り紙にて募集

運営主体： 社団法人江東すみだ大道芸協会

事業目標： 亀戸を中心とした江東区・墨田区を中心とした地域の人々に、心のコミュ

ニケーションとなるような芸を届けることを目的とした大道芸協会。

大道芸協会

地域の協力者
(五の橋豊国通り商店会等)

近隣の中学校青少年

呼びかけ呼びかけ

活動財源

参加無料の為無し

文化庁事業委託費 110万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_19.pdf
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特定非営利活動法人シアタープランニングネットワーク
（東京都多摩市、小金井市ほか）

No.19

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_20.pdf

オンライン・セミナー

「スコットランドの事例に学ぶユースシアターの活動と可能性」

日時 令和４年８月３日（水）18:00－20:30

参加費 1,000円／参加者数 30名

スコットランドのユースシアターをけん引する二人のエキスパートからタイプの異なる

ユースシアターの活動の理念と実践をお話しいただきました。幅広い参加者

（公立文化施設担当者、ワークショップリーダー、アーティスト、アートマネジャー、

研究者、社会教育従事者等）を得て、積極的な議論が展開されました。

講師 スティーブン・スモール／レイチェル・スミス

ドラマ・ワークショップ「演劇で物語の世界を旅してみよう！」

日時・会場 令和4年8月8日、10日 パルテノン多摩（多摩センター）

  令和4年8月22日、23日 スタジオアムリタ（吉祥寺）

「だるまさんが転んだ」のゲームから宮沢賢治の「注文の多い料理店」の世界を

探求していく演劇ワークショップ。協働しながら、表現を紡ぎあげていきました。

参加費 1,000円（2日間）

講師 鈴木アツト（劇作・演出／劇団印象）

アシスタント 中村真季子（俳優）

演奏 FUARI 緒方理麻（バイオリン）、松坂史子・木村綾香（ピアノ）

ミュージカル・ワークショップ「ミュージカルで新しい自分と出会おう！」

日時・会場 令和4年8月18日、19日 パルテノン多摩（多摩センター）

  令和4年8月25日、26日   スタジオアムリタ（吉祥寺）

参加費 1,000円（2日間）

ミュージカル「マチルダ」を使って、歌唱とダンス、アンサンブルとメインの両方

の表現を学びました。わずか2日間でダイナミックな作品へと発展させていき

ました。中高生は遠方からの参加者が多く、静岡県や愛知県等、宿泊を

伴う参加者がいたことに驚かされました。

講師 大塚幸太（演出、振付／桐朋学園芸術短期大学特任准教授）

演奏  FUARI木村綾香（ピアノ）、緒方理麻（バイオリン・歌唱サ

ポート）

主な活動種別

演劇（ミュージカル）

特定非営利活動法人シアタープランニングネットワーク（総括、連携調整）

特定非営利活動法人多摩子ども劇場（多摩地区における広報協力）

ユニークユニオンミュージカル（講師、広報）

劇団印象（講師）

ふあり（音楽講師）

海外：Strange Town Youth Theatre Company他（オンライン・セミナー）

活動形態

オンラインセミナー

ワークショップ

保護者からの強いニーズを知るところとなりまし

た。学校行事のほとんどがなくなってしまい、表

現したりする場が一切奪われてしまった（小3・

女子）；オンライン化により学校に行く必要

が感じられなくなり、不登校になった（中3・女

子）…等々である。特に、ドラマのワークショッ

プについては、多摩センターでも吉祥寺でも共

通して小学校低学年の参加申込者が多かっ

たのは、すべての学びや遊びに制限を加えられ

てきた子どもたちに対する保護者の危機感の

表れだったと思われます。ミュージカルについては、

千葉、愛知、静岡等、遠方から参加する中

学生、高校生もいたことを付記しておきたいと

思います。

・少人数でも実施することを決め、きめ細かい

対応に努めました。少人数の場合には、子ど

もの緊張をほぐすためにも、プロの俳優らの協

力も得ました。

・英国の芸術団体で徹底されているチャイルド

プロテクションの考え方を講師、スタッフに徹底

いたしました。

・即興をも含む、生演奏を取り入れることで、

活動の幅、柔軟性、深みを増やすよう努めま

した。

・今後、文化庁ならびに自治体の支援が得ら

れるメドがないなかで、民間財団等の支援を

得ながら、細々と実践を積み、基盤整備を続

けていきたいと考えています。パルテノン多摩は、

民間に比して安価ではありますが、このような

活動に対しての減免措置も、協力もありませ

ん。

・参加費を低く抑えるとともに、経済的困難な

生徒たちのための「奨学金制度」を準備しまし

たが、プレゼンテーションをするはずの校長会が

オンライン化し、きちんと説明する時間が得ら

れなかったため、該当者は得られないままと

なってしまいました。学校の理解を得る努力を

続けたいと思います。

活動場所

・ パルテノン多摩／スタジオアムリタ

参加生徒の基本情報

・人数： 26名

・活動日：夏休み

指導者の基本情報

・鈴木アツト（劇作家・演出家）

・大塚幸太（演出家・振付・桐朋学

園芸術短期大学特任准教授） 他

計7名 5,100円/時間

活動財源

・参加費 1,000円／2日間

・教師、アーティスト、保護者対象の

オンラインセミナー参加費 1,000円

運営主体： 特定非営利活動法人シアタープランニングネットワーク

事業目標： 教員のオーバーワークを減らすとともに、学校の中にある「スクール・カースト」や、学年等による

上下関係といったネガティブな要素を排除し、青少年にとって「安心できる環境」と「優れた指

導者」のもと、英国やオーストラリア等で広がるユースシアターの活動をモデルにとりながら、とり

わけミュージカルや青少年を中心に考えた演劇を活用して、コミュニケーション能力・協調性・

表現力・発言力・五感力・創造力そして「人間力」を育てることを目的としています。

・商業主義的なタレント養成所とは異なる日本に即した理念・実践を確立し、周知させ、学

校教育を補完する役割とともに（ex 学習媒体としての演劇）、差異を明確にすること。

・外国にルーツをもつ子ども、学校のクラブになじめない子ども、軽い障がいをもつ子どもを排

除することなく守る等、チャイルドプロテクションの理念の共有と徹底すること。

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_20.pdf
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公益財団法人せたがや文化財団（東京都世田谷区）No.20

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫

見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_21.pdf

区立中学校29校のうち8校にしか演劇部が存在しておらず、さらに減少する恐れも大きいと

いう現状に危機感を抱き、せたがや文化財団（世田谷パブリックシアター）が主体となって

地域の受け皿となる事業の必要性を認識したことをきっかけとして、今回の活動を計画した。

「世田谷パブリックシアター演劇部」は16回のワークショップ（区大会当日、振り返りを含

む）を実施し、その中で創作した作品を令和4年10月29日、30日に実施された「第51回

世田谷区立中学校演劇発表会」において発表した。また、同発表会に参加した区立中学

校6校の演劇部に対し、演出・技術プランニング支援を実施した。実施にあたっては、世田

谷区教育委員会、世田谷区立中学校長会、世田谷区立中学校教育研究会（世中

研）と緊密に連携をとった。

主な活動種別

演劇

活動形態

ワークショップ

演劇部が存在しない学校の生徒に

演劇部活動の機会を提供すること

ができた。演劇部は、不登校の生

徒の居場所として機能している部

分があるが、そうしたシェルターが存

在しない学校の生徒に対して、同

様の機能を提供することが可能と

なった。また、演出・技術プランニン

グ支援により、専門的な知識・技

術がない顧問の教員の負担を大

幅に軽減することができた。

世田谷パブリックシアターにおいて経験を

積んだ若手の進行役に指導を依頼し、

生徒たちとの距離を縮める工夫をおこ

なっている。メインとなる秋のコースには1

名の主任進行役に加え、サブの進行役

を配し、きめ細かな指導をおこなう体制を

整えた。実際の進行にあたっては、コー

ディネーターも積極的にワークショップに参

加し、一人一人の生徒に目が届くように

配慮した。また、会場として、演劇・舞踊

の専門施設である世田谷パブリックシア

ター稽古場と、生徒たちが身近に感じ、リ

ラックスして取り組むことができる学校施

設（世田谷区立砧中学校ランチルー

ム）とを組み合わせて使用した。

世田谷区内に学識経験者、区立中学校校

長・教員、保護者代表、区職員等で構成さ

れる「世田谷区立中学校部活動地域移行

に係る検討委員会」が設置され、せたがや文

化財団もこれに参画している。同委員会は

令和4年10月、12月、令和5年1月、2月と

すでに4度の会合をもち、学校部活動の地域

移行の具体的方策を議論している。その中

で、本年度実施したスキームをもとに、令和5

年度には公益財団法人せたがや文化財団

が世田谷区教育員会から受託する形で引き

続き地域移行のパイロット事業として展開す

る方向で検討がおこなわれている。

活動場所

世田谷パブリックシアター稽古場

世田谷区立砧中学校ランチルーム

参加生徒の基本情報

・人数：世田谷区立 三宿中学校、

八幡中学校、玉川中学校、駒沢中

学校、富士中学校、深沢中学校、

千歳中学校、上祖師谷中学校、瀬

田中学校 他 59名

・活動日：初夏（1日）、夏（2

コース各3日）、秋（16日）

指導者の基本情報

ワークショップ進行役

3名   5,100円/時間

演出プランニング支援

1名 10,000円/時間

指導者の募集方法

団体実施のワークショップ等において

優秀な実績を上げている指導者から

選抜して契約した。

運営主体： 公益財団法人せたがや文化財団

事業目標： 演劇部が存在しない世田谷区内の中学校に通学する生徒を中心として

「世田谷パブリックシアター演劇部」を設置し、質の高い文化芸術活動へ

の参加機会を設定し、区立中学校演劇発表会における発表・共有の場

を提供するとともに同発表会に参加する中学校演劇部の指導者に対す

る技術プランニング支援を実施する。

活動財源

・会費  初夏    500円

夏    1,500円

秋    8,000円

・文化庁事業委託費   150万円

・団自己資金等           67万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_21.pdf
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玉の緒会（東京都港区）No.21

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_22.pdf

横浜にぎわい座での披露会を目標に、三味線・箏・日本舞踊の３カ月講座を開催

8月～10月の月2回（土曜日、日曜日のいずれか）各2時間

披露会10月30日

主な活動種別

三味線、箏、日本舞踊

組織図・スキーム図等

活動形態

活動体験

❶3カ月という期間限定

❷楽器レンタルで自宅での練習

が可能となり

❸披露会の明確な目標設定が

あること

で短期間ながら参加しやすい充

実した講座ができた。

・楽器レンタルの助成は大変喜ば

れた。

○児童・生徒への指導に関する工夫

・三味線・箏の楽器は初回に調弦や楽器の扱いを説

明、自宅学習への移行を可能にした。

・情報共有や自宅練習の補助教材としてLINEや

Youtubeを活用。調弦や指遣いなど質問も随時受付

双方向のやり取りができた。

・三味線・箏は複数の指導者を配置することできめ細か

い指導ができた。

・稽古開催日を土日午後に実施・参加しやすい日時を

設定した。

○運営上の工夫

・広報は開講2か月前より公益財団法人横浜市芸術

文化財団に依頼。横浜能楽堂友の会、横浜市文化

施設へのチラシ配布を協力いただいた。また稽古会場

周辺へポスティングを行った。またSNSでも拡散。

・受講者募集時期がコロナ第７派に当り応募状況が

芳しくなかったため、募集時期を延長。後からの参加者

には補講を設定した。

・披露会を横浜邦楽邦舞家協会の公演に組み込むこ

とにより、より多くの観客に活動を周知できた。

・箏は講座用は毎回講師が会場までレンタル箏を運搬

した、自宅用のレンタル箏は地元楽器店と連携、受講

者の自宅まで運搬してもらえた。

○継続的な運営に関する課題・展望

・公益財団法人横浜市芸術文化財団の協力で

稽古会場の優先確保。

・参加者数の伸び悩んだ原因として横浜の文化

施設・商業施設が集中する地区での開催に原因

があるのではないかと考えている。次回以降は比

較的小中学生の在住率の高い地域での展開を

考えたい。

・横浜邦楽邦舞家協会の協力により、長唄三味

線を専門とする一般社団法人玉の緒会の他に

箏・日本舞踊の専門家に指導を依頼することがで

きた。

○令和５年度からの学校部活動の段階的な地

域移行に関する方針・提案

・公ＮＰＯ法人ＳＴスポット横浜、公益財団法

人横浜市芸術文化振興財団、横浜市教育委員

会、横浜市文化観光局が連携・協働している【横

浜市芸術文化教育プラットフォーム】の学校プログ

ラムの放課後の受け皿となるべく展開していきた

い。

・横浜市の比較的小中学生の在住率の高い地

域での展開。

・継続して横浜邦楽邦舞家協会の協力を得る。

活動場所

・ 横浜にぎわい座・横浜能楽堂

参加生徒の基本情報

・人数： ４人

・活動日：月2回 ２時間 計7回

指導者の基本情報

横浜邦楽邦舞家協会員

 6名 5,100円/時間

指導者の募集方法

横浜邦楽邦舞家協会会員による

運営主体： 一般社団法人玉の緒会

事業目標： こども達が身近な場所で継続的に伝統芸能に触れられるよう、その受け

皿となる連続講座を私たちが提供したいと考え、三味線だけでなく、日本

舞踊、琴の体験機会を提供し、興味関心に合わせて参加できるようにし

ていく。

活動財源

・会費  1,200円/回

・文化庁事業委託費  130万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_22.pdf
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一般社団法人プレイキッズシアター（東京都練馬区）No.22

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_23.pdf

主な活動種別

演劇

活動形態

ワークショップ

小金井市内の公立学校全員に公募チラシを配布し

たところ、定員を超える応募があったことからも希望する

生徒が多いことが伺える。日頃、脚本や小説を書いて

いる子ども達なども参加しており、舞台の脚本や構成な

ども、専門家たちと共に体験できる場にもなり、芸術文

化活動を多角的に技術指導することにも繋がった。

活動場所である小金井市内にある「東京学芸大

学」で演劇や表現教育を専攻している学生たちが実施

研修として、当プロジェクトに３名参加。将来教員にな

る学生もいたため、指導のための研修制度も試験的に

実施。子ども達の芸術体験を部活動として地域が支え

ていく点や、また教員たちへの指導などついて話し合いが

もたれ、3年目へ向けて繋がる活動が今回行えたことの

成果も大きい。

子ども達は音響・照明・美術の専門家スタッフとの交

流も図り、舞台を支える専門家たちの仕事についても

学び、総合的に文化芸術に触れる機会にもなった。参

加者からのアンケートからは「またやりたい」「積極的に

なった」「違う学校の友だちと舞台が創れて自信がつい

た」「表現力がついた」などの声が集まっている。

実績を積んだ2年目の継続したプロジェ

クトであることを活かし、知名度をあげる工

夫を行ったことで小金井在住の演劇関係

者たちからのコンタクトが増え、地域の指導

者の繋がりが強化され、ネットワーク構築が

さらに充実した。またこの取組みに賛同をし、

積極的に現場でサポートをしてくれる保護

者が2年目は増えるなど、運営を支える層

が充実した。

指導者たちは、技術をただ教えるのでは

なく、子ども達の自発的な取り組みを最大

限に活かし、子ども達に寄り添いながら活

動ができる専門家たちを招聘。

参加者の中には、不登校の子ども、学

校でいじめられている子ども、発達障害の

子どもたちも含まれていたが、この芸術体

験を通して、子ども達が見事に舞台で表

現をし、芸術文化体験が子ども達に与え

る学びの大きさを、関係者たちは目の当た

りにすることにもなった。

当プロジェクトは小金井市・小金井市

教育委員会・小金井子育て・子育ち支援

ネットワーク協議会・小金井市立小中学

校PTA連合会の後援。また小金井地域

部活動文化スポーツ支援機構・特定非営

利活動法人遊び・文化NPO小金井こら

ぼ・小金井三小おやじの会の協力で実

施。これらの団体に加えて、現役の教員た

ちが加わり、こがねい子ども創作舞台プロ

ジェクト実行委員会を結成した。

多くの方が関わることで注目を集め、東

洋経済新聞オンライン版教育特集に、当

プロジェクトが特集され報道されることにも

なった。しかし知名度が増し、実行委員会

が結成され、機能し始めたとは言え、やは

り財源の問題が解決できておらず、目途が

立っていない。実行委員会として３年目の

プロジェクトをどのように運営していけるの

か、課題は残る。

活動場所

・ 小金井市内公共施設など

参加生徒の基本情報

小金井市小中学生 22名

・活動日：祝日・土日

  年10ー15回

指導者の基本情報

講師 年8-10回程度

・ワークショップ指導者 5名

・地域スタッフ 2名

  10,000～15,000円/回

指導者の募集方法

地域スタッフは公募

指導者は外部人材として、子ども達

との活動の経験値がある人材を実行

委員会が選定。

運営主体： こがねい子ども創作舞台プロジェクト実行委員会

（一般社団法人プレイキッズシアター）

事業目標： 学校のクラブ活動として舞台芸術活動の実施が難しい現状の中、複数

の小中学校と地域、行政そして専門家がチームとしてタッグを組み、公

募で集まった子どもたちが自分達で舞台作品を創り上げ、地域で質の

高い公演を行い、地域の人たちに鑑賞してもらう機会を創り上げる。

小金井市内公立小中学校全校に応募チラシを配布

申し込み

＊定員20名に対して、30名の申し込みがあったため、抽選により22名に絞り活動。

＊定員がある理由：

①予算不足（講師の人数が確保できない。また会場を借りる場合の予算）

②部屋とホールの定員（新型コロナウィルスにより、活動人数に制限があるため）

活動回数：ワークショップ14回 舞台公演2回 （合計1６回活動）

10月～12月（約3ヶ月）表現ワークショップ・稽古

12月28日 舞台発表

活動財源

当日舞台発表応援チケット代

大人 1,500円×48人

子供 1,000円×38人

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_23.pdf
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渋谷ジュニアジャズクラブ（東京都渋谷区）No.23

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_24.pdf

６月１８日～２月２５日まで２５回の活動を行いました。

開催時間は１４：１５～１５：４５の９０分で学校の部活動との両立をしやすい日程として土曜日としました。

集まった生徒の楽器構成は、ギター２名、ベース２名、トランペット１名、サックス２名の計７名で、想定していたより

も初心者が多く、大半が担当楽器の演奏自体未経験でした。そのため本来予定していたジャズの即興演奏の前に、

楽器演奏の基礎から指導する必要がありました。全ての楽器に対応できる講師陣を手配していたので対応できましたが、

手配講師人数を当初毎回２名の計画だったところを２．５名程度に増やす必要がありました。コロナの影響や各学校

の土曜授業の関係から欠席者も多く、実質の活動は平均３～４名で実施しました。

年間での活動目標を当初は「ジャズのブルース進行を理解し、アドリブソロを２～３コーラス演奏できる状態」としましたが、リズム面において中学生により身近に

感じられるファンク・８ビートでの楽曲を軸に指導することに切り替え、ブルース進行ではなくワンコードでのリズムセクション演奏および、アドリブソロが目標に切り替

えました。

１１月～２月にかけて、ポップス系の題材を採り上げたところ生徒たちのモチベーションが向上し、それを受けて、最後の数ヶ月はポップス曲２曲を課題曲として

採り上げました。

最終日には保護者、友人、関係者を招いてスタジオでのミニライブ形式の発表会を開催しました。

当初予定していた「ジャズの即興演奏」以前の「音楽・バンドのアンサンブル」経験に重点を置いた活動となりました。標準的な中学生にとってはその方がなじみ

やすく、モチベーションも高く維持できるようでした。

主な活動種別

音楽（ジャズ）

活動形態

アーティストによる指導

特に後半、ポップス系のなじみのある楽

曲を課題曲としてからは生徒のモチベー

ション、上達度合いが高まり、最終日に

は楽器経験８ヶ月ながらミニライブ形式

で２曲を披露できるレベルまで成長しま

した。

週１日だけの活動ですので、吹奏楽部

の教員の負担を減らすことには簡単には

つながらなかったとは思われますが、指

導者を各楽器のプロ演奏家が担当する

ことで、教員ではカバーしきれないきめ細

やかな指導を行うことができたと思います。

・楽器経験のない生徒に対してはチューニング

の仕方、基本の奏法、必要な場合は購入楽

器のアドバイスなど、個別指導を行いました。

・ジャズの代表的な演奏家の音源を一緒に聞

く、講義も一部取り入れ、ジャズを身近に感じ

てもらう工夫をしました。

・即興演奏においては「間違い」は許容される

こと、周りの音を敬意を持って聴くことなど、ア

ンサンブルにおいて重要なマインド面についても

積極的に伝えました。

・最後の３ヶ月は生徒の意見も取り入れて

ポップス楽曲から技術的に可能な曲を２曲選

定して指導しました。

・毎回終了後に、楽譜や音源などの参考資

料をメールでも共有し、欠席した生徒のフォロー

に務めました。

次年度から地域での予算・企画に移行するとの事

で、早期から渋谷区の地域部活動をおこなってい

る「一般社団法人渋谷ユナイテッド」と連携につい

て協議していました。

しかしながら渋谷区ではどちらかというとスポーツに

力を入れている面もあり、来期渋谷区での予算確

保は難しいことがわかりました。生徒と保護者から

継続を希望する声は強いのですが、運営予算が

確保できないことから今期のみで活動は終了とせ

ざるを得なくなりました。渋谷区、渋谷ユナイテッド

などで予算あるいは活動場所の提供などの協力が

得られれば、再開することは可能です。その場合

「ジャズ」という枠組みは中学生にはやや敷居が高

いため「軽音楽部」「バンド部」という枠組みで、小

編成の音楽アンサンブルを行うことを目標にすること

も考えてよいかと思います。

活動場所

渋谷区内民間音楽スタジオ

（スタジオセオリほか）

参加生徒の基本情報

・人数：代々木中学校、本町学園、

鉢山中学校など 7人

・活動日：毎週土 1.5時間

指導者の基本情報

・プロ音楽家 ６名

  ５,０００円/時間

指導者の募集方法

知人プロ演奏家ネットワークから選出

運営主体： ミラレソ株式会社

事業目標： 「渋谷区 中学ジャズ部」(名称：渋谷ジュニアジャズクラブ）

渋谷区在住、通学の中学生を対象とした「ジャズ部」。現役で活躍してい

るプロの演奏家の指導を受けながら、アンサンブルの基礎を身に付け、ジャ

ズの本質である即興演奏を経験する。

HABUBAN運営委員会

ミラレソ株式会社（飯田雅春）

 事務局および監修・指導

指導者 ドラム 指導者 ギター

指導者 管楽器など

hirokimusic

廣木光一氏

毎回、楽器パートのバランスを考えなが

ら2名の指導者を手配

指導方針、カリキュラムなど助言

一般社団法人 渋谷ユナイテッド・・・・協力・情報提供

渋谷区教育委員会・・・後援

活動財源

会費       １３,０００円/年

文化庁委託費       １３０万円/年

団体自己負担金   ２,４５９円/年

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_24.pdf
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有限会社 劇団風の子（東京都八王子市）No.24

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_25.pdf

連携 劇団風の子、八王子子ども劇場、八王子市中学校教諭、八王子市立中学校

演劇部指導員、八王子市小学校教諭と連携を取り、５回の運営会議を持ち

話し合った。

参加者の募集 八王子市教育委員会後援をとり、市内の全中学生、小学校４年生以上の

全生徒にチラシを配布した。

前年度の参加者にはメールで連絡。

頻度・回数   ９月から２月、第２、第４土曜日（もしくは日曜日）

１回３時間程度の表現ワークショップや劇の稽古（16回）

会場 市立文化センター５回、劇団風の子稽古場９回。

リハーサルと発表公演は市立文化センターのホールで行った。

スケジュール   １～３回は、集団遊びや体を使ったゲームを行ない、心と体の解放、お互いを認識しての集団づくりを目指した。

４～６回は、作品について、テーマ、ストーリー、音楽、動きなどの絞り込み。

７～１３回は稽古と道具、衣装づくり。

１４回、ホールで稽古とリハーサル。

１５回、発表公演。

１６回、ふりかえりとまとめ。

主な活動種別

演劇

活動形態

劇団員による指導

・中学校の演劇部の先生、演劇部の指導者

がこの事業に参加。短時間での劇作を学ぶこ

とで部活にそのノウハウを持ち帰ることにより、

部活の時間の短縮などにつながる。

・発表会が近づくにつれ、子どもたちの活動に

対する真剣さ、緊張度が増した。協同して一

つの芝居を創ること、コミュニケーションの大切さ

を自覚することで、方法を自らあみだすに至っ

た過程は、参加した子どもたちにとって大きな

経験になった。一人一人、全員が達成感と自

己肯定感を得ることができた。

・本事業は最終的に演劇の発表を行い、90

人を越える観客に観てもらうことができた。その

ことにより地域の人々に本事業が周知された。

・演劇を一から手づくりすることを今回の企画

の中心において進めた。したがって、脚本、大

道具、小道具、衣装、音楽は参加児童・生

徒たちから原案を出してもらう。そのことでより

大きな達成感が生まれた。

・指導者の中に劇団の音楽担当者や美術担

当者を加え質の確保に努めた。専門的知識

のあるスタッフと関わりを持つことで、子どもたち

は、演劇における役者だけではない裏方の仕

事に直接触れ、知ることができた。

・保護者とは、1回、稽古参観日を持ち、各

練習日の前日に連絡を取り合い家庭での様

子などを確認して進めた。

・高尾山演劇倶楽部は参加費の設定を低く

している。そのため、多くの子どもの参加があっ

た。今後は行政や地域の民間企業と連携し

今回同様に多くの子どもたちが参加できる状

況を作り出したい。

・本事業は教員の負担軽減に留まることなく、

各地域に生きている人たちが生き生きとした文

化生活を送るような場を作り出すことではない

かと感じている。本事業が文化のプラットフォー

ム、地域の文化磁場、文化の居場所作り

（呼び名はいろいろ生まれると思うが）に発

展していくことを強く望む。

活動場所

・劇団風の子稽古場、市民センター

参加生徒の基本情報

綾南中学校2人、加住中学校１人、

小学生13人

毎週土曜日もしくは日曜日 3時間

指導者の基本情報

劇団風の子劇団員

2名  1,050円/時間

地域の演劇経験者

           1名  1,050円/時間

指導者の募集方法

運営団体の演出家、俳優等。

元劇団員にも指導を頼んだ。

運営主体： 劇団風の子 高尾山演劇倶楽部

事業目標： 演劇の集団創作を通して、子どもたちの表現力、コミュニケーション能力の

工場を目指し、自己肯定感につなげる。登校、不登校に関わらず、子ど

もたちが自分の居場所であると思える場を、演劇を中心に据えて提供す

る。

高尾山演劇俱楽部八王子子ども劇場

高尾山学園小中
浅川小学校

美山小学校

劇団風の子

八王子市立小学校

八王子市立中学校

活動財源

会費   20,000円×16名

発表公演チケット代 1,000円×90枚

文化庁事業委託費   130万円  

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_25.pdf
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有限会社青年劇場（東京都新宿区）No.25

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_26.pdf

青年劇場のプロの俳優・演出家によるワークショップと成果発表会（全８回）

前半はシアターゲーム、身体トレーニング発声方法、エチュード等のレッスンを中心にスタートさせる。

後半はシアターゲーム等を生かしながら、成果発表に向けたグループディスカッション、実践的な作品

の読み合せと共に、戯曲の読み解きを行い作品についても深めていく。

照明や音響などのスタッフワークについても青年劇場の専門スタッフを講師にして行う。

最終日には、それまでの努力と成果を実感できる場として、成果発表会を行う。

講師には昨年と同じメンバーを配置。専任の講師一名とアシスタント一名、劇団員がボランティアスタッフとして参加、

複数のスタッフで運営していく。これまので経験を生かし、参加者の個性を十分に発揮できるように、講師チームのディス

カッションを欠かさず、より良いプログラムの作成に務める。

主な活動種別

演劇

活動形態

ワークショップ

・募集チラシを見て、８名の中学生が申

し込んでくれた。

・日常で演劇に触れる機会の少ない中

学生たちに、段階を踏んで演劇文化への

理解を深めてもらい、興味関心を引き出

すことが出来た。

・それぞれ別の学校に通っている参加者

たちが、ワークショップを通して深いつなが

りを作ることができた。

・成果発表を行ったことで、参加者生徒

たちに、本格的な舞台に立ち人前で演

劇を行うという非日常の体験をしてもらう

ことができた。今回、不登校の中学生が

1名参加してくれていたが、ワークショップ

を重ねるごとにどんどん自己解放していき、

最終日には保護者も驚くほど堂々とした

姿で役を演じていた。

・生徒たちの募集について、新宿区と新

宿区教育委員会から後援名義を得て、

公立中学校全校生徒へのチラシの配布

を実施。また教育委員会を通じて校長

会やスクールコーディネーター、PTAなどにも

連絡を取り、昨年の活動報告書を用い

て取り組みの有効性を紹介しつつ、直接

生徒にアピールしてもらえるように依頼し

た。

・劇団の稽古場で行うことで、参加者に

本格的な設備の中で演劇に触れてもらう

ことができた。

・保護者にも活動を理解してもらうために、

ワークショップの見学を呼びかけたり、成

果発表を通して参加者生徒の様子を見

てもらう場を設けた。

・今回参加してくれた中学生や保護者か

ら、「次回もまたぜひ参加したい」「引き続

き実施して欲しい」という感想が寄せられ

た。様々な課題はありつつも、これらの要

望に応えるためにも次年度も実施できる

方法を検討したい。

・自治体の補助金制度や民間の基金な

どは活用できていないので、働きかけを行

うことが必要。

・劇団の稽古場で実施したことで、参加

者により本格的な体験を提供することが

できた。ただ、劇団のスケジュールによって

は日程を確保出来ないことも有りうるた

め、地域の公立文化施設で実施するな

ど、検討が必要。

活動場所

・ 青年劇場スタジオ結

参加生徒の基本情報

新宿中学校他 7人

毎週日 ２時間～3時間

指導者の基本情報

劇団員 １名  14,200円/20時間

劇団員 １名    5,100円/20時間

指導者の募集方法

劇団の企画として、劇団員に協力を

依頼

運営主体： 秋田雨雀・土方与志記念青年劇場   

事業目標： この事業を通して、演劇部のない中学校の子どもたちに演劇活動の場を

提供する。学校とは違った環境と人間関係の中で、子どもたちの中に眠っ

ているコミュニケーション能力を引き出し、共同して一つの事に取り組み、創

り上げる喜びと達成感を体験させる。

協同

青年劇場

参加
　　　指導 連携

中学生

呼びかけ

新宿区の中学校・教育委員会

新宿子ども劇場

活動財源

文化庁事業委託費  109万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_26.pdf
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C.C.C.THEATER（神奈川県茅ケ崎市）No.26

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_27.pdf

稽古：①本公演４か月前まで 毎月３回（日曜日）

②本公演４か月前から 毎月８回（土日）※配役や月によって、流動的。

発表：①本公演 年一回

②ミニ発表会 年１回～２回 ※保護者向けに実施。

主な活動種別

演劇、ミュージカル

活動形態

プロによる指導

対話をしながら、作品を作っていく過

程で、自分の意見や考えが採用または

認められる経験を積み重ねることで、

徐々に自己肯定感を育むことができた。

毎回稽古後に振り返りの時間を設けて

いるが、積極的な発言が出るようになっ

た。

参加メンバーへのアンケート結果から、

「自分の考えが、他者に聞いてもらえる、

受け入れられることで楽しさや自信に繋

がる」「思いやりは小さな幸せを生み出

します。それは学校社会でも大切で、

相手に気をつかうのではなく、想うこころ

がある人が、小さなことにも喜びその笑

顔が他の人をも笑顔にします。」といった

回答を得ることができた。

指導については、部活動に比べ、専門性の高い

指導が実施できている。プロによる演技、ダンス、歌

唱指導をはじめ、公演の舞台スタッフ全てにおいて、

質の高い人材を配置。

公演のメンバーヘアメイクについては専門学生と連

携し、教育機関の実習として貢献できるように工夫

している。 

活動時間等の在り方等については、対話を大切

にしているため、年齢によって時間を分けている。本

番前の稽古からは、全体稽古に切り替え、より多様

性を感じられる場の提供に努めている。

保護者に理解をしてもらうために、情報共有を徹

底している。手法としては、LINEアカウントの活用や

保護者会の開催をしている。

活動場所については、稽古人数によって、変更し

ている。人数が多い場合は公共施設を活用している。

・活動場所

公共施設の利用については、都度抽選であるた

め、スケジュールが立てづらいため、年間を通して

確保できるような仕組みを作る必要性を感じる。

・指導者

質を担保するのであれば、少なくとも平均水準

の給与を用意する必要がある。

ボランティアでやるのであれば、教員が部活指導

をしていた状況を外部に移しただけになってしまう

ため、根本的な解決には繋がらないと考え、収

益をどう生み出すかが課題であると認識。

・活動資金

どう捻出するかが、最も重要。持続可能な形に

するためには、市や県や国から予算が出ること、

または、活動組織に対し、活動場所や資金調

達の優遇措置も検討していっても良いかと考え

ています。

活動場所

・ C.C.C.THEATER稽古場

・市内公共施設

参加生徒の基本情報

・人数： 37名

・活動日：土日

（1～6時間、内容により変動）

指導者の基本情報

・C.C.C.THEATER講師

２名 1,600円/時間

・外部講師

２名 1,600円/時間

指導者の募集方法

関係者による紹介

運営主体： C.C.C.THEATER

事業目標： 【メンバー】

稽古と公演（年一回）を通じ、以下の点を醸成する。

・自分の意見や気持ちを伝えられるようになる。

・他者の話に耳を傾け、思いやりをもって受け入れられるようになる。

【保護者】

・子どもの成長において、演劇教育の有用性を理解してもらう。

【団体】

・約５年間活動を継続してきて、現在は茅ヶ崎市内さらにはそれ以外の小学校・

中学校からの参加者が在籍している。様々な地域での子どもたちや保護者のつな

がりは増えつつあるが、さらに学校や地域のコミュニティとの連携に力を入れ、子ども

たちのより豊かな芸術活動の普及を目指す。

活動財源

・会費等

①入会金：   １０，０００円

②会 費：    ６，０００円

（月謝）※５月～１０月

③会 費：    ８，０００円

（月謝）※１１月～２月

④公演参加費（衣装費・指導費）

   ３０，０００円

・文化庁事業委託費 １１０万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_27.pdf
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一般社団法人横浜若葉町計画（神奈川県横浜市）No.27

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_28.pdf

「大岡川はとば倶楽部」

参加人数：80名 8プログラム／15回

小中学生を対象とした舞台芸術体験クラブを実施。

「演劇」「落語」「人形劇」「映像」「パントマイム」など幅広い

ジャンルの舞台芸術を体験しながら、子どもたちの居場所つ

くりや部活動の地域移行についての実践、検討を行った。

保護者も可能であれば一緒に活動をして貰い、「子供のつ

きあい」から離れたところで保護者も創作やお芝居作りを体

験することが出来た。

講師には近隣で活動する文化施設職員やアーティストを起

用し、子どもたちや保護者に近隣の文化人材、文化資源

に目を向けてもらうきっかけづくりを行った。

「居場所プロジェクト」

月5日程度

年度の初旬にコロナ感染症が拡大

したことに伴い、予定していたプログ

ラムを年度末に延期せざるを得なく

なった。それに伴い、法人所有の劇場を公演や他のイベントのない日に

子どもたちの居場所として無料開放した。ただ開放するだけではなく、

幾つかのプログラムを実施しした。

本地域は治安が良いとはいえない地域であり、今後も子どもたちが安

心して遊べる場所として活用していきたいと考えている。

主な活動種別

演劇、舞台芸術

活動形態

近隣アーティスト等による

指導

「大岡川はとばクラブ」

「演劇」「落語」「人形劇」「映像」など幅広い

ジャンルの舞台芸術体験プログラムを実施。

休日の子どもたちの居場所つくりや、近隣で活

動する文化施設職員やアーティストを講師とし

て招き、保護者や子どもたちと地域文化を繋

いだ。小学校や中学校とも連携し、地域移行

の検証と実践を行った。

「居場所プロジェクト」

夏休み期間や平日の学校以外の居場所の

創出。

●小人数ならではの、子どもたち一人ひとりの

「やりたいこと」に沿った指導と運営。

●劇場の他のイベントと開催日をあわせたり、

一部プログラムを合同するなど、幅広い舞台

芸術を知ってもらうきっかけづくりを行った。

●「成果」ではなく、「やりたいこと」「プロセス」

を重視して、講師には指導に当たってもらった。

●保護者や、対象年齢より低い幼稚園の兄

弟も出来る範囲で活動に参加できる体制を

作った。

●部活動や課外活動の受け皿として機能す

べく、民間の施設として運営のための財源をど

うするかが課題である。

●近隣文化施設・団体との連携の仕方が見

えてきたので、活動を施設から少し離して有志

による地域の活動にして幅を広げられないか検

討している。

●地域機構に伴う学校や地域施設と情報交

換や連携のためには、施設側のコーディネーター

も必要だが、学校や地域施設側のコーディネー

ターも必要であり、双方の人材の育成の必要

性を感じている。

活動場所

・ 若葉町WHARF劇場

参加生徒の基本情報

・人数： 80名程度

・活動日：劇場空き日13時～17時

演劇プログラム 休日

指導者の基本情報

近隣アーティスト及び、子どもを対象

としたプログラムを実践している舞台

芸術関係者 20名

  プログラム講師 5,100円/時間

補助スタッフ 1,050円/時間

指導者の募集方法

近隣で活動する文化施設スタッフ、

アーティストから選定

運営主体： 一般社団法人横浜若葉町計画

事業目標： ●子どもたちの放課後や休日の居場所作り

●子どもたちに舞台芸術を体験してもらう「大岡川はとば倶楽部」を開催

講師を近隣の文化芸術人材や文化施設の職員に依頼し、子どもたちや

保護者に近隣の文化人材・資源に目を向けてもらうきっかけ作りを行う

活動財源

演劇プログラム 1,000円/回

文化庁委託事業費 130万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_28.pdf
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小田原こども舞台芸術クラブ（神奈川県小田原市）No.28

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_29.pdf

令和４年度においては、前期（４月～７月）と後期（９月～２月）の二期制として、

活動の内容に変化を付け、前期は能楽太鼓と謡の稽古を行うこととしました。前期は21名

（未就学児1，小学生4人、中学生9人、高校生7人）が参加。民間施設であるBLENDなどを利用して、8回の稽古実施。

7月10日には海に面したオープンな施設であるBLEND・PARKにて、前期おさらい会開催した。

後期の活動では昨年同様、袴能「和田酒盛」と仕舞、謡の稽古を行う。参加者は23名（未就学児1，小学生5人、中

学生10人、高校生7人）。市の生涯学習センターけやきを主に使用して、18回の稽古実施。そのうち1回は学習センターの大

ホールを使用しての公開稽古を開催。自由に観覧頂ける環境の中で演じることにより、人に見られるという感覚を通して、子供

達がそれぞれに責任感を感じ、どのように振る舞うべきかを考えるようになった。そのため、2月11日に久良岐能舞台（横浜

市）で行った発表会では、公開稽古からの十数日の間にそれぞれが考え工夫をすることによって、大きな進歩を見せることが出

来た。何かをやらさせられるという姿勢から、自分が何かをやるという意識の変化を感じることが出来ました。

主な活動種別

能楽

活動形態

前期・後期で異なる活動

体験

総合芸術といわれる能楽には、謡、舞、囃

子という三つの要素があり、三つの要素をすべ

て経験することで、舞台上でそれぞれの役が連

動して舞台を作る、能楽の創造的な魅力を知

ることが出来ます。昨年行った謡、舞の稽古に、

今年は太鼓の稽古を加えることで、子供達は

演者が舞台上でセッションを行う能の世界の

一端に触れることが出来、難しいながらも、伝

統芸能の深さを体感する機会を得ることが出

来たようである。

また、謡、舞において昨年と同じ演目をやる

中では、経験者が後輩に指導をすることが可

能となり、技術の継承という文化を生み出す

流れを感じた。

本年から未就学児が稽古に参加するように

なった。能楽では子方といって子供が出演する

役があるため、子供に対しての指導法や子供

ならではの演技方が確立されているため、参加

者の年齢に合わせた指導を行った。中・高生

は年少者への指導を通して自分が指導を受け

た内容に対して振り返る事が出来、更に決ま

り事など自分がきちんとやらねばならないという

責任感が生じるようになりました。

また、参加者との連絡には公式LINEを用い

て稽古日や、欠席のコミュニケーションを取る事

とした。それにより、学校の行事など、子供達

の置かれた状況を把握し、それぞれに合せた

活動への提案を行う事が可能となった。

人の営みの中で継承が行われ、伝統が生

まれる。今回未就学児から高校生という広い

年代で活動を行うことにより、それぞれの年代

間のギャップ越えた、繋がりという姿が生まれた

ように感じている。子供において12歳というのは

大きな隔たりで、互いに共感することは少ない

と思う。しかし、共に舞台に立ち、同じ能楽と

いう文化に面したときには、それぞれが一生懸

命で、それぞれが魅力的な舞台を創造してく

れる。

伝統という言葉はややもすると、堅苦しさを

感じさせてしまう事があるが、その中身は人が

一生懸命に向き合ってきたことを次へと伝える

事で、その本質を大切にしたいと考え得ている。

活動場所

・ 生涯学習センターけやき等

参加生徒の基本情報

・人数：24人（内中学生11人）

・活動日：月2～3回 3時間

指導者の基本情報

・小田原市在住の能楽師

1名 1,050円/時間

・梅若研能会所属能楽師等

2名 5,100円/時間

指導者の募集方法

梅若研能会など、能楽師としての繋

がりから依頼。

運営主体： 小田原こども舞台芸術クラブ

事業目標： 地域に因んだ題材の古典作品を子供たちに実際に演じてもらうことで、長

きに渡って日本人の心を捉えてきた文化の価値を体感して もらう。また、

伝統芸能は世代や地域を超えた発信力があることを体感する事で、文化

の可能性を知ってもらう。

小田原こども能楽クラブ 公共施設

自治体

使用料

会場提供

管理

小田原こども舞台芸術

クラブ事務局

運営・指導

相談

アドバイス

NPO法人 子どもと生活文化協会

寄宿生活塾・はじめ塾

「復曲能を観る会」

能楽師

謝金

指導・サポート

児童・生徒

機会 参加

アドバイス・人材紹介

情報提供・物的協力

相談・謝礼

相談

「小田原こども能楽クラ

ブ」サポーター

着付け等

サポート活動

援助依頼

活動財源

会費  なし

文化庁事業委託費  126万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_29.pdf
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一般社団法人シアター＆アーツうえだ（長野県上田市）No.29

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_30.pdf

主な活動種別

演劇、音楽、工作、ダンス、

料理、冒険、ボードゲーム、

まちなか探検

組織図・スキーム図等

活動形態

参加者の意思・希望による

能動的・自発的活動

令和3年度より継続して行ったことで活動自体

が地域へ広がった。商店街の七夕祭りなど、

街頭に飾る七夕飾りの製作といった事前準備

に子どもたちと一緒に参加し、地元住民との

交流が生まれた。子どもたちの自由な発想を

元に活動を創作することで、うえだイロイロ倶楽

部ならではのユニークな部が誕生した。例えば、

「桑の実農業組合」や「劇であそ部」「まちなか

探検部」「段ボール部」など、今年度活動した

部は36種類となった。 

学校で行われている部活の直接の代替となる

活動としては行えていないが、代わりに、学校

ではできないことが体験出来る活動として徐々

に認知され、地域の注目を集めている。

民間の「劇場」が運営する活動として、学校や

他の地域の文化活動とは一線を画したクラブ

となるよう工夫を重ねた。既存の実施形式や

概念に囚われることなく、子どもたち自身から

生まれる「やりたい」という気持ちを尊重してい

る。そこに学校や家庭では出会えない劇場に

集う大人たちがファシリテーターやボランティアと

なって伴走した。障がいや特性をもった参加者

に対してはボランティアが1対1で対応する形を

とって目を配り、活動のフォローをした。バイリン

ガル環境で育つ子も参加しており、年齢・性

別・国籍・障がいに関係なく、それぞれの興味

関心に従って、それぞれのペースで、しかし「助

け合い」ながら活動を深められるよう導いた。 

来年度以降は教育委員会との連携で周辺の

学校と会議や意見交換を行える関係性を

作っていく計画である。 不登校の児童・生徒

が一般の教室の代わりに通う、中間教室に出

張をする提案が出ている。現実的になっていけ

ば部活動の代わりとして放課後の時間に活動

するなど地域が担う活動として、学校内で活

動できる可能性がある。 学校には存在しない

部活を地域の特性や人材に合わせて新規に

立ち上げていくことも我々のような民間文化施

設とスタッフ、ボランティアなどリソースが揃えば

可能ということが証明された。前例にとらわれ

ず、部活動自体も多様性を担保していくこと

が求められている。

活動場所

・犀の角（民間文化施設）

・上田映劇(ミニシアター）

・Editor’s Museum（私設図館）

参加生徒の基本情報

・人数：上田南小学校、上田東小学校、塩尻

小学校、神川小学校、清明小学校、上田北小

学校、傍陽小学校、丸子北小学校、豊殿小学

校、神科小学校、塩谷西小学校、川辺小学校、

川西小学校、中塩田小学校、青木中学校、第

五中学校、第一中学校、丸子北中学校、長野

第一学院中学校 全52人

・活動日：毎週水曜日 2時間

指導者の基本情報

・ファシリテーター（演劇人・アーティス

ト・近隣商店街の店主など）

全11名 1,000円/時間

・コーディネーター（劇場スタッフ）

 2名 1,050円/時間

活動財源

・会費 1,500円/月

・入会金 2,000円

・文化庁事業委託費 224万円

運営主体： 一般社団法人シアター＆アーツうえだ

事業目標： 長野県東信地域の小学生から大学生が、自身の自発性に基づいて文

化芸術活動に参加し、年代や障がいの有無によらず相互に創造性、社

会性を育んでいくことができる場を創設すること。地域住民が主体的に関

わりながら、こどもたちが安心して活動できる居場所を街中に広げてゆくこ

とや、質の高い文化芸術との継続的な関わりを通して、個々人に分断し

た地域社会のつなぎ直し、次世代の文化の担い手を育成することを目標

とする。

月に2回、ファシリテーターやコーディネーター、ボランティアとともにその日用意された部活や自分が発足させた

い部活など、自身の興味関心によってその日ごとに選択し、活動する。参加者の意思・希望で新しい部活

を創設することも可能なことが特徴。毎回、活動の最後の時間で発表の時間を設け、それぞれの部活がど

んなことをしたか、作ったものなどを他の参加者と共有した。

子どもが自分自身の意思で活動を選択することにより、能動的、自発的な参加となり、発表の時間を

設けた事により毎回の活動の目標が出来、モチベーションアップに繋がっている。

第一線で活躍するアーティストを招聘する「スペシャルデイ」を3回開催（うち2回分は別の助成金を利用）。

質の高い技術や、アーティストの人柄を身近で体感する機会となった。

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_30.pdf
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可児市文化創造センターala ・ アーラまち元気部
（岐阜県可児市）

No.30

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_31.pdf

主な活動種別

劇場運営ワークショップ

活動形態

参画・ワークショップ

中学生は市内5校のうち3校から9名、近隣市

から3名の計12名、高校生は計16名がエント

リー、「中高一貫」の部活動となった。

劇場運営と連動した部活動のメリットは、基

本的に劇場で実施されている既存の事業を

ベースに中高生に参画してもらう形式のため、

結果として教員側の負担軽減に繋げることが

可能であると感じている。また参加する子ども

たちにとっても必ず出席しなければならないとい

うストレスが軽く、不登校傾向を抱えた児童生

徒でも途中で投げ出すことなく最後まで活動

に参加できていたことから、引きこもり回避対

策としても一定の効果を発揮できると考える。

各プログラムには専門的な知見を持ったアー

ティストが参画しており、実施した企画毎に指

導やアドバイスをもらえる専門家が異なっている

ことも劇場を拠点とする「まち元気部」ならでは

特徴であり、参加者は、毎回多様な大人たち

との新鮮な出会いを感じながら取り組めている。

高校生の中には、大学でアートマネジメント系

や舞台技術系の学科を志望する者もおり、照

明・音響等専門的な機材の操作やコツを学ぶ

基礎的なオペレーター体験参画も行った。

従来のような作品制作・発表ありきの活動と

は異なり、来て頂いた一般の方とのコミュニケー

ションを通じて、「人を楽しませる、喜ばせる」と

いう達成感を得られる部活動である。

本事業は可児市教育委員会の掲げる「令和

４年度可児市教育委員会の方針と重点」の

重点プロジェクトであり、これまで継続的に実

施してきた『児童生徒のためのココロとカラダ

ワークショップ』や不登校児童生徒のための『ス

マイリングワークショップ』の活動と連動するもの

である。その運営資金の捻出に当たっては、地

元の企業・団体・個人の皆さんの寄付金で子

どもたちの未来を担う子どもたちのしなやかな

心に、豊かな舞台芸術体験を提供している

「あしながおじさんプロジェクト」をより強化するこ

とで、将来の可児市マーケットにとって中心的

な存在となる今の子どもたち世代の地域への

定着化を官民一体となって推進していく。

活動場所

・ 可児市文化創造センター内

参加生徒の基本情報

・人数：中学生12人 高校生16人

・活動日：不定期開催

  6～2月 計66回

指導者の基本情報

アーティスト・制作スタッフ・技術スタッ

フ・地元企業関係者、NPOスタッフ

など（15~25名）

・財団職員他 2,500～5,000円

指導者の募集方法

実施主体から信頼できる人物を人

選、指導依頼を行った。

運営主体： 公益財団法人可児市文化芸術振興財団

事業目標： 市内在住の中学生（及び高校生）を対象とし、演劇等ワークショップ

や地域の文化資源等を活用した「地域文化倶楽部」の活動を、地域社

会への愛着とそこに住む人々全てのWell-beingを追求する「社会活動」

へと発展させる入口とし、つながりの持続可能性とライフステージの循環

性を高める多世代型の取り組みにすることを目指している。

本事業は、当財団が可児市文化創造セン

ターalaにおいて2008年度より14年間に渡って

実践してきた『まち元気プロジェクト』のノウハウ

を活かし、2020年度から構想を進める文化芸

術を活用した社会的処方箋活動『まち元気そ

うだん室』という地域の社会機関・民間ステー

クホルダー・アーティストとの「プログラム共創化」

に向けた取り組みの一環として実施している。

活動財源

・会費および寄付金を活用（令和5

年度より本格始動）

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_31.pdf
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特定非営利活動法人 掛川文化クラブ
（静岡県掛川市）

No.31

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_32.pdf

①常時活動～各分野に分かれ、公立施設や学校を使って行う練習活動。

・合 唱～毎週土曜日9:00~10:30 発声練習・ソロ練習・合唱曲練習等

・弦 楽～毎週水曜日19:00~20:30  楽器のチューニング・テキストにより個人課題練習・合奏練習

・吹奏楽～毎週土曜日13:30~15:30,隔週水曜日18:00~20:00

楽器別練習・合奏基礎練習・合奏曲練習

②成果発表会～日頃の練習成果を発表し、お互いが聴き合う会及び交流会。（年2回実施）

・地域の演奏団体（中学校又は高等学校の部活動）を招待して鑑賞会の開催及び交流会の実施

・分野別講習会及びワークショップ

③クラブ運営～アウトリーチ活動

・市内中学校吹奏楽部へNPO指導者が訪問して技術指導をする。

・地域の企業や団体、市の担当課、市教育委員会との調整、保護者会等への活動の情報発信や

  支援の依頼、大学や高等学校との連携など。

主な活動種別

合唱、弦楽、吹奏楽

活動形態

基礎技術の習得

音楽交流

①常時活動
・各分野の指導者の熱心な指導や招聘した講

師による指導により、児童生徒の技術の向上
が顕著であった。

・練習活動や講習会をする中で、様々な人との
交流があり,自らの取組み方等を振返ることが
できた。

②成果発表会
・舞台での発表を通して、様々な方々に聴いて

いただくという音楽の表現活動を目標に置くこ
とで、次第に練習への集中力や技術向上につ
ながった。

・吹奏楽・弦楽・合唱３分野と一緒に音楽を共
 有できたことや、指導者の交流が深まった。
・中学生や高校生との交流を持つことで小学生

が中心であった活動に、次第に中学生が 参
加するようになり,部活動の地域移行について
の保護者の関心が高まった。

③クラブ運営
・事業推進検討委員会を開催することで、掛川

市担当課・市教育委員会・市文化財団との
間で、情報共有と課題が明確になった。

①児童生徒の生活指導について
技術指導は勿論のことであるが、活動をする上では
生活指導も欠かせない。学習指導要領に示された
部活動の意義について共有すると共に生徒の自主
的な活動を重視する指導を心掛けている。

②技術指導について
音楽を楽しむ上では、楽譜を読んだり、楽器を上手
に吹けたりすることは、楽しさにもつながり、自主的な
活動にもつながっていくため、外部より指導者を招聘
して、クラブ指導者の工夫につながるようにしている。
最近では、技術のレベルに合わせてグループ分けする
等の工夫もしている。

③運営経費について理解をしていただくため、保護者会
を立ち上げ、保護者会の協力により、クラブサポーター
を市民から募集する活動を始める。

④指導者不足は大きな課題であり、地元大学生の理
解と協力を得られている。特に、他地域の調査も行
う等本クラブ活動の参考となっている。指導者につい
ては高校生のボランティア活動に位置づけできないか

⑤学校の校舎利用
指導員（NPO役員）が学校の別棟の練習会場の

    カギを管理し、開閉を行う。
⑥資金の調達方法

今年度は、ヤマハミュージックジャパンと共催にて、講
習会を2回実施した。おおよそ経費の50パーセントをヤ
マハが負担した。
今後は、市民にサポーター制度を導入して市民が子
供たちの文化活動を支えるような工夫を考えている。

① 指導者の確保
     特に多くの人数を抱える吹奏楽分野は、指導者

 の確保が急務である。これは、 水曜日の夜（掛
川市では部活動がない日）、土曜日の午後の活
動においても同様で、さらに活動を日常の放課後
となると人材をはとても足りない。しかもボランティア
となればほぼ人材確保は不可能である。また、 楽
器の専門性も必要とされ、地域の指導者だけでは
担えない所もあり、月１回でも各パートを指導でき
る講師が必要である。合唱分野でもピアニストは
必要であり、現在のようなすべて指導者が行うには
無理がある。したがって、それが可能となる人材確
保の仕組みを考えなければならない。

②運営費の確保
現在は、会員１０００円/月を徴収して活動を
している。しかし、会場費や楽器のメンテナンス、
講師料など運営をする上で必要経費が不足しこ
の金額では運営が困難になっている。おおよその
見積もりでは、３０００円/月は必要になる予
測である。他、賛助会員は２社 のみで、現在は

 市民でサポートする体制が出来ないか模索中。
③活動場所の確保

 掛川市では、令和８年度より部活動の地域完
全移行を計画しており、そのためには学校活用が
必須である。

活動場所

・掛川市生涯学習センター
・城東中学校音楽室等

参加生徒の基本情報

・人数：掛川市内  小学生 33人
中学生     6人

・活動日：毎週水・土 2時間

指導者の基本情報

・地域の吹奏楽経験者
18名ボランティア 謝礼金なし

・弦楽指導者 2名 1万円/月
・合唱指導員            大学生2名

  中学校教員1名
謝礼金なし

指導者の募集方法

掛川市教育委員会を通して募集
本NPO役員からの紹介

運営主体： 特定非営利活動法人 掛川文化クラブ

事業目標： ①合唱・吹奏楽・弦楽の基礎技術を習得するとともに、仲間と共に音楽活動をする喜びを

共有する。

②各分野（合唱・弦楽・吹奏楽）の地域団体との音楽交流。

③成果発表会の開催。

④掛川市教育委員会又は市文化課並びに市内小中学校との連携強化。

⑤中学校文化部の地域移行へ向けた試み。

活動財源

・会費  1,000円/月×10カ月
・掛川市等補助金           なし
・文化庁事業委託費    289万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_32.pdf
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特定非営利活動法人 日本地域部活動文化部推進本部
（静岡県掛川市）

No.32

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_33.pdf

◇部活動の地域移行に関する情報発信 （右記、QRコードを参照）

⇒ ネット情報番組「ChCoCo」開局 （国民的なコンセンサスを得るための情報提供）

・地域部活動および地域クラブのオンライン意見交換会の実施

・教育課程内の探究学習との親和性に基づく講演や事例発表の配信 など

◇少人数、低額な会場（省スペース）で持続可能な部活動の実践と検証

⇒直轄部活動（Palette）の会場変更、活動ジャンルを声の表現・アート・ITなどに限定

（生徒、保護者に各々説明、活動のダウンサイジングとモチベーションの相関を検証）

◇地域と共に発展する持続可能な部活動の在り方の探究

⇒地域芸術祭×地域部活動の協働プロジェクトの始動（直轄部活動Paletteメンバー有志の参加）

◇中山間地の部活動の地域移行に関する調査・オンライン意見交換会に参加

（保護者および地域住民の視点より）

主な活動種別

地域移行・ネット番組配信 

ほか

活動形態

自主的な活動

◇ネット情報番組「Ch.CoCo」開局 

全国放送・配信開始

◇直轄部活動（Palette）の活動規模のダウンサイ

ジングと持続可能な形態への転換（部費×人数の

範囲内での活動）

⇒活動ジャンルによって上下はあるものの、全体として

はモチベーションについては概ね維持されている。

◇指導はPocca本部招聘のオンライン講師が

年数回、オンライン接続してアドバイス

◇部活動拠点（直轄部活動Palette）には

安全管理スタッフのみが見守り係で常駐

（1000円/1h）

◇部費×部員数の収入に対し、会場費＋

見守りスタッフ派遣費＋Wi-Fi月契約料の

支出のバランス内で活動可能なスケジュール

を部員の合議で決定

◇ネット情報番組、SNS発信の常駐の

事務局スタッフと映像クリエーターの人件費

の確保

◇今後の方向性

地域移行（地域展開）がもたらすもの、

豊かな地域文化創造、新しい価値の創造

などのビジョンや段階的な地域移行の動向

など、国民的なコンセンサスを得るための

情報発信

◇ダウンサイジング、小スペースの環境であって

も、持続可能で創造的な活動が可能な

在り方を直轄部活動で実践・検証を行う

活動場所

NPO本部、社会教育施設 等

参加生徒の基本情報

・番組参加人数：中高生 70人

・部活動の活動日：週2回基本

指導者の基本情報

・Pocca本部招聘オンライン講師

3名 5,100円 / 時間

・部活動拠点 見守りスタッフ

 1,000円/時間

指導者の募集方法

当NPO法人より直接依頼

運営主体： 特定非営利活動法人 日本地域部活動文化部推進本部

活動拠点

公共施設

中学生（部員）

専門家

講師

自治体

安全管理スタッフ

（見守り）

利用料

管理

承認

参加

企画検討機会

地域部活動

地域クラブ

全国各地の

部活動主催団体 

（NPOなど）

￥

広報

教育委員会

当法人（NPO本部）

全国への発信

ネット情報番組・SNS発信

コンテンツ制作・提供

学校

支援

１年に１回

 生徒別の活動

報告

オンライン

オンデマンド配信

全国規模の

大企業・財界など

協賛

研修受講

保護者

送迎

￥

協働

謝金￥

部費

￥

￥

全国の

教育委員会

運営団体

地域クラブ

NPO法人

文化芸術団体

など

ネット

情報番組

出演

事業目標： ●目標1   掛川未来創造部Paletteでの４年間の活動の成果をベースに、地域

  部活動の新設を含め、発展的な活動プログラムの展開を目指す。

●目標２ 地域移行（地域展開）に関する映像コンテンツ制作を継続的に行い、

NPO本部（当法人）が配信支援を実践する。 ほか２点

活動財源

・会費 1,500円/月

・NPO正会員 会費  3万円/年

・文化庁事業委託費 271万円

部活動の地域移行と地域

部活ネット情報番組

「ChCoCo」

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_33.pdf
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公益社団法人 教育演劇研究協会 劇団たんぽぽ
（はままつ演劇クラブ） （静岡県浜松市） 

No.33

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_34.pdf

浜松市浜北文化センター内施設に於いて、毎週土曜日（2時間）を基本とし活動。参加者は、

小学校4年生～中学2年生まで。 基本的に劇団たんぽぽ劇団員が指導にあたるが、今後は、

外部指導者のコーディネートもしていく予定。台本を使い、演技だけでなく、 照明、音響、美術、脚本等、

幅広く演劇に触れながら、作品作りを目指す。年度末には、成果発表会を行い、一年間の活動の成果を地域住民や学校教育関

係者に発表する。また、劇団たんぽぽの実際の公演現場を体験する機会も作る。

参加者学校名

北浜南小、都田南小、相生小、冨塚小、和田東小、新原小、北浜東小、上島小、赤佐小、三方原小、葵ヶ丘小、北浜中、開

成中、丸塚中、笠井中、浜松西高中等部（以上すべて浜松市内）

主な活動種別

演劇

活動形態

団員による指導

現場体験

行政、学校教育機関、市の文化財団か

ら、活動に対する助言や、協力は得られ

ているが、資金面での協力を受けられると

ころを今後見つけられるかが課題。

学校部活動の地域移行には、既存の部

活動が中心に進められていくため、これま

で学校の部活動として存在していない演

劇部を学校の部活動として認知されるに

は、まだまだ、先は長いと考える。ただ、

保護者含め、学校関係者からも理解は

大きく、今後は部費の値上げも視野に入

れつつ、引き続き、資金調達のための協

力者依頼や、補助金活用などを見つけ

ていく。その上で、このクラブ活動を定着さ

せていく。

活動場所

・ 浜松市浜北文化センター

参加生徒の基本情報

・人数： 小学生15名

  中学生5名

・活動日：毎週土 2時間

指導者の基本情報

・劇団たんぽぽ 劇団員

・実演家

  11名 5,100円/時間

指導者の募集方法

団内で経験年数や経歴によって選

出

運営主体： 公益社団法人 教育演劇研究協会（劇団たんぽぽ）

事業目標： 本事業の実施を通して、児童生徒に文化芸術活動（演劇）体験の機

会を提供するとともに、継続した演劇クラブ として様々な学校や学年の児

童生徒が集える、地域に根付いた活動拠点を作る。また、参加する児童

生徒の自主 性、主体性を育み、その保護者や地域住民が、芸術文化

に触れ、楽しむ機会を増やすことも目標。

・学校、学年の垣根を超え、協力し合

あう姿を、成果発表会を通して地域の

方々に観ていただくことができた。来場

者のアンケートには、「感動した」「この活

動をもっと広げてほしい」「学校以外の

子どもたちの居場所としてもとても大切

だ」「本格的演劇でびっくりした」「子ども

たちが表現を楽しむ場は必要だ」など、

多くの好意的な声をいただいた。

・市内の中学校に演劇部がなく、指導

できる教員がいない等の問題もあり、学

校内での創部は、教員の負担がかなり

大きくなってしまう。そのような難しい現

状の中、当団体が立ち上げた「演劇ク

ラブ」が、保護者や教育関係者から、

好意的に受け入れられ、継続が望まれ

たことは、本事業の成果である。

・成果発表会という、実際に舞台に立つ

機会を作ることで、参加する児童、生徒

が日々の活動の中で目標へ向かえるよう

工夫している。

・当団体が主体となって運営し、団体の

実演家たちを指導者とすることで、実施

計画や活動内容のスケジュールが立てや

すく、円滑な運営ができるように工夫して

いる。

・行政や教育委員会、文化振興財団な

どから、実施にあたり助言をいただきなが

ら、活動を進めている。

・自立した継続的活動として運営するた

め、保護者や地域の方々に活動を広く

知ってもらうよう、広報に努めている。また、

活動場所を統一し、参加者にも指導者

にも負担を少なくする工夫をしている。

活動財源

・部費 2,000円/月

・団体自己負担金       12万円

・文化庁事業委託費  160万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_34.pdf
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有限会社総合劇集団俳優館（愛知県名古屋市）No.34

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_35.pdf

小学校で2020年度から実施されている新学習指導要領では、「知識及び技能」「学びに向かう力、

人間性」「思考力、判断力、表現力」の三つの柱が重視されています。これは、子どもたちがのびのびと

自由な発想をもって生きていくために、学校の先生だけでなく、子どもたちが関わる活動に関与する大

人全員が注目すべき観点です。また、子どもたちが様々な活動に対して能動的に取り組む機会を継

続的に設けることは、学校現場のみではなく地域で総力をあげて取り組むべき課題であると言えます。

ただ、部活動における学校や教員の負担は大きく、結果、子どもたちが能動的にのびのびと活動に取

り組む環境が作られていないのが現状です。そのため、地域の活動として子どもたちが主体的に活動で

き、さらにのびのびと自由に表現が出来る環境づくりを実施していくべきであると考えます。

令和4年９月までに「ワカタケ子どもミュージカル倶楽部事業」参加者を募集しました。令和4年10

月～令和5年２月に作品制作を行い、3月に、こざかい葵風館集会室にて作品発表を行う。地域で

活動する俳優・演出家・音楽家が、作品作りのサポートを行いました。

主な活動種別

演劇（ミュージカル）

活動形態

劇団員による指導

今までお芝居を経験したことのない子どもたち

が、芸術分野に触れる機会を得ることが出来

た。回数を重ねるたびに参加者の活動に対す

る意欲が高まっていった。作品発表間近には、

子どもたちのみで自主練習を計画したり、表

現方法を子どもたちから提案するなど、意欲

的な姿勢をみられることができた。

事業の最後に、参加した子どもたちから「楽

しかった」「またこんな機会があったらやりたい」と

いう声をもらうことができた。これまで経験のな

かった子どもたちが、お芝居をすることや、セリ

フ・歌・ダンスを観客に届けることに興味を持ち、

表現活動を楽しんでいたことが見受けられた。

愛知県豊川市を拠点に活動する「小坂井

おやこ劇場」に運営協力をしていただいた。作

品発表の際は、広報活動のお手伝いをいただ

いた。豊川市の公共施設に置きチラシをお願

いしたり、ポスターの掲示を依頼していただいた。

また、普段から地域との連携がとれている「小

坂井おやこ劇場」に間に入っていただいたことで、

子どもたちの通う学校の先生が、本事業に興

味を持ち作品発表をご観劇くださった。先生か

らは「子どもたちが輝ける場を提供する素晴ら

しい企画」「学校では見せない顔を見ることが

できた」とお褒めの言葉をいただいた。

学校の教員が、普段接している児童・生徒の

舞台に立つ姿を見ることで、学校現場に生か

せるヒントを得ることができるのではないかと考

える。成果発表の際は、事前に学校関係者

に広く企画を周知すると良い。

また、部活動の地域移行が進めば、教員の

教育現場での負担が減り、子どもと接する際

のパフォーマンスがあがる可能性がある。空いた

時間で、このような事業に参加する子どもたち

を観に行き、新たな刺激を得ることが出来るか

もしれない。地域の活動に教員が関わり、相

乗効果を生めるような計画を立てられると尚

良いと考える。

活動場所

主に、豊川市こざかい葵風館、美園

集会所（ともに公営施設）

参加生徒の基本情報

・人数：20人

  豊川市立小坂井西小、

  小坂井東小、小坂井中

・活動日：毎週土日 1日４時間

指導者の基本情報

・俳優館劇団員

 2名  2,000円/時間

・地域の演出家

 2名  3,500円/時間

指導者の募集方法

運営団体が選んで声掛け、企画に

賛同された地域で活動する演出家・

俳優に依頼

運営主体： 有限会社総合劇集団俳優館

事業目標： 子どもたちが主体的に活動でき、さらにのびのびと自由に表現が出来る

環境づくりを目標としました。子どもたちが主体となってひとつの作品を作り

上げることを目指し、子どもたちが表現者となり、学校現場では専門的で

扱いにくいであろうミュージカル作品（歌やダンスの入った作品）を作り上

げました。作品を作る過程で、例えば「観客を感動させたい」と子どもたち

が思ったのであれば、それを目指して作品を作るなど、あくまでも子どもたち

主体での作品作りを目指し、取り組みました。

活動財源

・会費 なし

・令和４年度地域部活動推進事業

及び地域文化倶楽部(仮称)創設支

援事業委託経費 1,950,000円

・公演協力費（発表会観客から）

200円×180人

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_35.pdf
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ジュニア和楽器楽団（三重県津市）No.35

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_36.pdf

マンツーマンで行う個人レッスンと団員全員で行う合奏レッスンを生徒一人につき月に一回ずづ行う。

個人レッスンではICTを活用してレッスンの映像をライブ配信するハイブリッド型レッスンを実施する。

また、団員全員に箏を無償で貸与し自宅での練習用に使用する。少ないレッスン回数でも習熟度の

高い指導を行うために、プロの演奏家監修の基でオンラインドリル（動画教材）を開発し、団員の自

主練習に活用する。当楽団では年度単位のプログラムや学校訪問のような和楽器体験で終わるので

はなく、持続的かつ質の高い指導を行い、次世代の担い手を育成する。地域に根付いた文化団体と

して子供たちへ伝統文化の継承するため活動する。

6月5日 開講式

6月6日～15日 プレレッスン…爪の当て方、楽譜の読み方、オンライン利用方法の説明や実践など

6月16日～9月 ステップ1…日本音階で基礎を学ぶ

10月～2月 ステップ2…基本奏法の練習と、ドレミ音階で曲の実践練習

2月26日 発表会（本事業助成外）

主な活動種別

箏

活動形態

ICTを活用したレッスン

オンラインドリル（動画教

材）の活用

参加の応募をした子供たちのほとんどは「お箏

を習いたい（子供に習わせたい）がきっかけが

なかった」や「この事業を知ってお箏を習ってみ

たいと思った」という理由であった。

日本の伝統文化である「箏」を日本人が身近

に学ぶことができないのが今の日本の社会であ

る。習い事といえばピアノ、水泳、体操、ダンス、

野球やサッカー等の球技、英会話などが一般

的であるが、本事業で小中学生に告知したこ

とで、多くの子供たちや保護者がお箏に興味

を持つきっかけができた。参加した生徒の保護

者には敷居が高い思われがちである伝統文化

を、家庭の経済状況等に左右されず体験し

学べる事を理解して頂けた。

従来の教則本や小曲集では小中学生が知っ

ている曲が少なくお箏をあまり身近に感じられ

ない。幼稚園でよく歌われる曲やテレビで耳に

する曲から日本伝統の五音階で演奏でき、初

歩から順にステップアップしていけるようオリジナ

ルの教本を制作し、より身近に感じてもらえる

よう工夫した。

コロナ禍で合奏練習を欠席する団員も多かっ

たが、合奏練習の様子を撮影した動画を基に

してその日の練習メニューを学ぶ動画教材を制

作。団員専用ページにて公開し欠席者も合奏

に遅れないように対応した。

今年度は楽器店の全面協力により無償で箏

および備品一式を借りられたため活動できた。

しかし借りられる楽器の数には限りがあり、今

年度の参加希望者は約60人いたが、楽器が

用意できるのは20人分であったため定員を設

けて抽選にて参加者を決定した。今後団体で

使用する楽器は一般市民から使わない箏の

寄付を集める。実際に家に眠っている箏は世

に数多く存在し情報が周知できれば十分な

数の箏を確保できると考えられる。来年度の

募集にはまだ十分な数が確保できないため、

足りない分は県内の高校箏曲部から箏を借

用し活動する。

来年度より団費3,000円／月を徴収する。す

でに保護者には告知済み

活動場所

・ ジュニア和楽器楽団稽古場、三味恒

参加生徒の基本情報

・人数：20人

(中学生7人、小学生13人)

・活動日：月4時間

指導者の基本情報

地域の箏指導者

4名 2,710円/時間

対面：

県内在住で学校部活動での指導

経験が豊富な指導者

指導内容の監修・ICT活用指導：

東京で活躍するプロの演奏家

指導者の募集方法

当団体による選出

運営主体： 一般社団法人 全国邦楽器組合連合会（三味恒）

事業目標： 一般的に箏は「お金がかかる」「敷居が高い」というイメージが強いが、家庭環境や

経済状況に左右されることなく、子供たちが身近に伝統文化に触れ、学ぶ機会を

作ること。本事業の活動を通じて子供たちにお箏に対する興味や理解を深めても

らい、文化の普及と次世代への継承のため、演奏家や文化団体、教育機関と協

力し、地域に根付いた団体を目指す。

活動財源

・会費  なし

・文化庁事業委託費  144万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_36.pdf
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もりやまルシオールアカデミー文化部門
ルシオールユースウインドオーケストラ（滋賀県守山市）

No.36

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_37.pdf

もりやまルシオールアカデミー（文化部門）

「ルシオール・ユース・ウインドオーケストラ」の設立

主な活動種別

吹奏楽

活動形態

専門トレーナーによる指導

他校生徒との交流

●学校の部活動では味わえない、専門的な

指導を提供できた。

●学校や学年の違う意識の高いで生徒たち

が集まっているため、良い刺激に繋がった。

●能力のある教員OBの雇用に繋がった。

●文化会館で練習しをしているため、安心と

充実の練習環境が提供できた。

●若い力を守山市の文化振興に活かすことが

出来た。

●教員OB（元吹奏楽部顧問）を事業団

職員として採用し、事務局兼指導者として従

事している。

●各学校の吹奏楽部顧問とコミュニケーション

をはかり、なるべく学校部活動や学校行事と

当団の活動が被らいないようにしている。

●団のホームページを立ち上げ、団員専用ペー

ジにて予定の確認や連絡事項の共有を図って

いる。

●通信を月2回程度発行し、様々な情報の

提供や、指導者の思いなどを共有できるよう

努めている。

●演奏会や、合宿、見学会などを実施し、団

員のモチベーションアップに繋げている。

●人口減少にない地域や、部活動に熱心な

顧問がいる学校ではまだまだ地域移行に関し

ての意識が薄いため、当団の活動と協力的な

関係を構築するのが難しい。

➡国、県より一斉の号令が必要。（受け皿が

ある場合に限る）

●楽器の修繕費用や指導者の報酬など、充

実した団運営にするためには一定の経費がか

かる。

➡公費で負担できる仕組みが必要。

●技術の向上だけではなく、これまで部活動

が培ってきた青少年育成の役割をどう考えるか。

➡元教員OBの活用や兼業での現役教員の

活用が必須。

活動場所

・ 守山市市民文化会館

参加生徒の基本情報

・人数： 57名

（休団者含む 高校生19名、

中学生38名）

・活動日：毎週土３時間

指導者の基本情報

・属性、人数、謝金

音大卒13名 5,000円/時間

教員OB（元吹奏楽顧問）

２名 5,000円/時間

活動財源

・会費  5,000円/月

（合奏指導料、パート指導料、保険

代、消耗品代すべて含む）

・アウトリーチ事業 5,000円×18件

・事業団自主財源

・文化庁事業委託費 200万円

運営主体： 公益財団法人守山市文化体育振興事業団

事業目標： 「吹奏楽のまち、守山」を目指し、中高生自らが積極的に守山市の文化

活動に関わり発信していくための仕組み作りと、部活動地域移行に関わ

る学校部活動支援および受け皿となる団体を構築する。

市立中学校4校

県立中学校1校

私立中学校1校

県立高等学校2校

私立高等学校1校

合計9校吹奏楽部

その他市内在住の中

高生

公益財団法人

守山市文化体育振興事業団

（守山市市民文化会館）

ルシオールアカデミー

（文化部門）

○演奏技術向上

○学校間・世代間交流

○各吹奏楽部のレベルアップ

○学校働き方改革への寄与

○守山市の音楽文化の向上

○守山市民吹奏楽団と連携

守山市

守山市教育委員会

市内経済団体等

守山市民吹奏楽団

地域が育てる吹奏楽部

（吹奏楽のまち、守山の実現）支援

連携

対 象 実 行 成 果

○学校部活動では物足りない

○もっとうまくなりたい

○専門のトレーナーの指導を受けたい

○学校や学年の違う人と交流したい

➡このような思いを持つ市内在住、在学の中高生を対象に、守山市市民文化会館にて週に一度の合奏練習と、

月に一度のパート練習を実施。

また、守山市市民文化会館大ホールでの成果発表会や、滋賀県や守山市が主催する各種イベントに出演予定。

➡単に技術の向上のみを目指すのではなく、若い世代が地域の文化活動に積極的に関わり、音楽を通じて未来を担う若者を育成する。

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_37.pdf
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大津芸能倶楽部プロジェクト（滋賀県大津市） No.37

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_38.pdf

5月〜7月：鑑賞の機会の提供と参加者募集 

1.大津市立打出中学校1年生に向けた活動紹介&鑑賞会の開催 (5/19）

2.行政や学校、地域と連携した情報発信の実施（通年）

3.参加希望者とその保護者、地域の方々に向けた鑑賞会&ワークショップを開催(7/30)

8月〜11月：プロによる稽古と発表会の実施

1.大津百町館（地域の施設）でオンライン稽古を主とした稽古会の実施(8-11）

2.大津百町館（地域の施設）で発表会&鑑賞会の開催（11/5）

主な活動種別

落語、常磐津(三味線

音楽)、 芝居(コント) 

組織図・スキーム図等

活動形態

鑑賞・ワークショップ・

オンライン稽古

① 保護者の関心・理解度向上
1.保護者に対して、「生で芸能に触れる」という満足

度の高い体験を提供できた。

2.保護者に対して、「学校外の指導者」の安心感を

伝えられたことで、子供を通わせる不安が払拭でき
た。

3.活動を継続すること自体が、保護者の関心や理解

度の向上につなげられた。 

② 行政や地域、学校との連携強化 
1.学校と連携することにより、子どもたちと”生の芸能”

との出会いの場を作れ、"自分もやりたい"という関心

を高められ た。

2.行政や地域、学校と連携することにより、地域に根

ざした情報発信が可能となった。

3.外部団体と連携することにより、当初想定していな

いプラスの効果(今回の場合、市外の参加者)を得る

ことができ た。 

③ 稽古(活動)の効率化・経費削減 
1.オンラインを使うことで、活動の経費(講師や生徒の

交通費等)を削減できた。

2.”芸能の稽古”を個別・オンライン指導することで、

稽古の効率を高められた。

3.オンラインのため遠方でも稽古に参加でき、移動時

間の短縮につながった。 

○指導に関する工夫 
1.単に芸能を学ぶのではなく、自分の住んでいる地

域とのゆかりを伝えることで、子どもたちが芸能全体
に親近感が湧き、モチベーションにつながった。

2.オンラインの稽古では、プロと参加者の一対一の稽

古ではなく、スタッフも入った3人での稽古という形にし

た。 スタッフが間に入ることで、プロに直接聞きづらい

ことを気軽に聞ける雰囲気が作れ、緊張しすぎない
空間を作ることが できた。 

○運営上の工夫 
1.少人数のスタッフでも十分な活動を行えるよう、新

たな仕組みを0から作るのではなく、行政や地域、学

校と連携し、既存の仕組みをうまく使いながら活動で

きるようにした。 
※情報発信の部分では、行政や地域、学校には既

に発信手段があるので、その力を貸してもらえるよう
に、担当者 へ協力を仰いだ。

2. 地域団体が安価で貸し出してくれる施設でオンラ

イン稽古を行うことで、

 「子どもたちも安心して通え、かつ、地域の方々から

も応援の声をいただく」というアナログのメリット と、

「東京の講師から気軽に稽古が受けられる」というデ
ジタルのメリット、双方のメリットを活かせた。 

☆課題：”続けていくための”資金をどうやって得るか

1.保護者の視点

”新しい習い事のためにお金を使うかどうか”、という受

け止められ方になってしまい、費用負担をお願いした

場合の活動継続は、難しい。

2.行政や地域の視点

行政の予算の中からこ の活動を応援してもらったり、

地域から寄付を募ったり、という形を模索はしたが、

特に”公平性”の観点で、一団体の声 を聞いてもらえ

る状況ではない。

→ 行政や地域、保護者全ての主体が、地域移行の

問題を自分ごととして真剣に考え、費用負担も受け

入れる、という段階にまでには達しておらず、来年度

同じ内容で活動を続けることは難しい。 

☆提案・方針

・国が主体となって、地域移行の重要性を自治体や
地域、家庭に働きかけてい ただくとともに、一定程度

の資金を支援する体制が必要 

・この期間で得られた知見を、今後の多様な子供た

ちの文化部活動に活かせるよう、諦めずに活動の道

を探っていく。

活動場所

・大津市内の小中学校:出張授業や

鑑賞会、ワークショップを実施

・大津百町館(市民有志が運営する

築150年以上の古民家):稽古や発

表会を実施 

参加生徒の基本情報

5/19鑑賞会:大津市立打出中学校

中学1年生・250名

7～11月活動:落語2名、コント2名、

合計4名（滋賀県内の小中学生） 

指導者の基本情報

指導料 5,000円/回

1.メインの指導者:全国的に活躍する

芸能実演家

2.補助指導者:芸能制作経験者

3.当日運営スタッフ (地域から参加) 

指導者の募集方法

各芸能実演家から紹介。

スタッフとして地域団体からの協力が

得られた。

運営主体： 大津芸能倶楽部プロジェクト 

事業目標： ① 保護者の関心・理解度向上

② 行政や地域、学校との連携強化 

③ 稽古(活動)の効率化・経費削減 

活動財源

・本事業委託金 約130万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_38.pdf


102

公益財団法人長浜文化スポーツ振興事業団
（滋賀県長浜市）

No.38

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL：https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_39.pdf

7月9日に開講し、2月25日まで全18回活動。参加者で考えたクラブ名

「Lumiere Fanfare（ルミエール・ファンファーレ）」として毎回基礎練習、合奏

練習等を行う。11月、12月の発表会を目標に、生徒のレベルや演奏課題に

合わせた曲目を選曲し、練習を行った。

11月13日の長浜音楽祭で最初の発表機会を得て、12月25日には「クリス

マスジョイントコンサート」として、地元の音楽団体「ブリーズタウン・ビッグバンド」

と合同の発表会を開催した。

長浜市の北部、伊香地域は過疎化等により地域の中学校に吹奏楽部

等の文化部がない、または限定されており、市の中心地と比べて文化芸術

に触れる機会に格差が生じている。また、吹奏楽部がある学校についても、

学校教員による指導は教員の専門性による差や、異動等に左右され、継

続的な活動が難しい。加えて、土日等の部活動実施についても教員の負

担が大きくなっている。

地域の課題として、地域で音楽活動を行っている団体等のメンバーの固

定化や高齢化等により、活動の継続が困難になってきており、教育機関と

の連携もできていないことから、学校と地域の活動との間に隔たりがあり、学

校での文化芸術活動が地域での活動になかなか結びついていかない現状が

ある。

このような課題を踏まえて、地域の子どもや世代間の交流、地域の指導

者による継続的な指導等を行うことで、学校部活動に代わり得る文化活動

として、中高生が地域で質の高い文化芸術活動を将来にわたり継続してい

ける環境を整備するために、本事業を実施した。

主な活動種別

吹奏楽

活動形態

文化施設を拠点とした活

動

・地域の中学生や高校生がクラブ活動を通し

て交流し、同じ目標に向かって活動していける

体制ができた。また、地域の大人の吹奏楽団

体の協力が得られ、サポーターとして協力いた

だいたり、共に合奏する機会を得るなど、世代

間の交流が生まれ、音楽活動に生涯を通して

関わっていけるきっかけづくりができた。

・地域の吹奏楽部の顧問と指導者との連携・

協力体制ができており、生徒の課題や指導方

針等、情報共有が図れている。

・中高生を中心とした地域の吹奏楽クラブとし

て、部活動に代わり得る地域の活動としてのモ

デル事業の役割を果たしている。

・地域の学校の先生や外部講師が指導者と

して、積極的にクラブの運営・活動の推進に尽

力をいただいており、技術面のみならず、教育

的な指導もしっかりと行っていただいており、参

加者の自己実現やコミュニケーション能力の向

上に大きく貢献している。

・活動日程を原則土曜日の午後とし、部活

動と重複しないよう調整して実施した。

・協力を依頼している学校の吹奏楽顧問の教

員を交えた、連絡調整会議を実施し、課題

等の共有を図った。

・指導者が市内の中学校吹奏楽部を訪問

し、生徒の様子を確認したり、指導上の課題

等を各顧問と話し合った。

・楽器や指導者謝礼等の資金確保。

・長浜市全域での事業展開を踏まえ、指導者

の確保や事務局運営、拠点の確保。

・指導者の継続的な確保。技術的な指導だ

けでなく、教育的な面での適切な指導ができ

る指導者の育成や確保が必要。

・初心者や経験者の差、希望する楽器パート

等、多様化する参加者へのニーズへの対応。

・補助金や委託金等を有効活用し、保護者

への金銭的負担をなるべくかけず、誰もが参

加しやすい体制を確保していく。一方、将来

的には補助金や委託金等に頼ることがない、

自立した活動として長年にわたり継続していけ

るよう、楽器の確保など環境整備を行ってい

く。

活動場所

・ 木之本スティックホール

参加生徒の基本情報

・人数：中学生22人、高校生4人

・活動日：土 ２時間（月2回）

指導者の基本情報

・属性、人数、謝金

地域の吹奏楽指導者

（学校部活動指導経験者）

２名 1,600円/時間

活動財源

・会費 5,000円/年

・楽器使用負担金 1,500円/月

（楽器レンタル利用者のみ）

運営主体： 公益財団法人長浜文化スポーツ振興事業団

事業目標： ①参加者の将来を通じた文化芸術活動の継続

②地域の学校との連携による、部活動負担の軽減、質の向上

木之本スティックホール

（拠点施設）

長浜市吹奏楽ジュニア

クラブ（ルミエール・ファ

ンファーレ）

地域のクラブ等

継続的な活動

連携・協力

参加

指導者（地域の指導者）

地域の中学校吹奏楽部顧問との連

携・協力

・練習曲目、内容の調整

・実施日程の調整（部活動日とクラブ

活動日の調整）

・・・将来的に部活動に代わる活動と

なるよう連携協力を図る

参加
参加

参加

A中学校
（吹奏楽部なし）

将来的に部活

動に代わる活

動となるよう

連携協力を図

る
C中学校
（吹奏楽部あり）

教員（吹奏楽部顧問等） 教員（吹奏楽部顧問等）

D中学校
（吹奏楽部あり）

地域クラブへの参加

高校

（吹奏楽部あり）

参加

B中学校
（吹奏楽部なし）

後援・協力：長浜市・長浜市教育委員会

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_39.pdf
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一般社団法人アーツシード京都（京都府京都市）No.39

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫 見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_40.pdf

主な活動種別

演劇、音楽

活動形態

体験会・ワークショップ

●子ども達の変化

子どもや保護者のアンケート、中学校教員へ

のヒアリングを通じて、「自分の思いや考えを

話す力」の向上に繋がったことが伺えた。「娘

が、制限がありながらも自分が自由でいられる、

自分を解放する表現の感覚を掴めたように思

う」という声もあった。

●部活動としてのダウンサイジング

およそ半年間で全12回での実施で、部活動

の教育的意義を一定達成しながらも、通例

の部活動からダウンサイジングが実現した。

●近隣中学校との連携

これまで交流のなかった学校にも繋がりを持つ

ことができた。今回をきっかけに、劇場での職

業体験を2校と実施することや、幅広く連携を

継続していく。

●スタッフ体制と指導方針

原則、講師2名・コーディネーター1名・リサー

チャー1名・劇場スタッフ1～2名・サポートスタッフ

2名、という体制で実施。子ども達のペース（発

言力、表現力、参加意欲など）に寄り添うこと

や、対等な関係づくりを意識している。

●活動場所

団体管理の劇場やスタジオで実施することで、

会場手配管理がスムーズであり、保険について

も個別の手続きが不要になっている。

●会費無料／応援チケットの導入

家庭環境に左右されることなく生徒が参加でき

るよう、会費は徴収していないが、この事業を応

援したい気持ちを持ってくれる大人が簡易な方

法で支援できるよう、発表公演時に3千円～1

万円の応援チケットを導入。

●参加生徒の募集

今回チラシ配布のみでは募集が難航したこと

や、近隣中学校から「12月になって実は参加

したかったという生徒がいた」という連絡があった

ことから、子ども達の挑戦意欲をどのように後

押しするか、そして参加できる機会をどう増やす

かについてが課題である。

●活動場所として学校内も検討

上記の点とも重なるが、学校内での活動も展

開し、参加機会を増やすことを目指したい。ま

た、部活動は教員と生徒の良好な関係構築

に繋がっているため、教員の参加方法について

も検討する必要がある。

●他芸術団体や自治体との協働

人手・場所・資金等、あらゆる面でのリソースが

必要なことから、協働が必要である。

活動場所

・THEATRE E9 KYOTO（運営団体

が管理する劇場／以下、E9）

・studio seed box（運営団体が管

理するスタジオ）

参加生徒の基本情報

・人数：京都市立凌風小中学校

1人、同志社中学校2人、亀岡市立

中学校1人、亀岡市立小学校1人

・活動日：全12回

・頻度：月に2回程度、平日19～

21時もしくは土日祝日14~16時

・期間：2022年8月～2023年1月

指導者の基本情報

・講師：E9芸術監督、E9や国内外

で活躍するアーティスト

3名 5,100円／時間

・サポートスタッフ：音楽大学生

2名 5,000円／７回

活動財源

・会費   なし

・文化庁事業委託費   150万円

・応援チケット（成果発表公演時に

観客が任意で購入できるカンパ制チ

ケット）              2万4千円／年

運営主体： 一般社団法人アーツシード京都

事業目標： ●THEATRE E9 KYOTOに関わる芸術家による、多様な芸術体験機会

の提供

●近隣中学校との連携のきっかけづくり

●子ども達の「生きる力」の育成に繋がるプログラムづくり（特に「自分の

思いや考えを話す力」）。また、それらに意識を持って取り組める講師やス

タッフの人材育成や関係づくり。

 

E9パフォーミ ング 

アーツクラブ

成果発表公演

リサーチャー

コーディ ネーター

アーティ スト ／講師

劇場技術者／デザイナー 

カメ ラマンetc…

運営検討会議

¥

¥

¥

¥

技術提供

アート 教育的

リサーチ

指導

運営制作

凌風学園

近隣中学校
意見交換 

活動報告

参加募

参加募

参加

参加

地域団体 

（ 京都・ 地域多文化共生ネッ ト

ワークサロン、 子ども食堂等）

教育委員会 

自治体等

東山青少年 

活動センター

活動支援者 

支援 
サポート  

チケッ ト

広報協力 

部活動ヒアリ ング

アドバイス

広報協力

広報協力依頼

公募で集まった小中学生５名が、音楽や演劇／からだ・こえ・おとを使ったアートワークショップを通じて、

様々な表現体験を重ねながら、発表公演に向けてオリジナルの舞台芸術作品を創作。学校教育では触

れられない芸術体験や複数ジャンルの横断させることを意識し、プログラム内容を展開した。

体験会→ワークショップや発表に向けた創作活動→発表公演→ふりかえり、という流れで全12回の実

施。

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_40.pdf
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きもの科学部（京都府京都市）No.40

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_41.pdf

2022年10月22日（土）：第1回「色ってなんで見えるの？」

2022年11月  5日（土）：第2回「職人技ってどんな技？」

2022年11月20日（日）：第3回「きものに描かれているものは？①」

2022年12月  4日（日）：第4回「きものに描かれているものは？②」

2022年12月17日（土）：第5回「デザイナーって何をつくる人？」 

主な活動種別

きもの科学

活動形態

体験型ワークショップ

・教員の働き方改革の観点から、活動へ

の教員の従事はなく、参加者の所属校

の教員は自由参観とした。参観された教

員並びに京都市教育委員会からは、教

科と結びつけて伝統文化・伝統技術を

深く学ぶプログラムとして高い評価を得た。

また、本事業がパッケージとして提供され

る場合に授業などで活用したいかどうか、

教員へアンケート調査を行ったところ、全

員が活用したいと回答。また保護者へ実

施した事後アンケートからは、本事業を通

じて着物を身近に感じ、日常生活に

様々な気づきや変化がもたらされたことが

示唆された。

・学校で学ぶ教科と関連づけながらも、

学校では学ぶことのできないプログラムの

質を確保するため、各分野の専門家を

指導者として招聘。その上で、難易度は

教育委員会に確認を行い、プログラムの

構成は教育工学の専門家を交えて検討

を重ねた。 ・知識の提供だけでなく、教

科を横断する様々なワークショップや、普

段見ることのできない技術者やデザイナー

の実演を交えることで、参加者の主体的

な学びを引き出すような構成とした。 ・参

加者へのアンケートからは、学びの楽しみ

を得て、得られた知識を多角的に、自分

ごととして捉えようとする様子が伺えた。

・教員へのアンケート調査により、本事業

をパッケージとして提供することで、より広

がりのある活動となる可能性が示され

た。本事業で得られた知見を普及させる

手段として、各プログラムをパッケージ化す

ることを今後検討したい。プログラムの教

材開発を、視聴覚教育やメディア論を専

攻する芸術大学の学生とICTの活用も

視野に共同開発するなど、より多くの生

徒が活用・参加できる方向を合わせて検

証したい。

・資金面に関しては、本事業のためのファ

ンドの設立を検討中である。

活動場所

・千總ビル5階ホール（京都市）

参加生徒の基本情報

・人数： 16人

・活動日：土または日 ２時間

指導者の基本情報

・大学教員、研究者、技術者、企業

デザイナー 6名 5,100円/時間

指導者の募集方法

運営団体が持つ研究者や技術者、

教育機関とのネットワークを活用

運営主体： 一般社団法人千總文化研究所

事業目標： 地域の産業であり文化である「きもの」にまつわる有形・無形の文化財を

活用した文化教育プログラムを各分野の専門家とともに構築し、京都の

伝統文化、 伝統技術を深く体系的に学ぶ機会を提供する。さらに、その

学びを通じて、子どもの想像性・創造性の育成を目指すこと。

「きもの」を中学校で学ぶ教科と結びつけて、教科横断的

に学習する課外プログラム。題材には、運営主体である千

總文化研究所が研究対象とする染織品に関する有形・

無形の文化財を活用し、指導者は、教育工学、化学、農

学、文学の研究者ならびに、友禅染の技術者とデザイナー

など千總文化研究所のネットワークから各分野の専門家

を招聘。教育委員会とも連携し、専門家による講義と実

演と参加者の体験型ワークショップにより構成。

活動財源

・会費 0円/回

・事業委託金      1,472,330円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_41.pdf
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堺シティオペラ一般社団法人（大阪府堺市）No.41

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_42.pdf

地域文化倶楽部・ジュニアオペラは、地域の団体である堺シティオペラが主催し文化庁の助成を受け2021年に立

ち上げられた事業である。

大阪府内の全小・中学生を対象に部員を募集し、音楽、演劇、ミュージカルなどの表現分野と伝統芸能（狂言

や日本舞踊）、舞台芸術や作詞など制作分野を融合した総合文化芸術部として活動している。大阪府内の

小・中学生が部員となり、週1回1時間～3時間程度堺シティオペラの施設であるエタニティエイトで集まり、活動し

ている。講師は、オペラや舞台芸術の様々な分野で活躍するアーティストが担当し、毎回違ったテーマを題材として

各講座を開催し指導に務める。

また、2022年度からは堺シティオペラ記念オーケストラのメンバーによる、吹奏楽部の指導も開始し、学校に出向き

各パートごとのスペシャリストによる指導も開始した。

主な活動種別

総合文化芸術
（音楽、演劇、ミュージカ

ル、伝統芸能、吹奏楽）

活動形態

各種講座

専門講師の派遣

• 参加児童は技術の向上だけではなく、学校や・年

齢の幅が広く垣根なく友人ができるなどの副次的な

効果が得られている。

・子どもたちに学校ではない居場所を作ることに貢献

し、毎回の講座を楽しみに参加している子が多かった。

・保護者からは家庭での日常生活では見せない生き

生きとした子ども姿に感動され、今後の継続を希望さ

れる方が多い。

• 小学生の参加が多いので、中学生になってからも舞

台芸術に関わる子どもが増えていくと考えられる。

• 2021年度の活動をベースに学校にも認知していた

だける機会も増え、直接中学校に行き指導する機会

もできた。また学校の部活動の先生との意見交換も

でき、実際のクラブ活動ではどのようなことが求めらて

いるかを知ることが出来た。今後今年度参加された

中学校の先生からの紹介でより多くの学校の先生方

に求められる可能性が増えて、2023年度の参加希

望を既に依頼されている。

• 指揮法や作詞、作曲など普段学校や習い事では

習えないような機会になった。

• 指導者として意欲を持たれている先生方にとっては、

部活動の内容や質を向上する取組としてよい受け皿

になり、優れた人材を青少年育成の現場に招くこと

ができた。

・学校では習うことの出来ない現役のアーティストを指

導者として選定している。専門的な知識をもつ指導

者から指導を受けることで、生徒の技術習得や意欲

向上、保護者の理解につながっている。

・学校の都合などで毎回参加しなくても遅れをとらな

いよう継続的ではない講座（毎回指導者が代わ

る）を開催。

• 地域のイベント（公演）ではオーケストラや現役の

歌手と一緒に公演に参加できる機会を提供。

• メインの講師以外にも指導補佐が付き添い低学年

の児童の練習をサポートするといった工夫も行ってい

る。

・年度末には、1年間の成果を発表するための発表

会を開催。その題材には子どもたちの自発性や可能

性の発達に繋げる独自性を持たせた。

・吹奏楽に関しては、楽器の移動も難しいため、本事

業では学校へ直接指導者を派遣し、多数の専門分

野の講師が楽器の取り扱いの基礎から指導し、顧

問の先生にはプロの指揮者から指揮法を指導。

保護者や学校の指導者からも継続の希望の声が多

数あり、今後も文化庁の支援をいただけるのであれば

今年度以上に活動が広がっていくように思われる。

現在、この活動のポイントは月謝や参加費をいただか

ずにたくさんの生徒が参加できるよう設定しています。

そして今後も可能な限り家庭の事情に関わらず、子

どもたちが常にレベルの高い舞台芸術を学べる機会

を提供したい。

現状では教育委員会からのサポートはほとんどないた

め、今後はもう少し協力を得られるように働きかけるこ

とが課題となる。また、学校に直接チラシを送付する

だけでは、中々活動がつながらないので個別に学校

の指導者を訪問し、指導者や学校のニーズを直接聞

き出していき、幅広く学校や教師にこの活動を周知し

てもらい、生徒に推薦したくなるような仕掛けを作って

いきたい。また、実際の部活動の顧問や学校の先生

からの生の声普段指導できないようことを提案できる

ようにし、先離れた学校の音楽教師が地域文化倶

楽部を通じてつながることで情報共有ができるように

なり、今後の文化芸術関連の学校での指導の発展

や向上につなげ、将来の芸術文化の普及と発展に

寄与する。

活動場所

・ 堺シティオペラ エタニティエイト

・信太中学校

・津久野中学校

・泉ヶ丘東中学校

参加生徒の基本情報

・人数：堺シティオペラ 22人

・活動日：主に水曜日１時間30分

・人数： 信太中学校 20人

・活動日：土曜日

・人数：津久野中学校 180人

・人数：泉ヶ丘東中学校 260人

指導者の基本情報

・属性、人数、謝金

講師謝礼／4,400～5,100円

（1時間）

講師補佐／1,600円（1時間）

活動財源

・会費 なし

・文化庁委託費 224万円/月

運営主体： 堺シティオペラ一般社団法人

事業目標： 「オペラ」と言う総合芸術に携わる堺シティオペラが、地域の教育委員会や学校と

連携し、様々な分野で活躍するアーティストや指導者をコーディネイトし地域の中学

生・小学生に学校の部活動に代わり継続的で質の高い多様な文化芸術活動の

機会を提供する。オペラだけに特化するのではなく、演劇、ミュージカル、ダンス、舞

台の裏方、オーケストラ・吹奏楽など、舞台芸術に関する様々なことに触れる機会

を作り、音楽や舞台芸術を身近に感じてもらい、今後の子どもたちの将来の芸術

文化の普及や発展に寄与する。

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_42.pdf
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公益財団法人日本センチュリー交響楽団
（大阪府府豊中市）

No.42

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_43.pdf

事前協議：５月～９月

各学校でのワークショップ：１０月～３月

経済状況や障がいの有無に関係なく誰もが放課後に参加できる小学生対象の無償の音楽教室「庄内みんなのための音楽

教室（エル・システマ in 豊中）」を開催。

エル・システマジャパンのカリキュラムに則った形で、放課後の時間を利用して隔週に１回のワークショップを実施。

2月25日には多くの保護者にお越しいただき、発表会を開催。

主な活動種別

音楽（ヴァイオリン）

組織図・スキーム図等

活動形態

ワークショップ

放課後の学童保育の一部となるような

実施をしたため、1年生から6年生まで全

学年の生徒が参加できたことは、「目標」

に記載した内容に則した成果が出せたの

ではないかと考えています。

学校の音楽室をお借りして実施しました

が、楽器を準備室に置かせていただく事

以外は音楽教員の方々にご面倒をおか

けすることなく終えることができました。

また、各学校で積み重ねたワークショップ

の成果を発表会で披露できたこと、岩手

県大槌町で行っているエル・システマの先

輩たちが豊中に来て発表会に参加してく

れたことは、ヴァイオリンを通じて学校の枠

を飛び越えた交流に繋がったと自負して

います。

講師は、楽団のメンバーだけで考えずに、

エル・システマジャパンや豊中市に相談し

ながら技術だけに偏らないようにバランス

を整え、子供たちとの接し方が上手な人

材を確保しました。

生徒たちが飽きないように、各回ごとに最

後は発表をして終わるなど、単なる指導

ではなく個々の生徒が自発的に参加す

る雰囲気を作りながらワークショップを行っ

ています。

ヴァイオリンはデリケートな楽器だということ

を楽器の出し入れの時に指導しており、

楽器を大切に扱うことも併せて指導して

います。

使用楽器はエル・システマジャパンよりあら

ゆるサイズのヴァイオリンを貸与いただき、

生徒の身長に合わせたヴァイオリンで練

習することができました。

継続的な運営のための話し合いを幾度

となく重ねており、自治体が行う企業版

ふるさと納税の活用を模索しております

が、具体的な実施には至っておりません。

この事業の規模を拡大することになれば

講師の数を増やすことも考えますが、現

時点で実施回数や参加人数を大幅に

増やすことは考えておらず、まずは活動資

金に見合った規模感で継続していくことを

考えています。

活動場所

・ 市立野田、島田小学校音楽室

参加生徒の基本情報

・人数： 25人（小学生）

・活動日：不定期

  平日 2時間程度

指導者の基本情報

・属性、人数、謝金

日本センチュリー交響楽団楽団員

１名 12,000円/日

地域のエルシステマ経験者

２名 12,000円/日

活動財源

・会費  ０円/月

・文化庁委託費    172万円

運営主体： 公益財団法人日本センチュリー交響楽団、豊中市 

事業目標： 庄内みんなのための音楽教室（エル・システマ in 豊中）」を実行すること

により、生徒たちの「豊かな心の育成」に加えて「主体的に表現する力」

「目標に向けて頑張る力」「コミュニケーション能力」などを育むことに繋がる

ことを目標に掲げて活動する。

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_43.pdf
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特定非営利活動法人ユグドラシル（大阪府和泉市）No.43

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_44.pdf

活動を月4回を10ヶ月間実施。

使用する学校や参加生徒のスケジュールを元に土日

で練習日を決め、まずは基礎練習、そして同パート

の練習、セクション練習をして全体練習が基本的な

ルーティン。

基礎練習ではリトミックやソルフェージュ、スケール等

の練習を基礎として実施。

年間スケジュール表に則り実施。

３ヶ月に１度進捗状況の確認。

成果発表会へ向けて企画委員会を立ち上げ、セットリストか

ら構成、演出までを生徒中心に企画。

1月28日に集大成となる成果発表会を実施。

終了後は次年度に向けた練習計画や運営について計画。

主な活動種別

吹奏楽

活動形態

専門家による指導

学校や地域の垣根を越えて、様々な地域

から学生が参加してくれ、一つの基盤となる

演奏団体となり、地域芸術文化の向上及

び発展に寄与するという最大の目標はひと

まず達成できたように思う。引率が教員であ

る必要がないことから、外部移行のためのモ

デル事業としての目に見える成果として、少

なくとも、指導中は教員が立ち会うことはな

く、その時間は教員が他の会議や翌日の授

業の準備、個人の時間に充当できたと聞い

ており、部活動に教員が縛られることはなく、

生徒は専門的知識を均一に教授すること

ができたので、双方にメリットのある事業とす

ることができた。

部活動の顧問は専門家でなく、自身が経

験したことでしか生徒に指導ができないた

め、極端な話楽器の持ち方・置き方、メンテ

ナンス方法など演奏以前のことを知らない

生徒が多数いたため、各セクション（フルー

ト、クラリネット、サックス、トランペット、ホル

ン、トロンボーン、テューバ、ユーフォニアム、コ

ントラバス、打楽器）ごとに専門家の指導

を実施し、全員が全くの素人レベルだった者

から経験者と言えるレベルの水準にもってい

くことができた。吹奏楽は専門性が高く、多

岐に分かれるため、ある程度知識がある人

間を複数派遣しなければならず、部活では

限界があるものについて今事業で補完及び

代替となるような指導方法を実践。

場所の確保や時間の確保は勿論のこと、

楽器や必要備品の整備・維持はとてつもな

くハードルが高く、部活動の地域移行を本

気で実行するなら、備品購入を一切認め

ない補助金の在り方では到底完全移行は

実現しないように思える。部活の備品はあく

まで学校のものであり、市など公共団体の

財産である。民間の助成金で楽器が購入

可能なものは倍率も厳しく、クラウドファン

ディングなど今誰しもが実行しているところで

あり、全国規模での展開が控えている昨今

では、相当厳しい展開が待っているように思

う。財源確保として定期的に公演を実施

し、固定客をつけ、寄付金や支援金、募金

や物品販売など金策に講じる必要がある。

活動場所

・ 和泉市立信太中学校音楽室等

参加生徒の基本情報

・人数： 信太中学校 28人

  その他中学校  30人

・活動日：火・土・日で2時間/月4

指導者の基本情報

NPO法人西臼杵教育振興連合会

指導員    3名 5,000円/時間

プロ演奏者

 2名 6,400円/時間

指導者の募集方法

提携事業者からの派遣、斡旋

運営主体： 特定非営利活動法人ユグドラシル

事業目標： 学校や地域の垣根を越えて切磋琢磨することにより、泉州地域全体の芸

術文化レベルの底上げと活性化を目的に実施。

また、学校や教育委員会との連携により、①多くの中学生の目に活動が

触れ、参加しやすい②後援を受けられることにより、社会的信用度の向

上とコンサート時の集客が容易になる③新たな部活動間のネットワークが

構築でき、コンクールやコンサート等幅広い情報共有が可能となる。

活動財源

・会費   2,000円/月

・文化庁事業委託費   150万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_44.pdf
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たじま児童劇団（兵庫県富岡市）  No.44

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_45.pdf

【スケジュール】

 ５月～７月上旬 参加者募集告知

 ７月下旬 お試しワークショップと保護者説明会

 ８月～12月 月２回のワークショップ

 冬休み 中高生の部による演劇公演（6ステージ）

 ２月 成果発表会（小学生の部）

【実施期間・回数・会場】

 実施期間：2022年7月～2023年2月

 実施回数：小学生の部 15回、中高生の部 24回

 実施会場：江原河畔劇場

【講師】

・小学生の部

  村井まどか（俳優）

  田上豊（劇作家、演出家

／芸術文化観光専門職大学）

・中高生の部

  平田オリザ（劇作家・演出家

／芸術文化観光専門職大学）

  田上豊（劇作家、演出家

／芸術文化観光専門職大学）

主な活動種別

演劇

活動形態

ワークショップ

小学生の部、中高生の部ともに前年度より参

加者が増え、途中1名の脱退があったが、28

校から39名が参加した。

中高生の部は、1月に本格的な演劇公演を

実施し、6ステージの上演で465名を動員した。

アンケートの結果、小学生の部、中高生の部

ともに、参加者、保護者の満足度は高く、卒

業する高校生を除いて、次年度の継続希望

が100%となった。

演劇の楽しさを感じ、発表することで達成感を

得ることができるプログラムを展開できた。

小学生、中高生ともに、他校の児童・生徒と

の交流も魅力と感じていることがわかった。

事業受託団体が運営する劇場で活動を行う

ため、設備の整った環境で活動ができる。

指導者は、劇場に所属する俳優や、近隣の

芸術文化観光専門職大学教員に依頼してい

る。アシスタントには同大学の学生から募集

し、安定した人材の確保と、次世代の育成に

取り組むことができている。

参加者が広域から参加しているため、活動回

数や活動時間等の配慮をしている。

各市町の教育委員会と連携し、学校でのチラ

シ配布を行なった。

指導者は全員ハラスメントに関する講習を受

けている。

・保護者との連絡手段は主にメールを利用し

た。心配事などがないか、送迎の際などに声が

けをしてヒアリングを行うよう心がけた。

文化活動の地域移行を促進するためにも、教

育委員会との連携した取り組みを行いたい。

芸術文化観光専門職大学と連携し、人材の

確保や育成を継続しする。

自治体の助成金制度、民間の補助金を検討

している。

会場への送迎が保護者の負担となっているた

め、参加しやすい活動時間の設定を検討す

る。

地域に演劇部が少ないため、その受け皿とな

る活動を行う。

平日の活動と週末の活動でコースを分けたり、

地域の特性に合ったプログラムを検討する必要

がある。

活動場所

・江原河畔劇場

・近隣公民館の場合もあり

参加生徒の基本情報

・人数： 39人

小学生の部 19人

中高生の部 20人

・活動日：月2回（土日）2時間

指導者の基本情報

・演出家（外部）

 2名  30,000円/回

・事業委託団体所属俳優

 1名 1,050円/時間

指導者の募集方法

直接依頼

運営主体： 一般社団法人江原河畔劇場

事業目標： 小学生の部、中高生の部とも原則月2回活動する。小学生は最後に成

果発表会を、中高生は冬休みを活用して本格的な質の高い公演を行う。

定員を40名に拡大して募集する。兵庫県立日高高校演劇部の地域移

行を実践していく。

江原河畔劇場たじま児童劇団

芸術⽂化観光専⾨職大学

利⽤料

企画・運営

会場提供

指導者派遣

謝⾦

機会 参加

児童・生徒

劇団青年団／（有）アゴラ企画

周辺⾃治体の教育委員会

児童、生徒への告知

兵庫県⽴⽇⾼⾼校演劇部

参加費

指導

活動財源

・会費収入        533,000円

    小学生の部      7,000円/年

    中高生の部    20,000円/年

・保険料              800円/年

・演劇公演チケット売上（265枚）

  403,000円

・文化庁事業委託費 225万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_45.pdf
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株式会社Global Entertainment-JAPAN
（兵庫県西宮市）

No.45

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_46.pdf

11月末より具体的な企画を進め、年明けからの実施となった。

タップダンス・クラウン（道化師）・ジャグリング・パントマイム・ミュージカル等の様々なエンター

テイメントジャンルのレッスンの他、出張ワークショップ、全国規模での学校公演・芸術鑑賞会

の実施等。

主な活動種別

エンターテイメント

（ミュージカル・ジャグリン

グ・タップダンス）

「G・E-JAPANエンターテイメント・カレッジ」 各クラス講師陣

一般社団法人日本エンターテイメント連盟がフォロー

活動形態

専門家による指導・体験

・普段、学校での教育活動では体験する

ことが難しいと思われるエンターテイメント

ジャンルを設定した。

【例】「タップダンスクラス」「ジャグリングク

ラス」「ミュージカルクラス」等。

その点では、学校の先生の負担軽減に

も繋がったかと思うと共に、専門性の高い

指導を行うことが出来た。

・子どもたちが自分自身で受講ジャンルを

決められるよう、クラスの選択肢を設け

た。

・各クラスに専門の講師を置くことによっ

て、子どもたちに「本物」を見せ、生の文

化芸術に接する感動を体験させることが

出来た。

・レッスンの最後に成果発表の機会を提

供することによって、人前で表現し拍手を

頂くことの醍醐味を体験させることが出来

た。

・時間の厳守やレッスン前後の挨拶を徹

底することによって、講師から指導を受け

る姿勢を学べるようにした。

・他の受講生の取組に敬意を払いお互

いを認め合えるような環境を整えた。

・長引くコロナ禍で実施の延期や規模縮

小を余儀なくされた為、今後は当初の予

定通りに実施する準備をして行きたい。

・市役所の文化芸術担当者や、教育委

員会、近隣の学校の先生方、PTAとより

緊密に連携した活動に拡げて行きたい。

・現在、私共のスタジオやホールでの成果

発表の機会を予定しているが、今後の感

染状況が改善されたら、近隣の公共施

設やショッピングセンターなどとも連携し

て、イベント的に子どもたちの発表機会を

企画出来たらと考えている。

・発表の機会を随時提供出来るよう、地

域コミュニティと親密に連携を取って行き

たい。

活動場所

G・E-JAPANエンターテイメント・カレッ

ジ

参加生徒の基本情報

・人数： 23人

  兵庫県及び大阪府内の小中学校

・活動日：主に月・火・土・日

指導者の基本情報

関西のエンターテイメント界の各ジャン

ルで活躍する一流の講師陣

4名 1,050円/

活動財源

文化庁事業委託費 165万円

運営主体： 株式会社Global Entertainment-JAPAN

事業目標： 弊社が企画・運営する日本初の総合エンターテイメント教育機関「G・E-

JAPANエンターテイメント・カレッジ(兵庫県西宮本校)」内に、「西宮子ども

文化倶楽部(仮称)」を創設し、地域の子どもたちが「エンターテイメント教

育」を通じて「自己表現力」や「コミュニケーション能力」を豊かに養うことを

目標とする。

西宮子ども文化俱楽部（仮称）

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_46.pdf
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わくわく音楽会実行委員会
（兵庫県神戸市、西宮市、宝塚市、三田市）

No.46

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_47.pdf

わくわく音楽会実行委員会は地域のプロアーティストを発掘し、演奏及び鑑賞機会を設けて演者の周知に務め、

生計の一助とし、地域の文化啓蒙に貢献する。また、地域の子ども達への音楽教育の場となる演奏環境を企画し、

プロアーティストと音楽を学ぶ子ども達をつなぎ、人材育成の場を提供する事を活動とする。今回の事業では、幼児

～小学４年生対象の「兵庫小さなこどもの歌声倶楽部」、小学５年生～高校生対象の「兵庫青少年の歌声倶

楽部」を設置して１２０名を募集し、年間１０～１６回の合唱指導を地域の児童合唱指導者が行い、2023

年１月15日（日） に三田市総合文化センター郷の音ホール大ホールにて発表会を実施。小さいこども達は童謡

や唱歌などを、青少年はミサなどの合唱作品を、地域のプロ奏者で創るオーケストラと共演し、プロ音楽家の演奏を

鑑賞した。

・兵庫小さなこどもの歌声俱楽部発表会の様子（左） 兵庫青少年の歌声俱楽部発表会の様子（右）

主な活動種別

合唱

募集チラシ作成（運営主体団体：わくわく音楽会実行委員会）

↓

兵庫県下の幼稚園・保育園・小学校に募集

（神戸市、西宮市、宝塚市、三田市、以上の市教育委員会に協力依頼）

↓

公共市設にて指導実施（地域の児童合唱指導者、地域のプロ音楽家へ指導依頼）

↓

発表会を実施

（地域の児童合唱団のスタッフ、教育委員会、 地域プロ音楽家、会場指定管理者の協力）

指導陣は、地域の児童合唱団の指導者、地域で活動する声楽家・ピアニストに依頼。

発表会で共演するプロ奏者は、地域で活動するプロ奏者、総合文化センター登録アーティストから依頼

募集及び発表会の告知は、各市の教育委員会、開催市、地域のラジオ放送、新聞社と連携。

活動形態

アーティストによる指導

「兵庫小さなこどもの歌声俱楽部」の目

標募集数の120名の内最終94名が参

加し、78％に達成した。「兵庫青少年の

歌声俱楽部」の目標募集数の30名の

内最終23名が参加し、76％に達成し

た。今回の事業はコロナ禍で学校現場

では従来通りに活動できていない「合

唱」を目的とし、音楽の授業や部活動で

活動できなかった「合唱」を課外活動で

実施した点で学校の役割を補填した事

は、教員の負担軽減に寄与したと考え

る。質的な活動を行った点において、部

活動に代わり得ると事業であったと考え

る。

また期間中の週１度の練習頻度は、放

課後の生活多様化に伴って、他の部活

動や塾などと平行できる無理のない時

間量であるため、生徒と指導者の両者

にとって持続可能な適切な頻度であった

と考える。

指導のあり方は、実施する児童合唱の指導者や実

演家（声楽家）による研修や勉強会を実施し、改

善を目指した。参加者へは、対象学年が参加しや

すい時間（低学年は週末の午前中、青少年は週

末の夕方）を実施時間とした。募集方法は対象生

徒の幼・保・学校へ募集チラシを全校配布し、チラシ

は全学年クラス分けした上で各教育員会へ配布依

頼した。各地域での練習時間には、地域の児童合

唱団の保護者の方々や合唱団のOBOGが連携し

円滑に参加者を案内した。合唱団の団長や役員の

方々がコーディネーターの役割を担い、連絡や用具調

達、運搬、保管についても役割を担った。普段から

地域の児童合唱活動を営む陣営によって実施した

ため、関係者にとって無理のない仕組みを構築した。

事業の性質上ICTは連絡使用のみに留め、指導は

対面活動に拘った。

活動場所や指導者は、地域の児童合唱団が事業を実施する形とな

れば安定して継続する事が可能。発表会については、大きなホールで

はなく、コミュニティホールサイズであれば参加費、入場料収益で十分

に実施する事が可能。

教育期間との連携はもっとも課題。事業の性質上、募集の段階で子

ども達に直接を入れることが効果的で、この点はICTなどの情報網は

非効率的であった。そのため、継続していくためには募集チラシを全校

配布することが必須だが、その業務については現段階では教員の手を

借りる他がない。この点で非協力的であった教育委員会（西宮市・

神戸市）は、〈教員の負担軽減〉を理由に募集チラシを受け取らない

対応を示し、運営側が直接対象地域の学校長へ直接に配布依頼

交渉を実施する非効率を起こした。

神戸市教育委員会にいたっては、以上の運営側の努力があった上で

も学校内の生徒に配布しない学校が大半を締め、募集に難を生じた。

教員の負担軽減のために行う事業（本事業）が、教員の負担軽減

のための政策（募集チラシを受け取らない）のために、地域移行が

実施できないという矛盾が起きていることが課題であると考える。

活動場所

・ 各市の市民センター、公民館

参加生徒の基本情報

・人数：小学～高校 １２０人

・活動：土２時間（年１０回程）

指導者の基本情報

地域の児童合唱団の指導者

地域で活動する芸術家

  6名 5,100円/時間

指導者の募集方法

各地域の児童合唱団、声楽家、ピ

アニストへ個人交渉

運営主体： 兵庫県三田市や近郊に在住のプロアーティスト。

及び三田少年少女合唱団、宝塚少年少女合唱団。

事業目標： 子どもたちが身近な地域で学校の合唱活動に代わり得る継続的で質の

高い音楽活動の機会を確保できるように、新たな課外活動の場「兵庫小

さなこどもの歌声倶楽部」及び「兵庫青少年の歌声倶楽部」を創設する。

活動財源

・入場料  500円、3,500円/人

・参加費   2,000円/人

・文化庁事業委託費      165万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_47.pdf
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特定非営利活動法人ダンスボックス（兵庫県神戸市）No.47

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_48.pdf

中学生の帰宅部集まれ！

中学生のアート部 オリジナルな部活動をつくろう！

日時：2022年8月26日（金）～2月15日（木）

ほぼ毎週金曜 16:30-18:00 ※計16回

会場：神戸市長田区南部のいろんな文化施設

- スタジオ・長田教坊

- 神戸映画資料館

- ジョブ・スペース・ラボ - SAKAZUKI

- 駒ヶ林会館、Rokkenmichi-3

- ArtTheater dB KOBE  等

応募対象者：神戸市内の小学6年生～中学生3年生

募集人数：15名

参加費：無料

顧問：パクウォン、趙恵美（韓国の伝統芸能）

＝前半＝

プロのアーティストの技を、生で見て、感じて、一緒に挑戦 

アーティスト：いいをじゅんこ（クラシック喜劇映画を鑑賞）

池田浩基（みんなで映画を制作）

アラン・シナンジャ（アフリカン・ダンスを踊る）

小國陽佑（現代アートを鑑賞して言葉にする）

MC NAM（ラップをつくる）

高橋大輔（セルフ・プロデュースに取り組む）

中間アヤカ（ダンスをつくる）

パクウォン、趙恵美 （韓国伝統音楽に取り組む）

＝後半＝

自分たちだけのオリジナルのアート部をつくる。やってみたいことを

形にする

主な活動種別

舞台芸術、アート、映画

活動形態

アーティストによる指導

・コロナ禍で学校での活動が制限されてきた中

で、これまで体験として少なかったバーチャルで

はない身体を介した機会を生みだすことができ

た。

・様々な表現に触れることで、自分を肯定でき

るようになってきた。

・昨年度より継続することで、地域の施設や

アーティストとの連携や信頼関係を結べること

ができた。

・生徒たちとのフィードバックの中で、自分の言

葉で話せるようになってきた。

・部活動終わりに、生徒たちが、自分達の言

葉でフィードバックを話せるような場づくりを心が

けた。  

 

・生徒達の取り組みたいことを大事にし、自主

的・能動的に部活動に取り組むことができるよ

うな流れに持って行けるように工夫した。 

  

 

・生徒達が、ゲスト講師だけではなく、地域で

活動するプレイヤーやクリエイターなど、いろんな

表現活動に取り組む大人たちと出会う機会を

設けた。  

・中学生児童が自主的に参加するプログラム

である。結果的には、文化芸術に関心のある

保護者の児童の参加が多かったため、関心の

ない保護者の児童の参加を得る事が難しいこ

とが課題である。

・不登校の児童にとっての受け皿となる部活

動の実施。自身を表現する方法、コミュニケー

ションの様々なあり方を体験する機会を通して、

自分自身を肯定する力を養う。

・地域全体が児童の受け皿となること。地域

にある様々な施設や、アーティストに出会うこと

で、児童の人間関係を固定化せず、選択の

可能性を広げる。

活動場所

新長田のいろんなコミュニティスペース

や文化芸術スペース

参加生徒の基本情報

・人数：神戸市内の中学校

10名

・活動日：毎週金 1.5時間

指導者の基本情報

地域拠点のアーティスト

5,100円/時間

活動財源

・会費 参加者は負担なし

・文化庁事業委託費 130万円

運営主体： 特定非営利活動法人DANCE BOX

事業目標： ・参加生徒の創造性や主体性を育むこと、多様な表現方法に触れる中

で自身に合う表現方法を見つけること。

・地域のなかに生徒にとっての第三の居場所（サードプレイス）をつくること。

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_48.pdf
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協力

連携

やんちゃんこ劇団

小学生～シニア世代

兵庫県立尼崎青少年創造劇場

兵庫県立ピッコロ劇団

機会 会費

活動場所

利用料

ぷらっと！

尼崎市立立花北

生涯学習プラザ

兵庫県立
尼崎青少年創造劇場

特定非営利活動法人 やんちゃんこ

兵庫県阪神南県民センター

阪神南青少年本部

尼崎市

尼崎市教育委員会

社会福祉連絡協議会

小学校・中学校・高校・大学

兵庫県立尼崎総合医療センター

協力

連携

事業運営

指導

特定非営利活動法人 やんちゃんこ （兵庫県尼崎市）No.48

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_49.pdf

主な活動種別

演劇

活動形態

劇団への参加

・活動する中に発達特性を持つ子どもが

数名いるが、個々に伸び伸びと自己表

現ができ自信につながる姿が見られた。

・地域の見守りや協力のもとに自分たち

の活動が成立しているということを実感す

ることができ、一つの舞台の準備から片

付けまでをやり遂げることで、達成感や責

任感を育成できることができた。

・行政（県民センター・青少年本部・レク

リエーション協会・市教委等）や地域団

体（社会福祉協議会・子ども会等）と

常に情報共有ができているため、広報や、

人事確保のための協力体制が構築され

ている。

 ・劇団の活動には保護者からも賛同を

得ており、運営に関しても協力的である。

・兵庫県立尼崎青少年創造劇場とは

子育て支援事業での関係性ができてい

るため、今後もピッコロ劇団からの指導者

や場所についての協力を継続することが

できる。

・活動日は、地域活動であることや劇団

員が小学生から中学生、高校生、社会

人で構成されているため、日曜日等の休

日を中心とする。

 ・活動費は本事業に対しての助成金等

や企業からの寄付等が活用していけるよ

うに努めていく。

 ・保険（公益財団法人スポーツ安全協

会等）への加入は安心・安全に活動し

ていくために必須としている。

 ・練習場所であるホールや会議室等は、

法人として減免措置が対象となっている

公共の施設を利用する。

・演劇活動を通して構築されていくコミュ

ニケーション力や自己肯定感が青少年の

健全育成に繋がることを周知していくため

に、一層地域での発表の場を増やしてい

きたい。

・学校活動の取り組みとして地域貢献活

動をしている高校生や大学生ともコラボし

ていく企画を進めていく。

・劇団員が自ら台本を作成したり、演技

をつけていったりして、将来、活動の内容

を自立運営していける劇団になることを

目標としたい。

・活動や募集について紙媒体とホームペー

ジだけでない情報発信の方法を考えてい

きたい。

・劇団員の子どもたちの保護者による支

援体制を作り、今後の運営にも関わって

いってもらえるような協力・支援を求めて

いきたい。

活動場所

・尼崎市立生涯学習プラザ

・当法人施設

参加生徒の基本情報

・人数：市内小・中・高校 12人

・活動日：各週日曜日

  月（2～4回） 2時間

指導者の基本情報

・兵庫県立ピッコロ劇団員 3名

  内部コーディネーター

   1,600円/時間

活動財源

・会費 子ども 1,500円/月

  大人   2,000円/月

・文化庁事業委託費  69万円

運営主体： 特定非営利活動法人 やんちゃんこ

事業目標： ・演劇活動を通して、集団活動の大切さや表現力を学ぶ

 ・世代間交流・コミュニケーション力の習得

 ・不登校や発達特性等の子どもたちの居場所作り

 ・自己肯定感の向上・地域福祉支援等を目指す

やんちゃんこ劇団員の参加者募集 （通年）

①ピッコロ劇団員によるワークショップの実施 （4月〜5月）

演劇の基礎となる動きや発声のためのワークショップを実施、演劇用語等を学ぶ

行政や地域を巻き込んだ団員募集広報の実施

②ピッコロ劇団員による演劇活動の練習開始 （6月－8月）

地域の施設での練習 台本読み・立ち稽古・衣装合わせ等

③ピッコロ劇団員による演劇上演に向けての練習 （9月〜1月）

立ち稽古・小道具作り・ホール練習等

④やんちゃんこ劇団 本番上演 （2月）

⑤上演後の振り返りと反省会の実施 （3月）

アンケートからの分析・今後の予定企画の実施

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_49.pdf
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多可町播州歌舞伎クラブ（兵庫県多可町）No.49

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_50.pdf

多可町の伝統文化である播州歌舞伎の保存・継承

主な活動種別

歌舞伎

活動形態

伝統芸能保存・継承クラ

ブへの参加

○クラブ員は、今は亡き師匠から指導を受け

た者達が相互に教え、伝え合いながら、播州

歌舞伎の保存継承に努めている。そのクラブ

員が小学生や中学生にも指導しながら、自身

も演じることで、町民に播州歌舞伎の魅力を

伝えることができた。

○定期公演を実行委員会形式で行い、これ

まで、播州歌舞伎を観たことがある方、関係

者等に声をかけた。実行委員が中心となり、

ポスター、チラシ等の企画を考え、舞台の設営

や当日の運営も行った。そのおかげでこれまで

播州歌舞伎を観たことのない町民も公演を観

ることができた。

○公演を通じ、播州歌舞伎に興味を持つ方

が増えた。

○クラブ員でもある指導者は、これまで培ってき

た技術をお互いに教えたり、クラブ員にも指導

している。しかし、これまで学んだこと以上の技

術の習得が難しいため、外部の指導者に師事

し、新たな技術を学んでいる。

○運営は事務局が行っているが、町民とも一

緒に行うために実行委員会形式で行った。そ

れにより、定期公演以外の公演でも共に活動

してくださる方ができた。

○多くの方で関わることにより、担当者が考え

るよりも多くのアイディアをいただき、より町民の

ことを考えた企画を練り上げることができた。

○平日の夜に行うため、一般の部活動に参

加している中高生も参加することができる。

○今後も播州歌舞伎の定期公演は、実行

委員会形式で行い、さらに播州歌舞伎の周

知に努め、また、後継者を育てるためにも、参

加者以外の小中学生にも広く広報を行い、

興味をもってもらえるようにする。

○多可町のYouTubeチャンネルや多可町の

ケーブルテレビ・広報とも連携し、播州歌舞伎

公演を観てもらえるようにし、播州歌舞伎の裾

野を拡げる。

○播州歌舞伎をさらに知ってもらうために、これ

までの公演をダイジェストにし、おもしろい場面

を学校の授業や給食等で使用してもらったり、

高齢者大学等で観てもらえるようにしたりして、

興味を持ってもらえる人を増やす。

活動場所

・ 中コミュニティプラザ

参加生徒の基本情報

・人数：   中町中学校     ３人

 福崎西中学校    １人

・活動日：毎週金 ２．５時間

指導者の基本情報

・属性、人数、謝金

クラブ員 ２名 1,500円/回

県外の指導者

２名 100,000円/回

活動財源

・会費 ０円/月

・多可町補助金  ８０万円

・文化庁事業委託費  ４３万円

運営主体： 多可町

事業目標： 多可町全体で播州歌舞伎を根付かせるため、また、先人から受け継いで

きた文化的資源を引き継ぐために活動を行う。かつては、保存会やサポー

ター等あったが、今はなく、また後継者も少子化の影響もあり、少なくなっ

ている。町全体で播州歌舞伎と関わろうという地域にしていきたい。

多可町播州歌舞伎クラブ

多可町教育委員会 多可町

中コミュニティ

プラザ

中学生～大人

播州歌舞伎クラブ指導者

播州歌舞伎クラブ裏方

￥
￥

￥
運営

事務
補助金

申請・報告

管理

活動場所
指導

謝金

参画

地域住民・協議会

申請

機会 参加

募集

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_50.pdf
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一般社団法人石見音楽文化振興会 （島根県江津町）No.50

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_51.pdf

〇当初は、中学生をターゲットにしての活動予定だったが、中学生の参加がなかなか見込め

なかったため、ターゲットを小学校から大学生と範囲を広げて、世代間交流も交えて行った。

 〇コロナの影響もあったが、募集チラシを何回か配布することで参加者を募り、月２～３回、

１回あたり２時間程度の練習を行った。

主な活動種別

吹奏楽

活動形態

音楽家からの指導

・これまで、楽器指導や楽器演奏の機会に恵

まれなかった若年層にそういう機会を与えること

ができた。

・小学校では、指導教師が居らず、鼓笛隊や

吹奏楽などの活動が次々に廃止に追い込ま

れており、こうしたことに歯止めをかけるきっかけ

となっている。

・中学校においても、教員に代わってＵＩター

ンの若手音楽家による楽器指導を行っており、

教員の負担の軽減に寄与している。

・高校では、楽器指導に加えて、地域指導者

として部活動を中心的に担っており、顧問の代

わりを果たすなど、大きな成果を上げている。

・地域における練習については、学校の部活

動とは違い他校との交流ができることに加えて、

対象世代を拡大したことにより、県大生が小

学生を指導するなどのように、年上が年下を

面倒を見て、年下が年上を慕うような関係を

構築することができ、音楽文化を振興する環

境創出に大きく寄与している。

・指導法については、藤重先生の監督のもと、

音大卒の音楽家が指導することとしており、少

なくとも学校の部活動以上のスキルで指導す

ることができた。

・音大で学んできた知識を活かし、演奏指導

だけではなく、楽器の扱い方、団体で演奏する

時の心構えや、吹奏楽倶楽部で活動するた

めの基本的なマナーなども指導ができている。

・楽器の調達については、特に中学校の理解

が進まないために、学校所有の楽器が使用で

きていない。そのため、参加者が所有する楽器

を使用するほか、振興会が所有する楽器を貸

し出すほか、廃校となって学校で使用されなく

なった楽器を改修しリペアして貸し出しを行った。

・資金の調達には、依頼演奏などを行い、演

奏料の収入を得るなど、自主財源の確保に

努めるほか、県や市による補助金なども利用

している。

・打楽器のような簡単に持ち運びのできない楽

器の使用については、江津スタジオや楽器使用

に理解のある浜田高校の吹奏楽部室などで練

習するしかなく、練習会場の確保には課題があ

る。

・教育機関との連携については、部活動の地

域移行の理解が深まっておらず、特に中学校で

は全く協力が得られず、参加者を学校を通じて

募ることができなかった。そのため、参加者募集

については、新聞折込等の手段に頼らざるを得

ず、当初に無かった経費がかかった。

・自治体等の補助金は様々活用してきたが、

いずれも継続的な補助金ではない。運営経費

を継続的に賄う補助金は皆無であり、財政的

自立を図る上では、大きな課題である。

・未だ、活動の周知や理解度が深まっておらず、

参加者の伸びは鈍い。これを解決するため、藤

重先生のご尽力により５月２１日にアメリカ

空軍太平洋音楽隊を招聘し、地域吹奏楽倶

楽部が同じステージに立てるよう企画立案した。

これにより、地域吹奏楽倶楽部への参加を促

しながら、活動の周知も図る。

活動場所

・ 石見文化振興センター 他

参加生徒の基本情報

・人 数：小中高大 ３８名

・活動日：毎週日 ３時間

指導者の基本情報

・指導者数 ５名

藤重先生、振興会会員 ４名

・指導謝金 1,000円／時間

指導者の募集方法

振興会より要請

運営主体： 一般社団法人石見音楽文化振興会、浜田市、江津市

事業目標： この地域において、若年層からの音楽文化の振興を図る。 小学校、中学

校、高校、大学、というカテゴリーにとらわれず、地域において幅広い音楽

活動を実施する。

市内各学校吹奏楽部

市教育委員会

市内各学校音楽科

教員・吹奏楽部顧問

活動財源

・会費 1,000円/月

・文化庁事業委託費 113万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_51.pdf
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一般財団法人 みはら文化芸術財団（広島県三原市）No.51

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_52.pdf

対象: 三原市市内、三原市近隣市町の全中学生 活動人数：13人

（6月プログラム 9人、8月・9月プログラム 4人）

6月ものづくりプログラム 4回 / 8月舞台芸術プログラム 4回 / 9月体験プログラム 1回

●6月 ①先人が残した三原市に点在するアートの発見 ②日本伝統の漆について学びながらの

My箸づくり ③木染めに込められた作家に思いをはせながら、伐採木を使用したオブジェづくり

④自分の想像力の豊かさに気づく、コラージュの制作等

●8月 ①コンサ－トプランナ－の仕事 コンサ－トの実施には長いプロセスや担当者の強い思いがあること ②樹木医の仕事 ホ－ルがそこに集

う人の癒しの空間であるために安全性を保つ努力がされていること ③照明・舞台担当の仕事 完璧な舞台を演出するための見えない仕事の大

切さを学ぶ ④ホ－ルが全ての人にとって平等に、そして特別な場所であるために、レセプショニストとしての体験を通して自分にできることを考える

●9月 ①実際の公演でレセプショニスト体験

主な活動種別

美術、舞台

活動形態

様々なプログラムによる体

験活動

生徒アンケートより抜粋

≪6月ものづくりプログラム≫

・物づくりの楽しさを味わい、作家から直接話

を聞くことで、様々な経験を味わうことができた。

・市内のアート巡りで、身近なアートに触れるこ

とができた。

≪8月舞台芸術プログラム≫

・社会福祉協議会職員や樹木医、演奏家、

舞台スタッフなど異なるジャンルの専門家から

話が聴け、貴重な体験となった。

今回の講座に応募するにあたって、友人と相

談した、自分で参加を決めたと答えた生徒が

50%を超えていたことは、募集時に具体的な

プログラムが提案できた成果であり、今後継続

する意義は大きいと思われる。

・参加者の募集については、教育委員会に協

力を要請し、近隣市町の中学校全生徒へチ

ラシ配布を行った。

・活動の連絡については、メールを使用し保護

者に伝えることで、スムーズに連絡をとることが

できた。

・文化施設の強みを活かし、ホール公演時のス

タッフや出演者に指導をお願いすることで質の

高い活動ができた。また、以前から当施設を

支えてきた人材を大いに活用し、魅力あるプロ

グラムを提供することができた。

・SNSを利用し、各回ごとに活動報告を行い

情報発信に心がけた。

今年度の内容は、従来の学校部活動の段階

的な移行にすぐにひもづくようなものではないが、

様々なものづくりを継続して実施することにより、

一つのものづくりを深堀りする活動ができる可

能性が生まれ、年間を通じて地域の文化活

動の拠点となる可能性はあると考えている。そ

のためにも、財団としての登録アーティスト制度

を検討することや、近隣の芸術系の大学との

連携の方法など、計画的にアーティストを確保

するスキームを検討する。また、同時にハード面

を対応する財団職員の人材の育成も重要な

ポイントとなる。アーティスト、教育委員会、地

域団体などと連携して、年間計画をたて、実

施できる職員が長期に在籍していることも地

域移行の活動をめざすうえで重要である。

活動場所

・ 三原市芸術文化センター ポポロ

参加生徒の基本情報

・人数： 13人

・活動日：土・日 1回 2.5時間

指導者の基本情報

・地域の作家・樹木医など

7名 7,100円/日

・地域の吹奏楽経験者

7名 7,100円/日

指導者の募集方法

令和3年度に財団職員から事業に

関わる作家や技術者等へ依頼

運営主体： 一般財団法人 みはら文化芸術財団

事業目標： 一般財団法人みはら文化芸術財団が拠点を置く文化施設(三原市芸

術文化センタ－ ポポロ）を利用し、中学生を対象に様々な人とモノとの

出会いや体験を通じて、ふるさと三原を意識すること、新しい自分自身の

可能性の発見や作品に込められた作家の想いにふれ、将来の職業選択

の幅をひろげる機会とすること。

活動財源

・会費    3,000円/人

（6月プログラム のみ材料費として）

・文化庁事業委託費 208万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_52.pdf
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観音寺マーチングバンド「Humming Wind」
（香川県観音寺市） 

No.52

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_53.pdf

✓ 新入部員を迎え、R4年度のテーマと曲を決め、パートごとに音と動きの基

礎練習から始めた。

✓ 6月にはコンテスト用コンテが届き、ポジションやムーブの練習が始まった。

✓ 地域などのイベント（銭形祭り・観音寺音楽祭・マーチングインオカヤマ・

ボーイスカウト香川大会オープニングセレモニー・観音寺商工会議所女性

会記念式典）に出演した。

✓ 専門性の高い指導として、スポットで専門家に来ていただき、講習会を開

催した；全体12回、パートごと72回

✓ 10月にくろしおアリーナ（高知）での四国予選、12月にさいたまスーパーア

リーナでの全国大会に出場した。

✓ 冬休みには、 ＲＮＣラジオ「さわやかラジオおはようハイタッチ！」の地域イ

キイキコミュティ通信に部員が出演。地域に伝わる伝統や文化、頑張って

いる活動として取り上げていただいた。

✓ 春休みには、新入生部員募集と寄附者へのお礼を兼ねたスプリングコン

サートを開催予定（4/2）。

✓ 年度初めに総会を開催し、運営方針や年間活動を周知した。年度終

わりには活動報告と会計報告を予定。

✓ 指導部の定時指導者により、年間の練習の方針と計画を立案。

✓ サポート隊で、年間活動計画について学校行事との調整を実施した。

✓ 保護者会で、練習時の見守り（先生方の人数を削減しつつ、子どもた

ちの安全を確保のため）のシフト表を決定し運用した。

✓ 保護者会で、資源回収を複数回実施した。

✓ サポート隊と保護者会で、衣装・小／大道具の製作を実施した。

✓ 全国大会前に、地域の方への寄附への協力のお願いを実施した。

✓ サポート隊広報部で、練習状況やイベント出演の様子、寄附への協力

など、年間を通じてSNS・HPでの広報を実施した。

✓ 子ども達へ年間の活動記録のブルーレイと記念グッズを配布した。

✓ サポート隊で、部員募集のチラシとポスターを配布した。

✓ サポート隊で、スプリングコンサートを企画。

主な活動種別

マーチングバンド

活動形態

小学校バンドとの合同活

動

・教員の方の部活動業務軽減について、学校

で指導をしていた教員が本会に所属し指導さ

れているので、学校側の業務は大幅に削減で

きた。

・少子化による部員減少に対して、本会では

観音寺市内外の小中学校から部員を受け入

れ可能となり、部員募集のポスターとチラシの

配布を実施した。

・各楽器等パートごとの専門家の講習会を、

昨対1.5倍実施できた。

・学校や家庭では経験できないマーチングバン

ド活動とそれに付随する団体活動を通じた子

ども達の重要な成長機会を、本会に運営・管

理を移行しても提供を維持できていると考える。

・教員の業務をサポート隊事務局へ順次移行

している。一例として、練習時の教員方の人

数を減らし、その代わり安全見守りとして年間

シフトを組んで保護者に練習に立ち会ってもら

うよう企画・運用した。

・一つの学校だけでは部員減少傾向が続いて

いたので、観音寺市内外に対して、部員募集

のポスターとチラシの配布、また、コンサートを実

施した。

・指導していただく方には資格を持っている方

や高校以上で音楽関係の部活動などの実績

があることなど内規を設定した。指導者の養

成は、スポットでOBの方などに来てもらうよう

働きかけ、指導者を目指すきっかけ作りをし

た。

・本会所属の定時指導者への賃金について、

元々小学校の教員として指導にあたっていた

方達であるため、新たな財源を確保し予算化

する必要があるが、財源確保の目処が立って

いない。

・本年度は大野原地区以外では１名入部の

可能性の打診を受けたが、入部は現時点未

定。地方であるため移動は車が必要であり、

練習場所までの移動手段がないため、部員

募集が進まない。

・マーチング指導者養成について、目処が立っ

ていない。

活動場所

・ 観音寺市立大野原小学校

参加生徒の基本情報

・人数：26人中学生

  48人小学生

・活動日：毎週月火木金土の合計

10時間程度／週

指導者の基本情報

・元小学校教員 3名1,000円/時間

・上記の方の人脈の経験者

13名1,000～2,500円/時間

活動財源

・会費 2,000円/月

・大野原小学校PTA寄付

30万円

・文化庁事業委託費 240万円

運営主体： 観音寺マーチングバンド 「Humming Wind」

事業目標： 大野原小学校マーチングバンドは、近年、専門的指導者の不足・学校の

働き方改革・少子化など課題が顕在化。そこで、地域にマーチングを残そ

うと、地域文化倶楽部としての本会を立ちあげた。これまで小学生のみの

活動であったが、R3年より新たに中学生が活動に加わることができ、持続

可能な部活動と学校の働き方改革の実現につながるものと期待できる。

※サポート隊

マーチングバンド卒業生有志とその保護者有志

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_53.pdf
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株式会社 千クリエイティブカンパニー
KOCHI中高生ミュージカル「SKY」（高知県高知市）

No.53

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_54.pdf

団員募集 ６月～７月 → コロナ感染拡大の為８月上旬まで募集期間を延期

顔合わせ及び稽古スタート ８/14 、

その後の稽古 8/21、 ９/４、11、25    10/２、９、16、23、30 11/6、7

高知県高等学校文化祭開幕アトラクション 11/8、

本公演向けての稽古 11/13、27   12/４、11、18、26、27、29、 １/４、５、

本公演  １/６、

振り返り １/15、

次年度への運営打ち合わせ ２/27

ほぼ日曜日１３時～１７時の４時間のお稽古でオリジナルミュージカルを作成。

テーマには、牧野富太郎氏を取り上げ、高知県観光キャンペーに合わせた活動となるよう企画し、この部活動がより社会とつながるように取り組んだ。

部活動は、全て専門家の指導スタッフに頼ることなく、部長はじめ、ダンス、歌、芝居、小道具、場ミリなど係を決めて自主的な活動となるよう工夫した。

また、この活動をより地域と連携できるようにと起業家、文化関係者、教育関係者からなる「サポーターズクラブ」を作り、部活動を見守り、意見や提言など

を頂くことでより広い社会とつながるように活動した。

主な活動

演劇（ミュージカル）

活動形態

専門指導者による指導

自主的な活動の見守り

高知県高等学校文化祭開幕アトラクションと

本公演という短期間でも２つのステージを体

験することができ、充実した体験となった。

本公演では、2公演で合計220名ほどの観

客のご来場を頂き、アンケートにも高評価をい

ただくことができた。また不登校を克服できた

部員もいて、自信につながり心の成長を遂げ

ることができた。

コロナ禍ということもあり、部員同士の距離をあ

けるなどの感染対策にも気を使った。学校の

先生の負担軽減が目的の一つでもあったので、

稽古は日曜日に実施した。芝居メインの団員

とダンスメインの団員を作り、短い時間でもより

良い作品ができるよう工夫した。なるだけ自分

達でできることを増やしたり、課題を自主的に

洗い出すなど、部長を中心に動いた。

課題は、なんといっても団員数が伸び悩んだこ

とにある。募集時点でも、実際の活動でも教

育現場との連携がもっと取れるとよかった。

サポーターズクラブからの前向きな意見が出て

も学校や教育委員会との連携をとることが、

とても薄いのが反省点である。

ただ、文化関係者からの心強いアドバイス

もいただき、次年度以降は、登録制の「新た

な高知スタイル」を模索し、演劇活動へつな

がる団体作りから初めてみる方向で、動いて

いる。

2023年度は、高知市文化振興事業団の企

画する市民ミュージカルも開催される予定があ

り、高知県の文化団体との連携を図る展望

が見えている。その先に教育機関との連携が

図れるよう取り組んでいきたい。

活動場所

高知リトルプレイヤーズシアタースタジオ

参加生徒の基本情報

・人数： 市内の中・高校 17人

・活動日：毎週日 ４時間

指導者の基本情報

・指導スタッフ  ６名 1,500円/時間

・運営スタッフ  ２名 1,050円/時間

指導者の募集方法

高知リトルプレイヤーズシアター講師陣

運営主体： KOCHI中高生ミュージカル部「SKY」
（申請者（株）千クリエイティブカンパニー）

事業目標： 部活動における教員の負担軽減と少子化や専門知識の不足により単独

での演劇部活動が困難になっている高知県内の中・高等学校演劇部の

受け皿隣、質の高い舞台芸術活動の機会を確保する。

活動財源

・会費 52,800円

  （2,200円/1回×24回）

・入場料 327,000円

  （1,500円×218枚）

・文化庁事業委託費 130万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_54.pdf
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大津少年少女合唱団（熊本県菊池郡大津町、菊陽町）No.54

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_55.pdf

・小学生以下は週１回、中高生は週２回、１回２時間の練習を行う。

・演奏会やイベント等への出演

・年に一度の定期演奏会の開催

 5月 中高生強化練習

 6月 ミュージカル配役決定

 8月 強化練習 熊本県少年少女・児童合唱祭出演 9月 定期演奏会 卒団生を送る会

12月 クリスマスミニコンサートクリスマス会

主な活動種別

合唱、ミュージカル

活動形態

合唱団への加入

○本事業により新しく11名の団員を迎えるこ

とができた。これは町内の全小中学校を訪問

して、文化庁から地域文化倶楽部（仮称）

に指定されたことを伝えるとともに団員募集を

行ったこと、動画配信、団員が友達を定期演

奏会に誘うなどによる成果である。

○団員へのアンケートには、全ての団員が、こ

の1年間の活動はとても楽しく、自分を成長す

ることができたことをそれぞれ自分の言葉で書

いてくれた。特に表現力やリーダー力の向上を

上げていた。

○当団は広い年齢層で成り立っていて、いろ

いろな学校の子ども達と交流することができ

る。団員は普段の学校生活では経験できない

楽しさを感じ、多様な考えに触れることができ

た。また、今まで先輩に教えてもらったり助けて

もらったりしてきたので、自分もそういう団員に

なりたいと願っている。

○定期演奏会に来られた方達等は大変喜ん

でくださり、元気をもらえたと言ってくださった。

定期演奏会後のアンケート回収率は69％に

上り、観客が子ども達の発表に感動し励まさ

れたことが分かる。

○当団は年齢層が広いので、理解や技術の

習得に差ができるが、練習の時は小さい子の

近くに各パートの中高生が立ち、一緒に歌った

り楽譜を見せたりするようにしている。また、練

習後にリーダーと指導者で振り返りの時間を持

ち、子ども達の様子や課題を共有している。

○その時に直接指導しているスタッフ以外は、

子ども達の様子を観察する。また一人ずつ呼

んで声を聞いたり成長の度合いを確かめたりし

た。

○全体練習の他に中高生の練習時間を設け、

発声や表現についてさらに深い指導をしている。

○様々な事情から練習に参加できなかった団

員のために、練習動画を保護者ラインと中高

生ラインで配信した。 

○保護者会を４つのグループに分け、連絡事

項は各グループのリーダーが班員に伝えるように

してきた。イベント等の出欠についてもリーダーが

集約し、指導者に連絡するようにしている。 

・子ども達の練習や本番の様子は随時、ホー

ムページやSNSで発信し、周りへの啓発と子ど

も達の意欲向上に繋げてきた。

○感染症対策には常に気を配った。

○当合唱団は地域に広く知られ実績も認め

られているので、今後も新入団員を迎え、継

続的な運営が可能と思われるが、学校以外

での活動なので保護者の送迎が不可能な子

どもは入団して活動することができない。それが

一番の課題であると思われる。

○熊本県では文化系の部活動に入部する児

童生徒が少なくなっている。県内の各合唱団

も団員の減少に悩んでいるところが大半である。

子ども達が音楽に触れる機会を増やし、音楽

への興味関心を高めることが必要であると思

われる。

○現在は創立当初からの指導者と卒団生の

スタッフによって指導をしているが、今後のことを

考えると地域や学校関係者からも定期的に

指導に関わる人材を求めていきたい。

○現在、町の方針で、当団は文化ホールを使

用する際、年1回の発表会本番は減免になっ

ている。しかしリハーサルや練習時の使用料は

一般の団体と変わらないので、保護者の負担

が大きい。定期演奏会の前には数回のリハー

サルが必要なので、リハーサル時の使用料につ

いても町に配慮をお願いしたい。

活動場所

・大津キリスト教会

・大津町文化ホール

参加生徒の基本情報

・人数：３５名

大津中学校３人

大津北中学校６人

他、幼稚園児、小学生、高校生

・活動日：毎週木・土曜２時間

指導者の基本情報

・地域の音楽指導者１名

・地域の音楽経験者４名

    700円/時間

指導者の募集方法

合唱団代表（元中学校の教員）

及び卒団生が参加

運営主体： 大津少年少女合唱団

事業目標： ・子ども達が自主的に参加し活動していた従来の部活動に代わるものとし

て、子ども達がこれからも生き生きと活動する場を保障する。

・子どもが所属する学校内のみならず他の学校の子ども達や地域の人々

と交流し、他への理解や喜んで地域に貢献する気持ちを養う。

活動財源

・会費   3,000円/月

・演奏会参加費   5,000円/回

・文化庁事業委託費      109万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_55.pdf
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特定非営利活動法人
MIYAZAKI C-DANCE CENTER（宮崎県宮崎市）

No.55

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_56.pdf

※年度当初は2つのメニュー（A・B）でスタートしたが、後半にメニューCを追加した。

主な活動種別

メタバース

コンテンポラリーダンス

活動形態

選択できる活動

本県では長らく「人口10万人あたりのコロナ感染者数全

国１位」が続いたことから、県内の感染者数の推移を見

ながら、前期は、当初に計画した2つのメニューを実施す

ることができた。また後期は、新たなニーズの掘り起こしを

行い、新規メニューを追加して実施することができた。 

●メニューA：実施数21回。のべ参加者数82名。10名

の募集に前期は7名、後期は5名が参加した。参加者

数は目標値80％を達成できなかったが、リピーター数につ

いては、中・高等学校の従来の文化部で取り扱う内容

との差別化を図ったことから、目標値を達成することがで

きた。 

●メニューB：クール型の実施数21回。のべ参加者数

185名。20名の募集に前期は11名、後期は12名が参

加した。体験型の実施回数は5回。のべ参加者数63名。

オーデションを実施したことで、参加者数の目標値80％

を達成できなかったが、逆に責任感が生まれ、年度途中

で1人も退部者が出なかった。 

●メニューC：スタートは12月。実施回数6回。のべ参加

者数20名。実験的に、募集人数を少なくしたり、「鑑

賞」を必須内容にして参加費用（3,000円）にチケット

料金を含めて実施したが、リピーター数は100％であった。

●本モデルの講師を専門家（後述）に依頼し、それぞれ

の講師も、知識を教えるに止まらず、興味・関心を引き出

すような活動づくりをしていた。特にメニューAについては、

Oculusの取り扱い方だけでなく、関連機器やソフトについて

も取り扱いの指導を行なった。さらに、次年度のメニューB・C

の講師候補者に対し、活動への参与観察や、補助者とし

て実際に活動に参加する研修制度を設けた。 

●本県には芸術系大学・学部等がない。ただし、本申請

団体は国内外で活動するアーティスト（振付家）が立ち

上げたアートNPO法人である。例えば、毎年、国内の美術

館や公共文化ホールと協働した内容を紹介するなど、参加

者のモチベーションアップを図っている。特にR4年度の後期

は、本モデルが拠点とする劇場で実施したAFF2（文化

庁）の事業にインテグレートできるように仕組めた。 

●R3年度の成果をもって、初めて民間企業（地域医療を

リードする小児科病院）とのタイアップ等が実現した。 

●メニューAで使用するOculusについては、円高の影響で

一気に値上がりし、追加購入が叶わなかったが、スタッフの

私物等を総動員して実施した。用具保管を目的に新たに

倉庫を購入し、メニューBの参加者が、その壁面を地域の景

観にふさわしくデザインした。

●特筆すべき課題は3つ。一つは、参加者の体験が、

学校部活動と同等に扱われるようになり、中学生が主

体的に選択できるようにすること。他の一つは、参加者

のニーズを汲んだ複数の「地域文化倶楽部」が活動す

る状況を地域に創出させること。そのために民間の文

化芸術団体や民間企業等との連携協力体制を構築

できないかと考えている。 最後の一つは、参加者のニー

ズに自前の機材・用具では応えられないこと。補助金

や助成金で購入できる仕組みをつくって欲しい。

●今後に向けた方針・方向性は、宮崎市（本団体が

拠点とする自治体）の公立学校（特に、中学校）

が地域文化倶楽部を導入することになり、ニーズがあれ

ば、本団体から自治体に連携協力体制の構築を提

案させていただこうと考えている。それまでは、本モデルを

継続実施し、得られた成果・課題について自治体

（教育委員会、他）へ報告する。 

●本事業の継続実施を想定し、継続的・定期的な補

助金制度の必要性を文化庁や自治体に対して説明し

続ける。また、大学が実施する技術研究交流会等で

成果・課題について報告することで民間企業等とのタ

イアップの可能性を拓く。そして、より持続可能なモデル

づくりに取り組んでいきたい。

活動場所

国際こども・せいねん劇場みやざき

参加生徒の基本情報

対象：小学生～高校生

参加者の所属校：17校

総実施回数：51回

のべ参加者数：350名

指導者の基本情報

○特別講師等（自他ともに認めるスキル

を持つエンジニア・アーティスト、大学教員

等） 5,100円/時間/人

中村薫：株式会社ホロラボ 

山川祐吾：DNP大日本印刷株式会社

猪口雄三：航空大学校（航空宇宙工学）

仁科幸：モモンガコンプレックス 、他9人

○指導者（本団体アーティスト）

1,050円/時間/人 ※ 文化庁規定

んまつーポス：コンテンポラリーダンスカンパニー

活動財源

・会費等

  メニューA 1回       1,000円

  メニューB クール型 1クール   12,000円

   （途中参加の場合は1回1,000円）

  体験型 ※活動時間でその都度設定

  メニューC 1回       3,000円

運営主体： 特定非営利活動法人MIYAZAKI C-DANCE CENTER

事業目標： 申請団体は令和3年度の受託団体である。令和4年度は、前年度の課題の解決と成果の

活用を図り、地域文化倶楽部の持続可能なモデルづくりに取り組む。

本実践研究の目的１ 地域の子供たち（特に、中学生）が質の高い文化芸術に親しむ

ための継続的な機会の創出

本実践研究の目的２ 次代を担う地域の子供たちの文化芸術体験活動の支援

メニューA  『ちいきメタバースクラブ』

対象：地域の中・高校生

内容：リアルとバーチャルをつなぐ、新しいコンピューティングのスタイルや

表現を体験するクラブ

メニューB  『イマジネーションダンスクラブ』

対象：地域の小学生（2年生～6年生）

内容：メタバース世界に入る前に、たっぷりフィジカル（身体）を楽しむ

ためのダンスクラブ

メニューC  『ちいきコンテンポラリーダンスクラブ』

対象：地域の中・高校生

内容：学校の文化部でも地域のバレエスタジオでも取り扱わない

コンテンポラリーダンスを文化として体験するクラブ

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_56.pdf
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特定非営利活動法人地域サポートわかさ
（沖縄県那覇市）

No.56

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_57.pdf

那覇市若狭公民館を活動拠点に、2つの中学生を対象とした「アートな

部活動（美術部）」を創設。生徒の自主性・主体性を育むことを基本と

し、現代的な表現に取り組むアーティストを顧問あるいはゲストに迎え、芸

術分野・領域を超えた創造的なアート体験に取り組んだ。

「アートな部活動」は、次の３つのプログラムで複層的に構成され、様々な

アート体験ができるように配慮した。

①生徒自身が目標を定め年間を通して取り組む創作課題（自主制

作）の「つくる部」

②現代アーティストの潮流やアートの歴史に学び、実際に作品を鑑賞した

り作品を鑑賞する上で求められる批評眼を養う「観る部」

③現代アーティストによるアーティストトークやワークショップを体験し、その活

動や経験に触れる「オルタナティ部」

実施回数・プログラム

◉毎週火水木実施（全102回）

①「つくる部」

②「観る部」講師：土屋誠一（美術批評家・沖縄県立芸大）

③「オルタナティ部」

・「ユーチュー部」顧問：藤井光（現代美術家・映像作家）

・「ダンボール部」顧問：儀間朝龍（現代美術家）

・「ポストポスト部」顧問：平良亜弥（現代美術家）

そのほか、講師・ゲスト

・照屋勇賢（現代美術家）

・阪田清子（現代美術家・沖縄県立芸術大学准教授）

・山城知佳子（現代美術家・東京藝術大学准教授）

◉地域行事等に積極的に関わり、取り組みの周知にも繋げた。

若狭児童館「お化け屋敷」、若狭地域文化祭、若狭公民館まつり

主な活動種別

美術

活動形態

「つくる」「観る」「触れる」

体験プログラム

・教員の業務過多及び指導者の不在等の理由

で美術部がなかった２つの中学校の生徒を対象

とした「アートな部活動（美術部）」を立ち上げ

た。

・「出張！アートな部活動」により、生徒及び教員

への周知につながり、学校との連携体制を強化

することができた。

・部員は、同じ興味関心を持つ仲間として、学校

を超えた交流が生まれた。

・不登校や保健室登校の生徒も参加し、居場

所として機能した。

・国内外で活躍するアーティストの多様な表現と

制作に向かう真摯な姿勢に触れることで、視野を

広げ、制作意欲を高めることができた。

・多世代交流や地域行事等への参画の機会を

得ることができ、キャリア教育としての成果も得ら

れることができた。

・消極的な生徒や不登校の生徒でも、それぞれ

が自分らしく楽しく安心して活動できるような雰囲

気づくりに努めた。

・生徒の自主性と主体性を尊重し、それぞれの興

味関心、制作ペースに応じて指導するように留意

した。

・学校と情報共有し、共通認識のもと対応するよ

うに心がけた。

・地域行事で活動・発表する場を設け、地域社

会の成員としての意識の醸成に努めた。

・在留外国人等多様な大人を交えた取り組みで、

多文化共生社会の理解を深めた。

・芸術の専門教育を受けた運営団体職員が連

携し、生徒の活動をサポートした。

・国内外で活躍するアーティストを招聘し、活動に

触れる機会を提供した。

・文化施設や芸術大学への見学を行い、視野を

広げ、創作意欲を高めるように努めた。

・関係機関との連携体制構築により、居場所と

しての役割も担うことができる。

・児童館及び公民館事業の一部として位置付け

ることで継続可能となる。

・アーティストを招聘してのプログラムについては、別

途資金確保が必要となる。

・専門機関とのネットワーク構築により、各団体が

実施するプログラムへの参加で低予算で体験、指

導できる可能性が広がった。

・部活動の会場は利用料金の減免措置があるた

め、活動を継続しやすい。

・児童館や公民館の事業予算や別途補助金等

外部資金を確保することで部員（保護者）の

負担軽減を検討する。

・安価な適正額を設定な会費でも、支払困難な

家庭があることも想定できる。全ての生徒を対象

とするため子どもの居場所事業との連携も検討し

たい。

活動場所

・ 那覇市若狭公民館研修室等

参加生徒の基本情報

・人数：14人 上山中学校 4人

  那覇中学校 10人

・活動日：毎週火水木 2時間

指導者の基本情報

・運営団体職員 2名 1,050円/時間

・外部の専門家・アーティスト

   7名  5,100円/時間

指導者の募集方法

連携・協力関係のある外部の専門

アーティストに依頼

運営主体： 特定非営利活動法人地域サポートわかさ

事業目標： 美術部のない2つの中学校を対象に、公立公民館を拠点とした「アートな部活動（美術

部）」創設に向けて、課題や成果を検証する。

・指導者不在のため設立できなかった「美術部（アートな部活動）」の創設

・定期的な活動による居場所としての機能の創出・社会教育の特性を活かした部活動と

アート活動をミックスしたプログラムの開発

・部活動と地域活動の連携・協働の場や機会の創出

活動財源

・会費 なし

・団体負担金 2万円

・文化庁事業委託費 180万円

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_57.pdf
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ジュニアジャズオーケストラおきなわ（沖縄県那覇市）No.57

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

指導、運営上の工夫
見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

本事業による成果

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_58.pdf

○会議

運営会議：2回にわたり、那覇市立若狭小学校長、若狭公民館長を交えた会議による情報の共有と連携によって、児童に

とって適切なアプローチを検討する。

○参加児童の募集

練習会場において、講師によるコンサート&楽器体験会を開催。チラシ、ポスターを作成し地域家庭にポスティングによる広報

により募集。

○練習会の実施

練習会：R4年５月~R5年２月まで 毎週木・日曜日の週２回

講師による指導：R4年５月~R5年２月まで 週１回

専任スタッフによる準備を整え、児童の安全を確認しながら練習会を実施

○ジャズミュージシャン講師やフェローの研修

２回にわたり、児童の発達障害や、児童の発育に伴う指導の留意点や対処法等について、専門家を講師に迎え、研修を実施し指導に活かす。ジャズミュージシャン講師や

フェロー間の情報交換も行う。

○発表会：参加児童 15名、2023年2月

○地域行事への参加

地域行事：「沖縄とスリランカをつなぐ芸能交流」でオープニング演奏、「子どもの権利条約フォーラム」でクロージング演奏、「若狭地域文化祭」に映像参加、「若狭公民館まつ

り」出演、計4回

○評価調査

アンケート調査：児童 20名

インタビュー：講師5名、関係者 3名(若狭小学校校長、若狭公民館館長、那覇中学校吹奏楽部顧問)

活動に参加した児童へのアンケート調査と関係者へのインタビューによって、「ジュニアジャズオーケストラおきなわ」が地域文化倶楽部として必要とされているかを調査する。

主な活動種別

音楽（ジャズ）

活動形態

プロミュージシャンによる指

導

対象小学校の校長先生との会議機会

が持てたことにより、学校の現状がリアル

タイムに把握でき、スタッフや講師のメン

バーへの対応に活かすことができた。校長

先生の活動に対する理解が深化したこと

により、コロナ禍以降の学校での取り組

みとして、講師によるコンサート開催の提

案があるなど、積極的な関わりを得ること

ができ、連携体制の強化につながった。

講師やスタッフの研修として、コロナ禍の

児童にみられる精神的影響や、発達状

況に合わせた指導に役立つ情報を得る

ことができ、日々の指導における質の向

上につながった。スタッフの育成が実現で

きたことにより、メンバーの変化への対応に

も安定性が増し、更にOBフェローとの信

頼関係も構築できた。

プロのジャズミュージシャンと運営スタッフ対象に年2回の研修を

開催し、子どもの発達状況に対する接し方の研修を行う。プロの

ジャズミュージシャンの指導料を有償にすることにより、継続的な

指導が担保される。運営スタッフの見守りにより安全確認を実

施し、楽器の指導に専念する講師の負担を軽減する。

自発的な活動を尊重し子どもたちにとって居心地のいい環境を

整える。

地域に密着した活動及び関係形成のため、参加児童の学校

区まちづくり協議会へ参加し関係性を深め、地域の祭りなどに

参加することにより認知度が上がることを目指す。プロのジャズ

ミュージシャンの出席スケジュールの管理ができ、担当楽器の講師

が楽器指導に専念し子どもたちの精神的な変化にも安心して

対応できる環境体制の構築が整っている。運営スタッフの役割

分担ができ、講師の出席確認や保護者対応、メンバーの出席

状況管理や会場管理者への報告作業にSNS広報、メンバーの

安全確認と専門性を活用した連携体制が構築できた。

対象小学校の児童にとって、例えばマスクの強制

がなくなっても外したくないなど、今後、新型コロナ

の影響がどのように残っていくかに留意して子どもた

ちに接するという課題が考えられる。また、子どもた

ちの参加料が無料であることを担保するために、

講師料や楽器修繕費、そしてスタッフ人件費など

の必要経費をまかなう安定的な資金確保が課題

である。その一方で、活動8年目となる次年度に

は、初年度６年生だった学年が高校を卒業し、

大学や社会に出ていく年齢となるので、OBフェロー

が中高生だったこれまでとは違う関わりが期待され

る。今後、コロナ前のような商業施設のイベントな

ども再開することにより発表の機会が増え、地域

社会に露出することで、地域での認知度が増し、

地域文化活動として定着する展望が開ける。

活動場所

・ 那覇市若狭公民館 3階ホール

参加生徒の基本情報

・人数： 那覇市若狭公民館区

５小学校 ２５人

・活動日：毎週木・日 １.５時間

指導者の基本情報

ジャズミュージシャン ６名

    ３,５００円/時間

指導者の募集方法

固定メンバー

入替や代理が必要な場合は、運

営事務局による選出後、個別依頼

運営主体： 一般社団法人 琉球フィルハーモニック

事業目標： 子どもたちにとってルーティン化された活動として週２回の練習会や、発表の機会

を設ける。また、活動施設や地域の関連団体との運営会議などを通して対象児

童の現状に即した運営体制の構築を図る。

活動財源

・会費        ０円/月

・文化庁事業委託費      142万円

・教育財団等の助成金   125万円  

・法人負担金               不足分

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898802_58.pdf
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【事例集紹介】

・文化部活動の地域移行に関する実践研究事例集

～令和３年度地域部活動推進事業及び地域文化倶楽部（仮称）創設支援事業より～

・地域文化倶楽部（仮称）の創設に向けた調査研究 事例集

ー部活動の地域移行促進のためにー（2020年度版）
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